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はしがき 

 

 希望さえすれば誰もが進学できる――「大学全入時代」という言葉から私たちが思い

浮かべるのは、そうした社会のあり方かも知れません。しかし現実には、高校生の進路

選択は性別や地域、そして家庭背景によって大きく異なっています。高騰する教育費は

どのように大学への進学を制約しているのか。そして奨学金などの公共政策には何が可

能で、何が求められるのか。問題はむしろ、そうした議論を体系的に行うための基礎的

なデータすら私たちは持ち合わせていないことではないか。 
 そのような観点から、私たちは日本学術振興会科学研究費補助金（学術創成研究費）

の交付を受けて、高校生の進路についての大規模な調査を開始しました。2005 年 11 月

に全国の高校 3 年生の男女 4,000 人と、その保護者 4,000 人を対象とする質問紙調査を

行い（第 1 回調査）、2006 年 3 月（第 2 回調査）、2006 年 11 月（第 3 回調査）には高校

生に対する追跡調査を実施しています。調査はすべて、三井情報開発株式会社総合研究

所（当時）に委託して行われました。2007 年度にも第 4 回調査を行う予定です。 
この報告書は、第 1 回調査から第 3 回調査までの基礎的な集計結果について、第１次

報告書として刊行するものです。よりくわしい分析結果はすでに、大学経営・政策研究

センター公開シンポジウム「現代日本の大学進学と政策」（2006 年 7 月、学術総合セン

ター）、日本教育社会学会第 58 回大会（2006 年 9 月、大阪教育大学）において発表し

ました。また、「大学経営・政策研究センターワーキングペーパーシリーズ」としての

成果の刊行も始めています（2007 年 7 月）。 
数回にわたる調査にこころよくご協力くださった回答者の皆様には、この場を借りて

篤く御礼申し上げますとともに、どうぞこれからの追跡調査へのご協力につきましても、

宜しくお願い申し上げます。 
この報告書が、教育関係者や大学関係者、政策担当者の方々のみならず、現役高校生

の皆さん、高校生のお子さんをもつ保護者の方、さらには高等教育に関心を持つすべて

の方々にとって、日本の高等教育の将来に関する幅広い議論を行っていく上での参考と

していただけることを心から願っています。 
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凡  例 

 

1. 本文の図の中に示した回答の割合（％）は、原則として無回答を除いて算出した。

ただし、無回答が多い場合は（概ね 5％以上）、図中に示す場合がある。 
2. 資料編の調査票に掲載された回答の割合（％）は、原則として無回答を含む。 
3. 小数点第二位以下の四捨五入により、図の中に示した回答の割合（％）の合計が

100％にならない場合がある。 
4. 小数点第二位以下の四捨五入により、図の中の肯定回答の合計（例：「強くそう思う」

＋「そう思う」）と、本文で「肯定回答」として言及した数値が異なる場合がある。 
5. 資料編の研究発表一覧には、「高校生の進路についての調査」のデータを用いた研究

のみを掲載した。 
6. 第 1 回調査（高校生用調査票、保護者用調査票）の自由記述、および第 2 回補充調

査の結果については、紙幅の関係から本報告書には掲載していない。 
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2 

0-1 調査方法 

 

「高校生の進路についての調査」の概要 
「高校生の進路についての調査」は、日本全国から無作為に選ばれた 4,000 人の高

校 3 年生（男女各 2,000 人）を対象に行われた質問紙調査（第 1 回調査、2005 年 11
月）、及びその回答者に対する一連の追跡調査で構成されている1。追跡調査はこれま

で、2006 年 3 月（第 2 回調査）、2006 年 11 月（第 2 回補充調査、第 3 回調査）に行

われた（2007 年度には第 4 回調査を予定）。なお第 1 回調査では、調査対象となった

高校 3 年生の保護者 4,000 人を対象とする調査も行われた。 
第 1 回調査（保護者）、第 1 回調査（高校生）、第 2 回調査、第 2 回補充調査、第 3

回調査の回収数はそれぞれ、4,000 人、4,000 人、3,493 人、277 人、2,906 人である。

また、第 1 回調査（保護者）、第 1 回調査（高校生）、第 2 回調査、第 3 回調査のすべ

てに回答があったのは 2,906 人で、当初の 4,000 人の 72.7％をしめている（表 0-1。「回

答パターン」1 を参照）。 
 

表 0-1 「高校生の進路についての調査」の概要 

 
 

                                                      
1 このように、同一の調査対象に繰り返し行われる調査はパネル調査（longitudinal survey）と呼

ばれる。これまでに行われた高校 3 年生を起点とするパネル調査には、（財）日本青少年研究所

が 1980 年に実施した「高校生将来調査」などがある。諸外国の例では、米国連邦教育省全米教

育統計センター（National Center for Education Statistics: NCES）が高校の最終学年（第 12 学年）

を対象に、1972 年に NLS-72 (National Longitudinal Study of the High School Class of 1972)、1980
年に HS&B (High School and Beyond)を行っている。HS&B では第 10 学年を起点とする調査も行

われ、後続の NELS:88 (National Education Longitudinal Study of 1988)では第 8 学年、ELS:2002 
(Education Longitudinal Study of 2002)では第 10 学年を起点としたように、調査研究の関心は高校

在学中や、それ以前における進路希望の形成や学習行動へとシフトしている。韓国教育開発院も、

2005 年に中学 1 年生を起点とする大規模なパネル調査である KELS:2005 (Korea Education 
Longitudinal Study of 2005)を開始した。日本の官庁によるパネル調査の例としては、厚生労働省

が行っている「21 世紀成年者縦断調査（国民の生活に関する継続調査）」などが挙げられる。 

第1回 第2回 第2回補充 第3回
回答 （高校生）

パターン 2005年11月 2006年3月 2006年11月 2006年11月
N=4,000 N=3,493 N=277 N=2,906

1 ○ ○ － ○ 2,906 72.7
2 ○ ○ － × 587 14.7
3 ○ × ○ － 277 6.9
4 ○ × × － 109 2.7
5 ○ （拒否） － － 121 3.0

○ …回答あり × …回答なし － …非該当

○

計 ％

○

第1回
（保護者）
2005年11月
N=4,000

○

○

○
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第 1 回調査 
調査地域 全国 
調査対象 高校 3 年生とその親（または保護者） 

・ 「高校」には、定時制や高等専門学校を含まない 
・ 親または保護者と同居している生徒に限る（下宿、寮、寄宿は除く） 
・ 2006 年 3 月初旬頃の追跡調査と、1 年後（2006 年 11 月頃）の追跡調査に

再度協力が得られる生徒・保護者に限る 
・ 「高校 3 年生」と「その親（保護者）」の両方とも調査に回答できる生徒・

保護者に限る 
標本数  高校生 4,000 人（男子 2,000 人、女子 2,000）、保護者 4,000 人 
抽出方法 層化二段無作為抽出法 

全国 400 地点から、1 地点につき高校生を 10 人（男子 5 人、女子 5 人）、合計

で 4,000 人を抽出し、その保護者 4,000 人にも調査2。 
地点抽出 全国を都道府県別、及び都市（市町村）規模別に、①東京特別区、

②政令指定都市（14 都市）、③中都市（人口 15 万人以上の市）、④小都市（15
万人未満の市）、⑤郡部（町村）の 5 グループに層化。国勢調査に基づく人口

規模に応じて、調査地点数を比例配分。 
個人標本抽出 エリアクォータサンプリングによる。ランダムウォーク法を用

い、次の要領で各地点から高校 3 年生を無作為に抽出。 
(1) 調査地点のスタート地点から、世帯を訪問し高校 3 年生のいる家庭を探し、

最初の 1 人の対象者（高校 3 年生）を見つけたら、「中学の同級生」の住ん

でいる家を教えてもらう（機縁法）。紹介してもらうのではなく、家を教え

てもらうだけとする3。 
(2) 同一学校内では、同じ部活動やサークルなどに属する生徒の抽出（依頼）

は不可とし、特定の繋がりがない人を選ぶことでランダム性を保つ（学校

は違うが地元の同じサッカーチームのグループなどの場合も、基本的に 1
名のみとする）。 

(3) 原則として、地点内ではできるだけ在学高校にばらつきを持たせ、1 地点

からは 2 校以内とする。但し、地域的な要因から近辺に高校が 1～2 校しか

ない等、少ない場合を除く。 

                                                      
2 なお、今回の調査で高校を経由したサンプリング（全国から高校を抽出し、各高校から一定数

の生徒を抽出）を避けた理由は、第一に、調査対象となる生徒の抽出は高校側に委ねざるを得な

いことから、高校による偏りが大きくなること、第二に、保護者の職業や学歴、年収などの質問

項目に対する協力を得ることが難しいことである。 
3 友人ではなく「中学の同級生」の家を教えてもらうのは、友人だと同じ高校だったり、成績が

同じくらいであったりなどの偏りが生じることを避けるためである。中学の同級生を教えてもら

うことにより、高校のランクや学校タイプ等が幅広く抽出できる。 
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実  施 2005 年 11 月。訪問留置法による 
調査の実施は三井情報開発株式会社総合研究所（当時）に委託した。 

調査協力率 完了数 ÷（拒否数 ＋ 完了数） 
4,000 ÷（15,819 ＋ 4,000 ）＝ 20.2％ 

 

第 2 回調査 
調査対象 第 1 回調査に回答した高校 3 年生 
実  施 2006 年 3 月。郵送法による（電話調査も併用） 

調査の実施は三井情報開発株式会社総合研究所（当時）に委託した。 
回  収 3,493 人（回収率 3,493÷4,000＝ 87.3％） 

・ うち、男子 1,729 人（回収率 86.5％）、女子 1,764 人（回収率 88.2％） 
・ 非回答者 507 人のうち、調査拒否が 121 件4、未回答（未返信）が 386 件5 

 

＊ 以上の第 1 回調査、第 2 回調査の方法に関する記述は、矢野眞和「なぜ大学に進

学しないのか――高校生のための高等教育政策」大学経営・政策研究センター公

開シンポジウム「現代日本の大学進学と政策」（2006 年 7 月 29 日）当日配布資料、

及び三井情報開発株式会社提供資料に基づく。 
 

第 2 回補充調査 
調査対象 第 2 回調査の未回答者 386 人 
実  施 2006 年 11 月。電話による 

調査の実施は三井情報開発株式会社総合研究所（当時）に委託した。 
回  収 277 人（回収率 277÷386＝ 71.8％） 

 

第 3 回調査 
調査対象 第 2 回調査の回答者 3,493 人 
実  施 2006 年 11 月。郵送法による 

調査の実施は三井情報開発株式会社総合研究所（当時）に委託した。 
回  収 2,906 人（回収率 2,906÷3,493＝ 83.2％） 

 
 
 

                                                      
4 「もう答えたくない（とにかく今後、協力できない）」、「本人が転居したので、以後アンケー

ト拒否」、「その他（受験に失敗のため進路について答えたくない、両親離婚のため、自衛隊入隊

のため郵送に制限あり、など）」など。 
5 「応諾したが返信がない」、「応答がまったくない（郵送、督促・再送付に反応なし）」、「その

他（家族で転居し、転居先不明など）」など。 
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0-2 回答者の基本属性 

 

高校生の性別と地域――全国を代表する高校 3 年生、男女 4,000 人 
第 1 回調査（高校生用調査票）には全国の高校 3 年生、合計 4,000 人の回答者の方々

にご協力いただいた。内訳は男子 2,000 人、女子 2,000 人である（図 0-1）。 
回答者数には大きな地域的偏りもなく、全国の高校 3 年生を代表する構成となってい

る（図 0-2）。 
 

 

 

 

図 0-1 回答者の内訳（高校生・性別） 
 

 

 

 

図 0-2 居住地域 
 

男子
50.0

女子
50.0

4.3 

7.8 

31.8 

18.8 

16.3 

9.5 

11.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 

北海道

東北

関東

中部

近畿

中国・四国

九州・沖縄
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高校の設置者と学科――普通科が 4 分の 3 
 在学する高校の設置者は都道府県立が最も多く、62.4％となっている。次に多いのが

私立の 31.2％で、市立が 6.0％、国立が 0.4％と続く（図 0-3）。 
所属学科の内訳をみると、最も多い普通科が 74.5％をしめている。以下、商業科・商

業系学科 7.9％、工業科・工業系学科 7.5％、総合学科 3.0％、農業科・水産科 1.3％、家

庭科 1.2％、看護科 0.5％、その他（体育や福祉など）4.2％の順となっている（図 0-4）。
なお、すべての回答者が全日制課程に通っている。 
 

 

無回答を除く。 

図 0-3 高校の設置者 
 

 

無回答を除く。 

図 0-4 高校の学科 
 

国立
0.4

都道府県立

62.4市立
6.0

私立
31.2

普通
74.5

商業

7.9

工業
7.5

農業・水産
1.3

家庭

1.2
看護
0.5

総合
3.0

その他

4.2
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高校のコース――「コースはない」が最多、普通科では進学コースが多い 
高校では、どのように進路別のコースやクラスに分かれているのだろうか。最も多い

のが「コースはない」で、全体の 38.9％に達する。次に多い回答が「文科系進学者のた

めのコース」で 32.3％、「理科系進学者のためのコース」は 17.8％、「就職希望者のため

のコース」が 3.9％、「その他のコース」は 7.1％となっている（図 0-5）。進路別コース・

クラスへの所属状況は学科によって異なり、コース制がないという生徒は普通科では

28.8％にとどまるが、総合学科では 58.5％、専門学科では 69.6％をしめる。また、普通

科では 41.1％が文系進学、22.2％が理系進学のコースに所属している（図 0-6）。 
 

 

無回答を除く。 

図 0-5 高校のコース 
 

 
無回答を除く。「専門学科」には商業、工業、農業・水産、家庭、看護、その他を含む。 

図 0-6 高校のコース（学科別） 
 

38.9 

32.3 

17.8 

3.9 

7.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 

コースはない

文系進学のコース

理系進学のコース

就職希望のコース

その他のコース

28.8 

41.1 

22.2 

1.9 
5.9 

69.6 

5.3 4.3 
10.2 10.5 

58.5 

16.9 
10.2 

4.2 
10.2 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

コースはない 文系進学のコース 理系進学のコース 就職希望のコース その他のコース

普通科 専門学科 総合学科
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保護者の続柄と年齢 
 第 1 回調査（保護者用調査票）にご回答いただいた保護者のうち、90.8％が母親であ

った。父親は 9.0％、その他が 0.2％となっている（図 0-7）。 
 父親と母親について年齢を尋ねたところ、いずれも「45～49 歳」が最も多く、それ

ぞれ 39.6％、48.9％をしめている。父親の場合、次に多いのが「50～54 歳」で 31.0％、

母親の場合は「40～44 歳」で、30.6％であった。なお、無回答は父親で 5.5％、母親で

0.6％となっている（図 0-8）。 
 

 

 

図 0-7 回答者の内訳（保護者・続柄） 
 

 

 

図 0-8 年齢（保護者） 
 

 

 

父親
9.0

母親
90.8

その他
0.2

0.6 

13.7 

39.6 

31.0 

9.6 
5.5 

2.5 

30.6 

48.9 

15.4 

2.1 0.6 0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

39歳以下 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55歳以上 無回答

父親 母親
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保護者の職業と学歴 
 父母の職業を見てみると、最も多いのは、父親の場合は民間企業・官公庁・団体など

の正社員・正職員のうち、専門・技術系職員や管理職であり（32.5％）、母親の場合、

パート・アルバイト・臨時職員等およびその他（48.8％）となっている（図 0-9）。 
学歴（最後に卒業した学校）については、父親は大学（39.5％）や高校（38.6％）が

多く、母親は高校（48.3％）や短大・高専・専門学校（36.7％）が多い（図 0-10）。  
 

 

 
「自営・経営者」には自由業を含む。「パート」には「その他」を 
含む。「無職・主婦」には学生を含む。 

図 0-9 職業（保護者） 
 

 

図 0-10 最終学歴（保護者） 
 

24.7

32.5

17.2 17.1

1.9 0.7
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10.8 6.1 10.0

2.1

48.8

21.4

1.00.0
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30.0

40.0

50.0

自営・経営者 専門・管理 事務・販売 技能・運輸 パート 無職・主婦 無回答

父親 母親

4.5 

38.6 

9.6 

39.5 

2.2 
5.5 

1.9 

48.3 

36.7 

12.2 

0.2 0.8 0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

中学校 高校 短大・専門 大学 大学院 無回答

父親 母親
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保護者の年収と同居家族 
 父母の税込年収は、父親の場合は「500～700 万円未満」が最も多い（24.0％）。母親

は「100 万円未満」が最も多く（33.6％）、「収入はない」も少なくない（23.4％）。なお、

年収の無回答は父親 9.4％、母親 4.0％と、年齢や職業、学歴よりも多い（図 0-11）。 
 一緒に住んでいる家族（別居者を除く）を複数回答で尋ねたところ、父親は 90.4％、

母親は 97.9％であった（図 0-12）。 
 

＊ 第 1 章以降で用いる「両親年収」は、父母それぞれの税込年収に中央値を割り当て（例えば、「500～

700 万円未満」なら 600 万円）、合計したものである。無回答は欠損値として扱った。ただし、父親（ま

たは母親）の年齢・職業・学歴・年収のすべてが無回答という回答者については「父親（または母親）

がいない」ものとみなし、父親（または母親）の年収はゼロ円とした。 

 

 

図 0-11 税込み年収（保護者） 
 

 

図 0-12 同居している家族（複数回答） 
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第 1 章 

 

高校生の望む進路と将来 

―第 1 回調査結果（高校生）― 
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1-1 高校卒業後の進路希望 

 

高校 1～2 年生の頃の就職希望・進学希望――2 割が就職、8 割が進学 
高校 1～2 年生の頃、卒業後の進路として、「必ず就職（民間企業や官公庁などへの就

職）したいと思っていた」生徒は 9.6％、「できれば就職したいと思っていた」を合わせ

ても、就職を考えていた生徒は 19.1％にとどまる。「就職は考えていなかった」という

生徒は、66.0％にも上る（図 1-1）。 
それに対して、「必ず進学（大学、短大や専門学校への進学）したいと思っていた」

は 53.3％、「できれば進学したいと思っていた」が 25.3％と、進学を考えていた生徒は

合わせて 78.6％に達している（図 1-1）。 
なお、高校 1～2 年生の頃の就職希望・進学希望には大きな男女差は見られない。 

 

 

 

無回答を除く。 

図 1-1 高校 1～2 年生の頃の就職希望・進学希望 
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40.0
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必ずしたいと思っていた できればしたいと思っていた 考えていなかった 決めていなかった

就職 進学



 

13 

高校卒業後の進路希望（男子）――7 割が大学進学を希望 
卒業後に考えている進路について、(1)「可能性のあるもの」（複数回答）、(2)「第一

志望（最も希望しているもの）」（単数回答）、(3)「決まっている場合」の進路先（単数

回答）の 3 つについて尋ね、男子についてのみ集計した結果が図 1-2 である。 
 第一志望に着目すると、最も多いものが「大学への進学」で、66.3％と大半をしめて

いる。以下、多い順に「短大・専門学校への進学」（15.8％）、「就職」（15.4％）、「就職

しながら進学」（0.4％）、「家の手伝い・家業を継ぐ」（0.3％）、「アルバイトだけの生活」

（0.3％）と続く。「その他」は 0.3％、「まだ考えていない（決まっていない）」は 1.4％
となっている。 
 「可能性のあるもの」についての回答のうち、「第一志望」との乖離が特に大きいの

が「短大・専門」と「就職」であり、前者は 31.1％、後者は 24.9％の生徒が可能性あり

と答えている。これらの進路は、他の進路への希望が満たされなかった場合の受け皿と

なっていることが示唆される。 
 なお、2005 年 11 月時点で進路が「決まっていない」と回答した生徒は 37.0％にとど

まっている。残りの 63.0％はすでに進路が決まっており、中でも４年制大学への進学は、

生徒全体の 35.8％に達している。 

 

 

 

無回答を除く。 

図 1-2 いま考えている高校卒業後の進路（男子） 
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高校卒業後の進路希望（女子）――大学が 5 割弱、短大・専門が 3 割強 
図 1-2 と同様に、卒業後の進路希望を女子について集計したものが図 1-3 である。 

 第一志望をみてみると、「大学への進学」が最も多いことは男子と同じだが、その割

合は 48.3％と、半数を割っている。次に多いのが「短大・専門学校への進学」で 34.4％、

以下、「就職」（13.5％）、「アルバイトだけの生活」（1.1％）、「就職しながら進学」（0.7％）、

「家の手伝い・家業を継ぐ」（0.1％）、と続いている。「その他」は 0.6％、「まだ考えて

いない（決まっていない）」は 1.4％である。 
 「可能性のあるもの」についての回答のうち、「第一志望」との乖離が特に大きいの

は、男子と同様に「就職」（23.3％）、「短大・専門」（53.3％）となっている。2005 年 11
月時点で進路が「決まっていない」生徒は 33.4％と、男子より若干少ない。 
 進路が「決まっている」という女子生徒の中では、「短大・専門」が最も多く、生徒

全体の 30.2％をしめている。 

 

 

 

無回答を除く。 

図 1-3 いま考えている高校卒業後の進路（女子） 
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進路を決める上で考慮したこと――自分の志望が明確か 
卒業後の進路を決める上で考慮した項目としては、ほとんどの生徒が「自分の志望が

はっきりしているかどうか」を考慮したことがわかる。肯定回答は 85.8％に達する（「と

ても考慮した」と「やや考慮した」の合計。以下同じ）。次に多いのが「学校の成績・

入学試験」で、肯定回答は 78.4％に上る。「家庭の経済的な状況」は 59.7％の生徒が、

「近くに適当な進学先があるかどうか」は 48.9％の生徒が肯定回答を寄せている。「そ

のほかの家庭の事情」を考慮した生徒は 27.5％であった（図 1-4）。 
なお、第 1 回調査では保護者用調査票でも同様に、進路を決める上で考慮したことを

尋ねている。結果は高校生の回答とほぼ同様の分布となった（図 2-4）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-4 進路を決める上で考慮したこと（高校生） 
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学校の成績や入試

家庭の経済状況

近くに適当な進学先があるか

その他の家庭の事情
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進路を考える上で影響があったこと――家族 
卒業後の進路を考える上で影響があった項目としては、「家族」の影響を挙げる生徒

が 67.8％に達している（「大きな影響があった」と「影響があった」の合計。以下同じ）。

以下、多い順に「学校主催のオープンキャンパス」が 57.2％、「学校のガイドブックな

ど」が 56.4％、「友だち」が 48.1％、「学校の進路指導」が 46.3％、「中学や高校の先生」

が 39.2％、「就職ガイドブックなど」が 25.1％、「企業訪問・職場見学」が 23.5％、「塾

や予備校の先生」が 17.6％となっている（図 1-5）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-5 進路を考える上で影響があったこと 
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就職を考えた理由――経済的な自立 
すでに就職が決まった生徒、および 2005 年 11 月現在、就職を考えている生徒のみを

対象に、就職を考えた理由を尋ねた結果が図 1-6 である（N =840）。 
「早くお金をかせぎたい、あるいは、経済的に自立したいから」という理由を挙げる

生徒が最も多く、肯定回答は 87.6％に上る（「とてもあてはまる」「あてはまる」の合計。

以下同じ）。次に多いのが「仕事をするのが自分に向いていると思うから」で、74.6％
となっている。以下、多い順に「進学のための費用が高いから」が 56.4％、「やりたい

仕事があるから」が 53.1％、「進学しても得るものが少ないと思うから」が 43.7％、「高

卒後すぐに進学しなくても、進学のチャンスはあると思うから」が 37.7％、「自分の成

績ではいきたい学校に進学できそうもないから」が 30.3％、「家族や学校の先生にすす

められたから」が 28.6％、「高卒後すぐに就職したほうが、よい会社（官公庁）に入れ

ると思うから」が 24.9％、「進学したい学校が近くにないから」が 23.2％という結果と

なっている（図 1-6）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-6 就職を考えた理由（就職希望者） 
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学費・生活費の負担可能性（高校生）――3 割は国公立大自宅通学でも困難 
進学した場合にかかる学費や生活費は、どのような学校種（４年制大学、短大・専門

学校）や設置者（私立、国公立）、通学方法（自宅外通学、自宅から通学）を選んで進

学するかによって異なる。就職予定の生徒、進学予定の生徒を問わず、様々な進学先に

進学することを想定した場合に学費や生活費を負担することが可能かどうかを尋ねた

（図 1-7）。なお、自宅から通学できる範囲以内に学校がない場合はあるものとして、ま

た、これらの学校への進学を考えていない場合でも、想定での回答を求めている。 
国公立大学に自宅から通学する場合、「負担できる」と答えた生徒は 66.0％となって

いる。残りの 34.0％の生徒は、自宅から国公立大学に進学する費用を負担することも「難

しい」（25.5％）か、「非常に困難」（8.5％）だという。 
他の進学先を「負担できる」とする生徒の多い順に挙げれば、国公立短大・専門学校

（自宅）が 65.8％、私立短大・専門（自宅）が 51.8％、私立大学（自宅）が 46.2％と、

いずれも自宅からの通学である。自宅外通学の場合、「負担できる」生徒はすべて半数

を割り、国公立短大・専門（自宅外）が 40.2％、国公立大学（自宅外）が 38.9％、私立

短大・専門（自宅外）が 25.2％、私立大学（自宅外）が 18.9％という結果である。 

 

 

無回答を除く。 

図 1-7 学費・生活費の負担可能性（高校生） 
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自分の将来についての意見――社会に出て仕事をするのは不安 
自分の将来について様々な意見を尋ねたところ、多くの生徒が「社会に出て仕事をす

るのは不安だ」と答えており、肯定回答は 62.9％となっている（「強くそう思う」「そう

思う」の合計。以下同じ）。また、「自分に何が向いているか、まだわからない」という

回答も 52.9％と、半数以上をしめる。それ以外の質問に対しては否定的な意見の方が多

い。「早く社会に出て働きたい」の肯定回答は 41.6％、「誰でも大学に入れる時代だから、

大学を出ても大した得にはならない」は 24.0％、「自分がフリーターのような生き方を

するのも悪くない」が 15.0％、「とにかく進学し、合わなければやめてもよい」は 12.7％
にとどまっている（図 1-8）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-8 自分の将来について 
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1-2 進学希望者の志望校と意識 

 

 この 1-2 節では、大学や短期大学、専門学校などへの進学を考えている生徒のみを対

象とした質問項目の集計結果を整理する（N =3,366）。 

 

進学を考えた理由――学生生活を楽しみたい 
進学したいと考えた理由としては、「学生生活を楽しみたいから」という項目への肯

定回答が最も多く、84.4％となっている（「とてもあてはまる」「あてはまる」の合計。

以下同じ）。「勉強してみたい分野がみつかったから」（82.3％）、「幅広く多くの人々と

知り合うことができるから」（81.8％）、「職業に必要な資格を取りたいから」（80.7％）

といった理由を挙げる生徒も多い。それ以外には、「進学すれば、自分のやりたいこと

がみつかると思うから」が 73.7％、「進学するのは当然だと思っていたから」が 70.9％、

「高卒ではよい就職先がみつからないから」が 64.0％、「まだ就職したくないから」が

44.8％、「まわりのみんなが進学するから」が 35.6％、「家族や学校の先生がすすめるか

ら」が 33.7％となっている（図 1-9）。 
 

 

無回答を除く。 

図 1-9 進学を考えた理由 
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とてもあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない
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希望する進学先（男子） 
希望する進学先について、(1)「高校 1～2 年の頃の希望」（複数回答）、(2)「受験予定」

（単数回答）、(3)「第一志望」（単数回答）の 3 つについて尋ね（推薦入学等で進学先

が決まっている場合は、受験する予定の学校に含めて回答）、男子についてのみ集計し

た結果が図 1-10 である。 
「第一志望」のうち最も多いのが「私立大学」で、48.7％をしめている。以下、多い

順に「国公立大学」（29.1％）、「専門学校」（17.6％）、「短期大学」（1.8％）、「外国の大

学」（0.4％）、「各種学校」（0.2％）と続く。「その他」は 0.1％、「まだ考えていない」は

2.1％となっている。 
「高校 1～2 年の頃の希望」の中で最も多かったのはやはり私立大学で、53.4％の生

徒が挙げている。国公立大学も同じくらい多く、49.9％に達する。「考えていなかった」

生徒は 10.2％であった。 
なお、65.9％の男子生徒が私立大学を「受験予定」だとしている。 

 

 

 

無回答を除く。 

図 1-10 希望する進学先（男子） 
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希望する進学先（女子） 
 今度は女子について、希望する進学先を集計したものが図 1-11 である。 
 「第一志望」の進学先は、男子と同様「私立大学」が最も多い（37.4％）。次に多い

のが「専門学校」で 24.0％、以下、「国公立大学」（19.5％）、「短期大学」（16.3％）、「外

国の大学」（0.7％）、「各種学校」（0.4％）と続いている。「その他」は 0.1％、「まだ考え

ていない」は 1.7％である。 
 「高校 1～2 年の頃の希望」を見てみると、女子でも私立大学（47.7％）、国公立大学

（39.0％）を挙げる生徒が多かった。専門学校（37.6％）や短期大学（27.0％）を挙げ

る生徒も多く、以上のすべてにおいて、第一志望との間には 10 ポイント以上の差がみ

られた。女子の方が男子よりも、多くの選択肢の中から進学先を選んでいる可能性が示

唆される。 
 「受験予定」にも同様の傾向がみられ、私立大学（51.6％）、専門学校（31.0％）、短

期大学（24.4％）を受験するという女子生徒が多い。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-11 希望する進学先（女子） 
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希望する専門分野（４年制大学・短期大学） 
進学先の大学や短期大学で学ぶ専門分野を見てみよう。男子の場合、社会科学（27.3％）

や工学（18.3％）を「第一志望」にしている人が多く、女子は人文学（18.0％）、社会科

学（13.8％）、教育・保育（13.0％）が多い。なお、そもそも大学や短期大学を「受験し

ない」人は進学予定者全体のうち、男子が 19.0％、女子は 24.5％となっている（図 1-12、
図 1-13）。 
 

 

 
無回答を除く。 

図 1-12 希望する専門分野（４年制大学・短期大学、男子） 
 

 
無回答を除く。 

図 1-13 希望する専門分野（４年制大学・短期大学、女子） 
 

15.0 

31.9 

10.5 

22.1 

4.2 

9.7 

0.8 

4.3 

7.9 

2.5 2.7 

18.9 

8.7 

27.3 

4.3 

18.3 

2.4 
5.7 

0.6 
3.5 

5.8 
2.0 

2.4 

19.0 

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

人文 社会 理学 工学 農学 教育 家政 医歯薬 看護 芸術 その他 受験せず

受験予定（複数回答） 第一志望（単数回答）

25.0 

18.7 

2.3 3.0 3.4 

17.7 

10.7 

3.5 

12.2 

6.1 

2.0 

24.3 

18.0 

13.8 

0.9 2.0 2.2 

13.0 

8.1 

2.3 

8.8 

4.7 
1.7 

24.5 

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

人文 社会 理学 工学 農学 教育 家政 医歯薬 看護 芸術 その他 受験せず

受験予定（複数回答） 第一志望（単数回答）



 

24 

希望する専門分野（専門学校・各種学校） 
進学先の専門学校や各種学校での専門分野はどうだろうか。まず、進学予定者のうち

男子で 78.4％、女子で 69.8％が専門学校を「受験しない」という（図では省略）。「第一

志望」の専門分野は、男子の場合は理工・情報通信・建築・機械（6.6％）や看護・医

療技術・福祉（4.5％）が多く、女子は看護・医療技術・福祉（10.5％）が最も多くなっ

ている（図 1-14、図 1-15）。 
 

 
無回答を除く。 

図 1-14 希望する専門分野（専門学校・各種学校、男子） 
 

 

無回答を除く。 

図 1-15 希望する専門分野（専門学校・各種学校、女子） 
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希望する進学先の所在地と通学方法 
 進学を希望している学校の所在地を男女別に整理した。男子の場合、「いま住んでい

る都道府県内」の「自宅から通学する学校」を「第一志望」とする生徒が最も多く（45.1％）、

次に多いのが「いま住んでいる都道府県外」の「自宅外から通学する学校」（32.8％）

であった（図 1-16）。女子の場合は、「いま住んでいる都道府県内」の「自宅から通学す

る学校」の希望者が 54.8％と、「第一志望」の過半数をしめている（図 1-17）。 

 

 
無回答を除く。 

図 1-16 希望する進学先の所在地と通学方法（男子） 
 

 

無回答を除く。 

図 1-17 希望する進学先の所在地と通学方法（女子） 
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第一志望を決める上で重要なこと――自分の勉強したい専門分野 
第一志望を決めるときに重要だった項目の中では、ほとんどすべて（93.3％）の生徒

が「自分の勉強したい専門分野」が重要だと答えている（「とても重要」と「やや重要」

の合計。以下同じ）。それ以外の項目では、多い順に「実用的な知識・技能が身につく」

が 91.7％、「自分のつきたい職業に直結している」が 87.8％、「自分の成績にあっている」

が 79.5％、「授業料や生活費を負担できる」が 72.9％、「校風や社会からの評価」が 70.3％、

「自宅から通える」が 63.5％という結果となった（図 1-18）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-18 第一志望を決める上で重要なこと 
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第一志望校の授業料と生活費――授業料は年 100～150 万、生活費は月 5～10 万 
第一志望の学校に進学する場合にかかる授業料（年額）は、「100～150 万円未満」と

いう回答が最も多く 39.2％をしめ、「60～100 万円未満」の 29.3％が次に続いている。「300
万円以上」という回答も 2.3％あった（図 1-19）。 

生活費など（月額）の場合、最も多いのが「5～10 万円未満」で 40.4％、その次が「5
万円未満」の 30.6％である。「25 万円以上」かかるという人も 1.1％いる（図 1-20）。 
 

 

 
無回答を除く。 

図 1-19 第一志望の学校の授業料（年額） 
 

 
無回答を除く。 

図 1-20 第一志望の学校に進学した場合にかかる生活費（月額） 
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授業料と生活費の資金――家からの補助が不可欠、アルバイトも必要 
第一志望の学校に進学する場合に、授業料と生活費の資金はどのように確保する必要

があるのだろうか。「家からの補助」が「不可欠」だという生徒は 63.6％に達している。

「必要」という回答も加味すれば、実に 97.8％の生徒が、家からの補助の必要性を感じ

ていることがわかる（「不可欠」と「必要」の合計。以下同じ）。それ以外には、「自分

のアルバイトによる収入」については 88.5％、「学生支援機構の奨学金（返済が必要）」

は 52.8％、「その他の奨学金、ローン」については 38.6％の生徒が、授業料と生活費の

資金のために必要と考えているようだ（図 1-21）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-21 授業料と生活費の資金 
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奨学金に関する意見――両親年収が低いほど「必要額を与えてほしい」 
奨学金に関する意見を尋ねたところ、「奨学金についての情報が少ない」という質問

への肯定回答は 75.5％に達した（「強くそう思う」と「そう思う」の合計。以下同じ）。

「卒業後に自分で返済してもよいから、必要な額の奨学金を与えてほしい」には 66.9％、

「日本学生支援機構の予約奨学生（高校在学中に決める奨学金）の数を増やすべきだ」

は 64.8％と、賛同意見が多数をしめる。「今から奨学金について考えるのは難しい」は

55.6％、「卒業後の返済が不安だから、なるべく奨学金を借りたくない」は 49.4％が肯

定回答となっている（図 1-22）。両親年収別に見ると、所得の低い家庭ほど「自分で返

済してもよいから必要額を与えてほしい」という意見への肯定回答が多い（図 1-23）。 
 

 
無回答を除く。 

図 1-22 奨学金に関する意見 
 

 
無回答を除く。「強くそう思う」と「そう思う」の合計。両親年収の算出方法は 10 ページを参照。 

図 1-23 奨学金に関する意見（両親年収別） 
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1-3 高校生活 

 

現在の学校や学科――高校進学の時、「入りたいと思っていた」は 6 割  

 高校に進学するとき、今の学校・学科に入りたいと思っていたかどうかを尋ねた質問

では、「入りたいと思っていた」という回答が最も多く、全体の 62.9％をしめている。

その次に多いのが「違う学校に入りたかった」で 16.4％、「どの学校でもよかった」は

11.8％、「他に選ぶ学校がなかった」は 5.5％であった。「今の学校に入りたかったが、

学科は別のところがよかった」は 3.5％と少ない。 
 これを中学 3 年時の学年全体での成績別に見てみると、成績が「上のほう」から「下

のほう」へと低くなるほど、「入りたいと思っていた」という回答が少なくなることが

わかる（図 1-24）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-24 高校進学の時、今の学校に入りたいと思っていたか（中学成績別） 
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クラス内の大学等進学希望者――「ほぼ全員」が 4 割 
クラス内の大学、短大などへの進学希望者の割合を尋ねたところ、「ほとんど全員」

という回答が最も多く、38.8％をしめている。以下、「5 割～8 割未満」が 19.6％、「3 割

～5 割未満」が 14.7％、「8 割～9 割未満」が 14.2％、「3 割未満」が 12.7％と続く（図

1-25）。学科別にみると、普通科の生徒の 48.6％が「ほぼ全員」と答え、専門学科の生

徒の 35.6％が「3 割未満」と回答している。いっぽう、専門学科でも「ほぼ全員」が進

学すると答えた生徒は 9.2％、普通科でも 5.5％が「3 割未満」と回答していた（図 1-26）。 
 

 
無回答を除く。 

図 1-25 クラス内の大学等進学希望者 
 

 

無回答を除く。「専門学科」には商業、工業、農業・水産、家庭、看護、その他を含む。 

図 1-26 クラス内の大学等進学希望者（学科別） 
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高校での科目履修――数学Ⅲ・Ｃと物理の履修率は 5 割程度 
高校での科目履修状況をみると、必履修ではない科目の履修率は低く、例えば数学

Ⅲ・Ｃは 45.5％、物理が 51.8％となっている（図 1-27）。第 2 回調査（2006 年 3 月）で

４年制大学進学が確定したという生徒のみを対象に、大学での専門分野別の科目履修率

を集計したところ、理工系に進学予定でも数学Ⅲ・Ｃや物理を履修しなかった生徒は 2
～3 割程度、医歯薬系進学者で生物を履修しなかった生徒は 3 割強となった（図 1-28）。 

 

 

図 1-27 高校での科目履修（複数回答） 
 

 
無回答を除く。第 2 回調査で、進学先の４年制大学が確定した生徒のみ。 

図 1-28 高校での科目履修（４年制大学進学確定者の専門分野別） 
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成績と得意・不得意 
「中学 3 年生のとき」、および「高校 3 年生の一学期」の学年全体での成績分布はよ

く似ている。いずれも「中くらい」という回答が最も多く、それぞれ 29.9％、29.1％で

あった。また、どちらも大きな男女差や地域差はみられない（図 1-29）。 
得意なこと、苦手なことを尋ねた質問では「スポーツ」を得意とする生徒が最も多く、

43.8％をしめる。以下、「手や体を使った仕事」（41.0％）、「まじめに取り組むこと」

（40.4％）、「人との付き合い方」（33.5％）、「音楽や美術など」（31.5％）と続く。 

 

 

無回答を除く。 

図 1-29 学年全体での成績 
 

 

無回答を除く。 

図 1-30 得意・不得意 
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平日の勉強時間 
平日に、自宅や図書館で勉強する時間の平均を尋ねたところ（テスト期間中を除く）、

「ほとんどしない」という生徒は「現在」（高校 3 年生の秋）でも 40.5％に上っている。

他方で、「4 時間以上」という生徒も 19.0％と少なくない（図 1-31）。第 2 回調査（2006
年 3 月）の進路別に見ると、「大学進学」の勉強時間は「4 時間以上」が 30.6％をしめ

る一方、「ほとんどしない」も 21.7％に達している（図 1-32）。 

 

 
無回答を除く。 

図 1-31 平日の勉強時間 
 

 
第 2 回調査への回答者のみ。「大学進学」には海外の大学・学校、受験浪人を含む。 
「就職他」には就職進学、アルバイト、家業手伝い、家事手伝い・主婦、未定、 
その他を含む。なお、無回答は図中に示していない。 

図 1-32 現在（高校３年生の秋）の平日の勉強時間（進路別） 
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欠席日数――無欠席は 4 割 
 高校 3 年になってからの欠席日数は、「欠席なし」が最も多く、41.2％をしめていた。

次に多いのが「1～2 日」で 26.2％、「3～6 日」は 19.0％、「7～9 日」は 5.0％、「10 日以

上」は 8.6％となっている（図 1-33）。 

 

 

無回答を除く。 

図 1-33 高校 3 年になってからの欠席日数 
 

親しい友人の数――高校の友人が 1、2 人という人も 
 親しい友だちの数を尋ねたところ、ほとんどの生徒が「高校の友だち」が「たくさん

いる（3 人以上）」と回答している（88.9％）。他方、高校の友人が「いない」人も 1.1％
存在し、「少しいる（1～2 人）」人も 9.9％をしめる。「高校入学前からの友だち」が「た

くさんいる」人は 74.8％、「それ以外の友だち」は 54.3％となっている（図 1-34）。 
 

 

無回答を除く。 

図 1-34 親しい友人の数 
 

41.2

26.2
19.0

5.0 8.6
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

なし 1-2日 3-6日 7-9日 10日以上

88.9

74.8

54.3

9.9

22.7

28.6

1.1

2.5

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校の友だち

高校入学前からの友だち

その他の友だち

たくさんいる（3人以上） 少しいる（1-2人） いない



 

36 

アルバイト――しない生徒は高 1 で 8 割、高 3 で 7 割強  
 アルバイトについて、1 週間あたりの回数、1 回あたりの時間を尋ねたところ（夏休

み、冬休み、春休みの期間のアルバイトを除く）、大半の生徒がアルバイトはしていな

いことがわかった。「していない」（0 回、0 時間）という回答は「高校１年の時」は 80.6％、

「現在」（高校 3 年の秋）では 74.7％に達する。アルバイトをしている人の中では、週

に 3、4 回、1 回あたり 4～6 時間という場合が多いようだ（図 1-35、図 1-36）。 
 

 

無回答を除く。 

図 1-35 1 週間のアルバイト回数 
 

 

無回答を除く。 

図 1-36 1 回のアルバイト時間 
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時間の使い方――友達づきあいが多い  
 高校 1 年生の頃と、現在（高 3 の秋）の時間の使い方を示したのが図 1-37 と図 1-38
である。どちらも「友達とのつきあい」に最も多くの時間を割いていることがわかる。

高 1 については 78.1％の人が、現在は 68.6％の人が多くの時間を使っている（「とても」

と「やや」の合計。以下同じ）。高 1 の頃は、「部活動」に時間を使う人も多く、66.5％
に達する。それに対して、高 3 の秋ともなると高 1 の頃よりも「学校の授業の勉強」や

「塾や受験のための勉強」に本腰を入れる人が増え、それぞれ 52.3％、47.0％の人が多

くの時間を使っている。「アルバイト」については、高 1（16.1％）から高 3 の秋（22.3％）

にかけて、多くの時間を使う人がやや増えていることが特徴的である。 
 

 

無回答を除く。 

図 1-37 時間の使い方（高校１年生の頃） 
 

 

無回答を除く。 

図 1-38 時間の使い方（高校３年生の秋） 
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保護者との会話――悩みごとを話すのは 4 割弱 
 高校 3 年生は、保護者とどのような話題について、どれくらい話をしているのだろう

か。最も多いのが「卒業後の進路」で、86.7％の人が話している（「よく話す」と「少

し話す」の合計。以下同じ）。次に多いのが「友だち」で 70.5％、「世の中の出来事」は

68.9％、「成績」は 67.7％の人が話題にしている。それに対して、保護者に「悩み」を

話すという生徒は 35.5％にとどまる（図 1-39）。 
保護者との同居の状況については、両親と一緒に生活している生徒が最も多く、

91.0％をしめている。「父親と一緒に生活」が 0.6％、「母親と一緒に生活」が 8.1％、両

親以外の保護者と一緒に生活している生徒は 0.4％となっている（図 1-40）。 
 

 

無回答を除く。 

図 1-39 保護者との会話 
 

 

図 1-40 保護者との同居 
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1-4 将来の仕事と生活について 

 

30 代の頃つきたい職業――男子は公務員、女子は専業主婦 
 30 代の頃、つきたい職業を複数回答で尋ねた結果が表 1-1 である。男子の場合、最も

多いのが公務員で、全体の 29.8％がつきたい職業に挙げている。次に多いのが小学校な

どの教員（23.5％）や、技術者（21.2％）となっている。女子の場合、最も多いのは専

業主婦であった（38.9％）。一般事務・OL など（26.0％）、客室乗務員・ウェイトレスな

ど（23.5％）が続いている（表 1-1）。 
 

表 1-1 30 代の頃つきたい職業（複数回答） 

 

 

(%) (%)
1 . 公務員 29.8 1 . 専業主婦 38.9
2 . 小学校、中学校、高校、養護学校の教員 23.5 2 . 一般事務、営業マン、銀行員、OLなど 26.0
3 . 機械・電気や建築関係の技術者 21.2 3 . 客室乗務員、ウェイトレス、ホテルマンなど 23.5
4 . 一般事務、営業マン、銀行員、OLなど 17.3 4 . 幼稚園の先生や保育士 23.0
5 . SE、コンピュータのプログラマー 16.8 5 . 栄養士、看護師、臨床検査技師 21.5
6 . 警察官、消防官、自衛官 15.4 6 . 公務員 21.1
7 . 自動車整備士、電気工事作業員など 14.3 7 . ケースワーカーなど福祉に関わる職業 19.4
8 . 会社の経営者 14.0 8 . 小学校、中学校、高校、養護学校の教員 19.2
9 . コック、料理人など 13.4 9 . デパート店員やセールスマンなどの販売員 18.1

10 . スポーツ選手 12.8 10 . 商店、飲食店などの小売店の店主・経営者 17.4
11 . 科学者、研究者、大学の教授 12.5 11 . デザイナー、スタイリスト、カメラマン 17.1
12 . テレビ・ラジオなど放送に関わる職業 12.0 12 . テレビ・ラジオなど放送に関わる職業 15.2
13 . 工場などの生産現場での技能職 11.8 13 . 理容師、美容師など 13.6
14 . 会社の部長、課長、など 11.5 14 . 記者、ジャーナリスト、編集者 12.6
15 . 歌手やタレント 10.1 15 . 小売店・スーパー・コンビニなどの店員 11.8
16 . 幼稚園の先生や保育士 10.0 16 . コック、料理人など 11.3
17 . デザイナー、スタイリスト、カメラマン 9.8 17 . 医師・歯科医師・獣医・薬剤師 10.1
18 . 記者、ジャーナリスト、編集者 9.6 18 . 小説家、作家、マンガ家 9.1
19 . 商店、飲食店などの小売店の店主・経営者 9.3 19 . 歌手やタレント 8.8
20 . 栄養士、看護師、臨床検査技師 9.1 20 . 芸術家 8.5
21 . 弁護士、検事、裁判官など 9.0 21 . 科学者、研究者、大学の教授 5.4
22 . 医師・歯科医師・獣医・薬剤師 8.9 22 . 警察官、消防官、自衛官 4.9
23 . ケースワーカーなど福祉に関わる職業 8.8 23 . SE、コンピュータのプログラマー 4.9
24 . 自動車・トラック・電車の運転手など 8.7 24 . 会社の経営者 4.9
25 . 塗装工・配管工など土木・建設関係の技能職 8.0 25 . 農・林・水産に関わる仕事 4.5
26 . 農・林・水産に関わる仕事 7.9 26 . 弁護士、検事、裁判官など 4.4
27 . 税理士、会計士など 7.3 27 . 税理士、会計士など 4.2
28 . 理容師、美容師など 7.2 28 . スポーツ選手 3.6
29 . 客室乗務員、ウェイトレス、ホテルマンなど 7.0 29 . 会社の部長、課長、など 3.0
30 . 大工・左官・とび職など 6.6 30 . 機械・電気や建築関係の技術者 2.1
31 . 小説家、作家、マンガ家 6.4 31 . 議員、政治家など 2.0
32 . パイロット、航海士など 6.1 32 . 塗装工・配管工など土木・建設関係の技能職 1.9
33 . 芸術家 4.7 33 . パイロット、航海士など 1.7
34 . デパート店員やセールスマンなどの販売員 4.6 34 . 大工・左官・とび職など 1.5
35 . 議員、政治家など 4.6 35 . 自動車・トラック・電車の運転手など 1.1
36 . ガードマン（警備員） 4.0 36 . 工場などの生産現場での技能職 1.0
37 . 小売店・スーパー・コンビニなどの店員 4.0 37 . 通信士、郵便配達など 0.8
38 . 専業主夫 3.0 38 . ガードマン（警備員） 0.6
39 . 通信士、郵便配達など 2.5 39 . 自動車整備士、電気工事作業員など 0.5
40 . その他 3.6 40 . その他 5.7

男子 女子
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自分の仕事を選ぶ時の条件――自分の生活が楽しめる 
自分の仕事を選ぶ時の条件としては、ほとんどすべての生徒が「自分の生活が楽しめ

る」が重要だと答えており、肯定回答は 97.1％に達している（「とても重要」と「やや

重要」の合計。以下同じ）。「失業の恐れがない」（89.6％）、「人の役に立つ」（88.8％）、

「高い収入が得られる」（88.3％）、「専門知識や技能がいかせる」（85.5％）といった条

件が重要だとする生徒も多い。それに対して、「独立して自分で自由にできる」を挙げ

る生徒は 50.5％、「責任者として指揮がとれる」は 44.0％にとどまる（図 1-42）。 
 

 

 

 

無回答を除く。 

図 1-42 自分の仕事を選ぶ時の条件 
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大卒者の将来の収入――進学予定者ほど高く見積もる  
 大卒の場合と高卒の場合とでは、将来の収入にどのような違いがあると思うかを尋 
ねた質問では、「大卒の方が 3～4 割高い（1.3～1.4 倍）」という回答が最も多く、全体

の 44.2％をしめている。次に多いのが「1～2 割高い（1.1～1.2 倍）」で 27.4％、以下、

「5～9 割高い（1.5～1.9 倍）」（14.4％）、「2 倍以上高い」（7.5％）、「同じくらい」（6.5％）

と続く。これを、2006 年 3 月時点の予定進路（第 2 回調査より）別に見てみると、就

職予定者よりも専門学校や短期大学への進学者、４年制大学進学者、受験浪人・進路未

定の方が、大卒者の将来の収入を高く見積もる傾向にあることがわかる（図 1-43）。 
 

 

 

無回答を除く。予定進路の区分は、69 ページの図 3-2 に同じ。 

図 1-43 大卒者の将来の収入は、高卒者の何倍か（予定進路別） 
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家にとどまる予定――男子は高校卒業や就職まで、女子は結婚まで 
 家にいつ頃までとどまる予定かを尋ねた質問について、男女別に集計したのが図 1-44
である。まず、男女とも「わからない」という回答が多いのが目を引く。男子で 31.3%、

女子で 28.3％に達している。「わからない」を除くと、男子の場合は「高卒後すぐに家

を出る」という回答が最も多く、31.9％をしめている。次に多いのが「就職するまで」

で、27.4％となっている。「結婚するまで」は少なく、7.6％であった。それに対して女

子の場合は「結婚するまで」が多く、25.5％となっている。「高卒後すぐに家を出る」

は 22.1％、「就職するまで」は 21.0％である。なお、男女とも「ずっと家にいる」は非

常に少なく、男子で 1.9％、女子で 3.2％にとどまる。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-44 家にとどまる予定（男女別） 
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結婚したい年齢――20 代後半 
 何歳くらいで結婚したいかについては、男女とも「20 代後半」が最も多く、男子で

45.8％、女子で 43.3％と、いずれも半数近くをしめる。次に多いのは、男女とも「20 代

前半」だが、男子が 23.0％であるのに対して、女子は 34.5％に達している。このほか、

「20 歳まで」は男子 0.9％、女子 1.4％、「30 代前半」は男子 7.9％、女子 4.5％、「30 代

後半以降」は男子 0.8％、女子 0.6％となっている。なお、「わからない」とする生徒も

多く、男子は 21.7％、女子は 15.8％であった（図 1-45）。 
 

 

 
無回答を除く。 

図 1-45 結婚したい年齢（男女別） 
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将来の家庭と生活――夫も家事を 
 家族のあり方や将来の生活について尋ねた様々な質問の集計結果が図 1-46 である。

「妻には結婚しても仕事を続けてほしい」という意見について、「強くそう思う」男子

は 8.6％にすぎないが、「そう思う」を加えれば 63.9％に達する。「結婚しても仕事を続

けたい」という女子はそれよりも多く、「強くそう思う」は 33.0％、「そう思う」を加え

れば 78.7％となる。「家事・育児を手伝う」という男子は 92.9％、「夫も家事を手伝って

ほしい」という女子は 93.4％と、肯定回答（「強くそう思う」と「そう思う」の合計。

以下同じ）は男女とも 9 割を超えるが、「強くそう思う」に限れば男子は 28.4％、女子

は 48.6％と差が大きい。 
「親の老後は同居して面倒をみたい」という意見に対する肯定回答は、男子は 46.5％、

女子では 53.5％をしめている。「将来もいまの地域に住みたい」は男子が 45.9％、女子

は 44.8％、「女の子には高い学歴は必要ない」は、男子が 34.6％、女子は 22.8％となっ

ている（図 1-46）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-46 将来の家庭と生活についての意見（男女別） 
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将来の職業や収入を決める要因（高校生）――親世代より「大学進学」を重視 
今の社会で、個人の将来の職業や収入を決める要因としては、多くの生徒が「大学へ

の進学」が重要だとしており、肯定回答は 73.8％に上る（「とても重要」と「やや重要」

の合計。以下同じ）。「どの大学を出たか」が重要だと答える生徒も多く、69.7％をしめ

ている。このほか、「大学院への進学」の重要性は 44.7％、「出身の高校」は 31.0％、「生

まれた家庭の経済力」の重要性は 27.9％が肯定するのに対し、「親の学歴」が重要だと

いう意見は 6.4％と非常に少ない（図 1-47）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-47 個人の将来の職業や収入を決める要因（高校生） 
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これからの社会（高校生）――学歴があっても安定した生活は保障されない 
これからの社会についての様々な意見を尋ねた質問では、ほとんどの生徒が「学歴を

もっていても安定した生活は保障されない」と考えていることがわかる。肯定回答は

90.0％である（「強くそう思う」「そう思う」の合計。以下同じ）。「年功序列ではなくな

り、本人の能力を重視して昇進や昇給が行われるようになる」（89.0％）、「学歴よりも

資格が重視されるようになる」（84.8％）という意見に賛成する生徒も同じくらい多い。

「仕事よりも家庭や個人の生活を大切にする人が増える」という意見には 56.4％、「会

社に勤めるよりも、自分で会社を起こす人が増える」という意見には 45.1％が肯定回答

を寄せるにとどまっている（図 1-48）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 1-48 これからの社会についての意見（高校生） 
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2-1 子どもの進路についての希望 

 

子どもの進路について――やりたいことを見つけるのに時間がかかってもよい 
子どもの高校卒業後の進路や将来について、様々な意見を尋ねた結果を整理した。ほ

とんどの保護者が、「やりたいことを見つけるのに多少の時間がかかってもしかたない」

と考えており、肯定回答は 89.3％となっている（「強くそう思う」「そう思う」の合計。

以下同じ）。「家庭の経済力に見合った進路を選んでほしい」（77.0％）、「資格や免許を

とれる学校にいってほしい」（75.3％）、「自宅から通勤、通学してほしい」（66.3％）と

いう意見に賛成する保護者も多い。このほか、多い順に「将来も地元にいてほしい」は

36.2％、「高校を卒業したら経済的に自立してほしい」は 34.8％、「結婚するまで家にい

てほしい」は 23.8％、「浪人してでも志望の大学に入ってほしい」は 23.2％、「誰でも大

学に入れる時代だから、大学を出ても大した得にはならない」は 19.4％、「進学しても

学校が合わなければ途中でやめてもよい」は 18.9％、「大学院の進学も考えてほしい」

は 13.6％が賛成するにとどまっている（図 2-1）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 2-1 子どもの進路と将来についての意見 
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● 家庭の経済力に見合った進路を選んでほしい

● 資格や免許をとれる学校にいってほしい
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強くそう思う そう思う そうは思わない 全くそうは思わない
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子どもに進んで欲しい進路――「大学」は子が男子なら 7 割、女子なら 5 割 
高校を卒業したら、子どもにどのような進路に進んで欲しいかを尋ねたところ、子ど

もが男子の場合は「大学への進学」（66.5％）、女子の場合は「大学への進学」（48.9％）、

「短大・専門学校への進学」（32.0％）を「最も望ましい」とする保護者が多い結果と

なった（図 2-2、図 2-3）。 
 

 

無回答を除く。 

図 2-2 高校卒業後に子どもに進んで欲しい進路（子どもが男子） 
 

 

無回答を除く。 

図 2-3 高校卒業後に子どもに進んで欲しい進路（子どもが女子） 
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子どもの卒業後の進路を決める上で考慮したこと――本人の志望の明確さ 
子どもの卒業後の進路を決める上で考慮した項目としては、ほとんどすべての保護者

が「本人の志望がはっきりしているかどうか」を考慮しており、肯定回答は 96.5％に達

する（「とても考慮した」と「やや考慮した」の合計。以下同じ）。以下、多い順に「学

校の成績・入学試験」が 79.5％、「家庭の経済的な状況」が 67.4％、「地域に適当な進学

先があるかどうか」が 55.3％、「そのほかの家庭の事情」が 33.0％と続いている（図 2-4）。 
 

 

 
無回答を除く。 

図 2-4 進路を決める上で考慮したこと（保護者） 
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進路決定で子どもに重視して欲しいこと――興味ある仕事や学校を選ぶこと 
進路を決める場合に、親として子どもに重視して欲しいことがらを尋ねた質問では、

69.5％の保護者が、「本人が興味のある仕事や学校を選ぶこと」を「非常に重視して欲

しい」と考えていることがわかった。「重視して欲しい」も合わせると、肯定回答は、

実に 99.5％にも達している（「非常に重視して欲しい」と「重視して欲しい」の合計。

以下同じ）。また、「進学の学費や生活費などを家計が負担できるかどうか、ということ」

（76.7％）、「自宅から通学、通勤ができること」（64.1％）という回答も多い。それに対

して、「高校を卒業して、経済的に自立すること」を重視して欲しいと考える保護者は、

45.9％にとどまっている（図 2-5）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 2-5 進路を決める上で子どもに重視して欲しいこと 
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学費・生活費の負担可能性（保護者）――子どもが思うよりも「負担できる」 
保護者用調査票でも高校生用調査票と同様に、子どもが様々な進学先に進学する場合

を仮定して、学費や生活費の負担可能性を尋ねている。その結果を集計したものが図

2-6 である。 
国公立大学に自宅から通学する場合、学費・生活費を「負担できる」と答えた保護者

は 81.4％であり、高校生の 66.0％という回答よりも多くなっている（図 1-7 を参照）。

国公立短大・専門学校（自宅）は 84.6％、私立短大・専門学校（自宅）が 72.1％、私立

大学（自宅）が 63.0％、国公立短大・専門（自宅外）が 48.6、国公立大学（自宅外）が

44.7％、私立短大・専門（自宅外）が 30.6％、私立大学（自宅外）が 22.3％と、いずれ

の進学先についてみても、高校生本人の回答よりも「負担できる」とする回答の割合が

多いことがわかる。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 2-6 学費・生活費の負担可能性（保護者） 
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今より経済的ゆとりがあれば――年収が低いほど、「就職よりも進学」させたい 
 現在より経済的ゆとりがあるとすれば、子どものために何をさせてあげたいかを尋ね

たところ（複数回答）、「とくに現在の希望を変更することはない」という回答が最も多

く、全体の 61.7％であった。以下、「短大・専門学校よりも４年制大学への進学」（17.4％）、

「就職よりも進学」（15.7％）、「自宅よりも自宅外通学」（14.7％）、「授業料の高い学科

への進学」（9.8％）と続く。両親年収（算出方法は 10 ページを参照）別に見ると、年

収が低いほど「現在の希望から変更なし」という回答が少ない一方、「就職よりも進学」

や「短大・専門学校よりも４年制大学」が多くなる（図 2-7）。  
 こうした希望のうち最もお金のかかる選択を可能にするには、あと毎月いくらぐらい

のお金が必要なのか。先の質問で「現在の希望から変更なし」以外を挙げた家庭のうち、

最も多い回答は「10～15 万円未満」であった（34.4％）。必要額は両親年収によって異

なり、概ね年収が低くなるほど多くのお金が必要なことがわかる（図 2-8）。  
 

 
図 2-7 経済的ゆとりがあれば子どもにさせてあげたいこと（複数回答、両親年収別） 
 

 

無回答を除く。図 2-7「現在の希望から変更なし」以外の回答者。 

図 2-8 親としての願いをかなえるためにさらに必要なお金（月額、両親年収別） 
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日本学生支援機構奨学金の予約採用――4 分の 1 が「制度を十分知らない」 
日本学生支援機構（旧日本育英会）の奨学金（後で返済が必要）の予約採用に「応募

した」家庭は、全体の 15.1％であった。「応募しなかった」のは 60.1％で、「この制度の

ことを十分知らなかった」という家庭も 24.9％と少なくない。応募しなかった理由を尋

ねると、「必要ない」（欠損値を除く全ての家庭の 31.0％）が最も多く、「進学は考えて

いない」（11.5％）、「将来、返済できるか不安」（7.1％）、「成績の基準に達しなかった」

（5.4％）、「収入が高すぎた」（5.1％）と続いている（図 2-9）。 
「応募した」という家庭のうち、第 1 種奨学金（無利息）に応募し、かつ採用された

のは 22.0％、第 2 種奨学金（利息付）に採用されたのは 67.9％であった（図 2-10）。 
第 2種奨学金に申し込んだ家庭の中で、最も応募が多かった貸与月額は 5万円であり、

全体の 50.2％をしめている（図 2-11）。 
 

 
無回答を除く。 

図 2-9 日本学生支援機構の奨学金への応募（応募しなかった理由） 
 

図 2-9 で「応募した」とする回答者のみ。   無回答を除く。第 2 種奨学金応募者のみ。 

図 2-10 応募した奨学金の種類と採否   図 2-11 応募した貸与月額（第 2 種） 
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予約採用への応募・採用状況――４大進学予定のうち採用者は低所得でも 2 割 
 第 2 回調査（2006 年 3 月）で４年制大学に進学予定と回答した生徒の保護者のみを

対象に、日本学生支援機構の奨学金（予約採用）への応募・採用状況を両親年収別に整

理したのが図 2-12 である。第 1 種（無利息）、第 2 種（利息付）のいずれも所得が低い

家庭ほど応募し、また、採用の内定を得ていることがわかる。ただし、両親年収が 400
万円以下の家庭でも、採用されたのは第 1 種で全体の 10.9％、第 2 種では 23.7％にとど

まっている（図では省略したが、第 1 種と第 2 種を合わせると採用者の割合は 17.3％）。

第 1 種の場合、「応募したが不採用」というケースも少なくない。 
 
 

 
無回答を除く。両親年収の算出方法は 10 ページを参照。 

図 2-12 予約採用への応募・採用状況（４年制大学進学予定者、両親年収別） 
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2-2 進学を希望する家庭と費用負担 

 

この 2-2 節では、進学を考えている家庭のみが対象の質問項目を扱う（N =3,481）。 

 

保護者の希望する学校 
保護者の最も希望する学校・学部の種類は「大学（文系学部）」であり、子どもが男

子の場合は 39.9％、女子の場合は 38.7％であった。次に多いのが、男子の場合は「大学

（理系学部）」（33.5％）、女子の場合は「専門学校」（22.4％）となっている（図 2-13）。 
学校の設置者・通学方法では、子どもが男子（42.6％）、女子（43.2％）いずれの場合

も国公立（自宅）を希望する保護者が最も多い（図 2-14）。 
 

 

無回答を除く。 

図 2-13 保護者の希望する学校の種類 
 

 
無回答を除く。 

図 2-14 保護者の希望する学校の設置者と通学方法 
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保護者の希望する学校の費用――授業料は 60～100 万円、生活費は 5 万円未満 
 保護者の最も希望する進学先に進学する場合にかかる授業料は、「60～100 万円未満

（月 5～8 万円程度）」（38.7％）、「100～150 万円未満（月 8～13 万円程度）」（32.7％）

という回答が多い（図 2-15）。生活費（学費は除く）については、月額で「5 万円未満」

（45.8％）、「5～10 万円未満」（37.3％）が多くなっている（図 2-16）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 2-15 保護者の希望する学校の授業料（年額） 
 

 

無回答を除く。 

図 2-16 保護者の希望する学校に進学した場合にかかる生活費（月額） 
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授業料・生活費の家計負担と不足分の資金 
保護者の最も希望する進学先に進学する場合に、家庭としては授業料や生活費をどの

程度負担するつもりだろうか。「全額負担するつもり」という回答は、授業料は 69.4％、

生活費は 44.3％であった。「全くできない」は授業料で 2.4％、生活費で 4.2％となって

いる（図 2-17）。 
授業料と生活費が家計で負担できない場合、その不足する分を補う資金としては、「本

人のアルバイト収入」が最も多く、83.9％をしめる（「不可欠」と「必要」の合計。以

下同じ）。それ以外では、「学生支援機構の奨学金」が 64.7％、「その他の奨学金、ロー

ン」は 47.6％、「親族からの援助」は 24.4％となっている（図 2-18）。 
 

 

無回答を除く。 

図 2-17 授業料・生活費の家庭からの負担 
 

 
無回答を除く。 

図 2-18 授業料・生活費の不足分を補う資金 
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学費にあてるために借りたい奨学金――「必要ない」は全体の 3 割にとどまる 
学費にあてるために日本学生支援機構などの貸与奨学金（無利子、低利子）を借りる

なら、年額でどれくらい借りたいかを尋ねたところ（既に予約奨学生となっている場合、

その額を含む）、「借りる必要はない」は全体の 32.6％にとどまり、約 7 割は何らかの奨

学金を必要としていることがわかった。中でも、「50～80 万円未満（月額 4～7 万円程

度）」が 25.9％と最も多い。概ね、両親年収が低いほど必要額は大きい（図 2-19）。 

日本学生支援機構などの貸与奨学金についての意見では、「奨学金を受給できる人数

を拡大してほしい」には 90.3％の人が賛成し（「強くそう思う」と「そう思う」の合計。

以下同じ）、「予約奨学生（高校在学中に決まる奨学生）の数を拡大してもらいたい」と

いう意見は 88.0％の人が肯定している（図 2-20）。 
 

 

無回答を除く。両親年収の算出方法は 10 ページを参照。 

図 2-19 学費にあてるために借りたい奨学金（年額、両親年収別） 
 

 

無回答を除く。 

図 2-20 日本学生支援機構などの貸与奨学金についての意見 
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2-3 親子関係 

 

保護者から見た子ども――本人にまかせておけば大丈夫 
保護者から見た子どもについて尋ねた質問では、「本人にまかせておけば大体、大丈

夫だ」とする回答が最も多く、肯定回答 56.3％となった（「強くそう思う」と「そう思

う」の合計。以下同じ）。このほか、「自分に何が向いているか、まだ分かっていない」

が 44.2％、「なるべく早く社会に出たほうが活躍できる」が 27.1％、「友達の影響を受け

すぎる」が 18.9％、「何を考えているのかわからない」が 15.7％であった（図 2-21）。子

どもの将来については、父親よりも母親の方が話し合っている（図 2-22）。 
 

 

無回答を除く。 

図 2-21 保護者から見た子ども 
 

 

図 2-22 子どもの将来についての話し合い 
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塾・習い事――中学の時は 7 割、高校入学後は 3 割が学習塾に通う 
 子どもが塾や習い事などで、半年以上学んだ経験を尋ねたところ（複数回答）、中学

3 年生の時は 69.3％、高校に入ってからは 29.9％の家庭が「学習塾・進学塾」を利用し

たと答えている。それ以外では、「家庭教師」が中 3 で 12.7％、高校で 3.6％、「通信教

育・通信添削」がそれぞれ 9.2％、8.3％、「お稽古ごと・習い事」がそれぞれ 17.5％、

9.1％、「スポーツ教室等」がそれぞれ 10.2％、3.8％となっている（図 2-23）。 
 進学塾や家庭教師などにかけた費用（月額）については、「かけていない」という回

答は中学 3 年生の時は 17.6％にとどまるのに対し、高校に入ってからの場合は 59.5％に

達する。進学塾や家庭教師を利用した場合、最も多い月額は「1～2 万円未満」だが、

中 3 で 30.4％であるのに対し、高校では 10.1％にとどまっている（図 2-24）。 
 

 

図 2-23 塾や習い事の経験（複数回答） 
 

 
無回答を除く。 

図 2-24 進学塾や家庭教師の費用（月額） 
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2-4 社会や政策のあり方について 

 

将来の職業や収入を決める要因（保護者）――子世代より「経済力」を重視 

 今の社会で、個人の将来の職業や収入を決める要因として、多くの保護者が重要だと

するのは「大学への進学」（60.9％）、「どの大学を出たか」（54.4％）である（「とても重

要」と「やや重要」の合計。以下同じ）。「大学院への進学」は 28.7％、「出身の高校」

は 29.5％の保護者が肯定回答を寄せている。同じ質問は高校生にも尋ねているが、以上

のどの要因についても、保護者の方が肯定回答は少ない。それに対して、「生まれた家

庭の経済力」については 33.1％、「親の学歴」は 6.9％と、いずれも高校生よりも肯定回

答がやや多くなっている（図 2-25）。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 2-25 個人の将来の職業や収入を決める要因（保護者） 
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これからの社会（保護者）――学歴があっても安定した生活は保障されない 
 これからの社会についての様々な意見を尋ねた質問の集計結果が図 2-26 である。同

じ質問は高校生にも尋ねているが、肯定回答の割合（「強くそう思う」と「そう思う」

の合計。以下同じ）は親世代と子世代とでほぼ同じとなっている。「学歴をもっていて

も安定した生活は保障されない」には 96.4％、「年功序列ではなくなり、本人の能力を

重視して昇進や昇給が行われるようになる」には 93.4％、「学歴よりも資格が重視され

るようになる」には 86.4％、「仕事よりも家庭や個人の生活を大切にする人が増える」

には 71.5％の保護者が賛成している。これらの項目は、高校生の回答よりも若干肯定回

答が多い。「会社に勤めるよりも、自分で会社を起こす人が増える」は 41.8％と、高校

生本人よりもやや少ない（図 2-26）。  
 

 

 

無回答を除く。 

図 2-26 これからの社会についての意見（保護者） 
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学費負担についての意見――低所得でも「奨学金は借りたくない」家庭も 
大学や専門学校への進学にかかる学費についての様々な意見の中で、保護者が最も賛

成したのが「学費は親が出すが、生活費は子どもがある程度負担すべきだ」という質問

で、肯定回答は 59.6％をしめた（「強くそう思う」と「そう思う」の合計。以下同じ）。

次に多いのが「卒業までの学費・生活費は親が負担するのが当然だ」の 48.0％である。

このほか、「返済が必要な奨学金は、将来に何かおこるかわからないので借りたくない」

が 41.0％、「返済が必要な奨学金は、将来に子どもの負担となるので、借りたくない」

が 40.5％となり、「学費や生活費は奨学金やローンでまかない、本人が就職してから返

すべきだ」は 38.5％にとどまった（図 2-27）。両親年収別に見ると、年収 400 万円以下

の低所得でも「奨学金は借りたくない」とする家庭の存在が注目される（図 2-28）。 
 

 
無回答を除く。 

図 2-27 学費についての意見 
 

 
無回答を除く。「強くそう思う」と「そう思う」の合計。両親年収の算出方法は 10 ページを参照。 

図 2-28 学費についての意見（両親年収別） 
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奨学金制度についての意見――低所得の家庭ほど返済不要の奨学金を望む 
 奨学金制度については、「所得税の額から、授業料の金額を控除する制度（税額控除）

をつくるべきだ」という意見が最も多く、肯定回答は 83.1％に上っている（「強くそう

思う」と「そう思う」の合計。以下同じ）。以下、多い順に、「国は返済不要の奨学金を

つくるべきだ」（62.7％）、「成績の制限をなくすべきだ」（60.5％）、「親の収入の制限を

なくすべきだ」（59.5％）と続いている。「貸与額を高くすべきだ」という意見への賛意

は過半数を割っており、47.9％という結果となった（図 2-29）。返済不要の奨学金は、

年収の低い家庭ほど創設を希望している（図 2-30）。 
 

 
無回答を除く。 

図 2-29 奨学金制度についての意見 
 

 
無回答を除く。「強くそう思う」と「そう思う」の合計。両親年収の算出方法は 10 ページを参照。 

図 2-30 奨学金制度についての意見（両親年収別） 
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国の政策についての意見――高所得でも「大学の授業料は上げるべきでない」 
国の大学政策については、「大学の授業料はこれ以上、上げるべきではない」という

質問に「強くそう思う」と回答した保護者が約半数近くをしめる（48.1％）。「そう思う」

も合わせれば 95.7％と、ほぼすべての保護者が肯定回答である（「強くそう思う」と「そ

う思う」の合計。以下同じ）。「私立大学に対する行政府の補助金を増やすべきだ」

（86.8％）、「国公立大学の入学者数を増やしてほしい」（82.4％）という要望も非常に多

い。また、「自宅から通えるところに国公立大学をつくってほしい」も 72.4％に達する。

なお、「財政難の状況では、家計や本人の負担が多くなるのはしかたがない」と考える

保護者は、25.5％にとどまる（図 2-31）。授業料や私学助成、国公立大学の入学者数の

増加については、所得階層間の意見の違いは小さい（図 2-32）。 
 

 
無回答を除く。 

図 2-31 国の大学政策についての意見 
 

 
無回答を除く。「強くそう思う」と「そう思う」の合計。両親年収の算出方法は 10 ページを参照。 

図 2-32 国の大学政策についての意見（両親年収別） 
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高校卒業時の進路と意識 
―第 2 回調査結果― 
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3-1 高校卒業後の予定進路 

 

高校卒業後の予定進路――４年制大学は男子が 5 割強、女子が 4 割強 
 第 2 回調査（2006 年 3 月実施。N =3,493）では、まず 4 月からの予定進路を尋ねてい

る。その内訳を男女別に集計したものが、図 3-1 である。 
男子の場合、最も多いのが４年制大学（医学、歯学、獣医学などの６年制課程を含む）

で、55.6％をしめている。次に多いのが、短期大学（高等専門学校への編入学を含む）

や専門学校（各種学校を含む。大学受験の予備校を除く）への進学（16.2％）、正社員・

正職員としての就職（13.5％）となっている。女子の場合は４年制大学（43.0％）、短期

大学・専門学校（36.5％）が多い。 
なお、「家業の手伝い」や「とりあえずアルバイトやパートで生活（いわゆるフリー

ター）」、「定職を持ちながら学校（大学の夜間部など）に行く」、「その他（卒業しない・

病気の療養など）」（「海外の大学や語学学校に留学」、「家事の手伝い・主婦」を含む）、

「まだ決まっていない」は男女とも少ない。「大学等の進学準備（いわゆる受験浪人）」

は男子で 10.0％、女子で 3.7％となっている。 
 

 

 

無回答を除く。 

図 3-1 ４月からの予定進路 
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高校卒業後の予定進路（両親年収別） 
 高校卒業後の予定進路を両親年収別に見てみると、４年制大学への進学予定者（2006
年 3 月時点）の割合は、両親年収が多いほど高くなる傾向にある。400 万円以下の家庭

では 33.9％にとどまるのに対し、1,000 万円を超える家庭では 60.7％に達する（図 3-2）。
男女間の差、都市部と地方の間の差も大きい（図 3-3）。 
 

 
無回答を除く。「就職など」には就職進学、アルバイト、海外の大学・学校、家業手伝い、家事手伝 
い・主婦、その他を含む。専門学校には各種学校を含む。両親年収の算出方法は 10 ページを参照。 

図 3-2 高校卒業後の予定進路（両親年収別） 
 

 
無回答を除く。「都市部」は埼玉・千葉・東京・神奈川・愛知・京都・ 
大阪・兵庫の 8 都府県。「地方」はそれ以外の 39 道県。 

図 3-3 ４年制大学への進学予定者の割合（両親年収別、性別・地域別） 
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進路希望は実現したか――8 割前後が高 3 秋の希望通りの進路へ 
 高校 3 年生の秋頃に抱いていた進路希望は、実現したのだろうか。図 3-4 は、第 1 回

調査時点（2005 年 11 月）の「第一志望」の進路別に、高校卒業後の予定進路（構成比）

をみたものである（男女別に集計した）。 
 図によれば、高 3 秋に「就職など」を希望していた男子のうち、78.3％が第 2 回調査

時点（2006 年 3 月）でも「就職など」を予定していることがわかる（女子は 78.9％）。

同様に、高 3 秋の専門学校進学希望者のうち、男子で 77.0％、女子で 79.7％が４月から

の予定進路も専門学校としている。この数字は短期大学の場合、男子が 70.8％、女子が

85.1％、４年制大学の場合は男子が 77.1％、女子が 80.0％となっている。 
 このように、概して女子の方が男子より、高 3 秋時点での希望通りの進路を予定して

いることがわかる。それに対して男子の場合、就職等や専門学校希望者のうち約 1 割が

４年制大学に、短期大学希望者の 12.5％が就職等にシフトしていることが注目される。

なお４年制大学希望者のうち、４月からの予定進路が「受験浪人・未定」なのは男子で

15.8％、女子で 7.0％となっている（図 3-4）。 

 

 

 

第 1 回調査と第 2 回調査の両方に回答した対象者のみ。無回答を除く。予定進路の区分は 69 ページの 
図 3-2 に同じ。高 3 秋の進路希望も「第一志望」にしたがって、予定進路と同様に分類した（ただし、 
「就職など」には進路未定者、「その他」の学校への進学希望者、進学希望だが進学先未定の者を含む）。 

図 3-4 高校卒業後の予定進路（高３秋の進路希望別、男女別） 
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どちらともいえない あまり満足していない

全く満足していない

進路を決めた要因――地理的制約で短大進学、経済的制約で就職 
 進路を決定した理由としては、「成績が、進路を決める理由になった」という回答が

最も多く、全体の 67.3％をしめる（「とてもあてはまる」と「あてはまる」の合計。以

下同じ）。以下、「地理的条件が、進路を決める理由になった」（57.9％）、「経済的な条

件が、進路を決める理由になった」（43.9％）と続く（図 3-5）。４月からの予定進路別

にみると、就職等では「経済的条件」が、専門学校や短期大学では「地理的条件」が、

４年制大学や浪人・未定では「成績」が進路を決める最も重要な要因であった（図 3-6）。 

無回答を除く。     無回答を除く。「とてもあてはまる」と「あてはまる」 
の合計。予定進路の区分は69ページの図3-2に同じ。 

図 3-5 進路を決めた要因    図 3-6 進路を決めた要因（予定進路別） 
 

進路についての満足度――高いのは専門学校進学者 
 進路についてはどの程度満足しているのか。全体では「非常に満足している」が 34.3％、

「やや満足している」が 40.6％と、合わせて 74.9％の生徒が満足している。しかし、満

足度は予定進路によって異なる。満足している生徒が最も多いのは専門学校進学予定者

で、86.5％に達する（「非常に満

足している」と「やや満足してい

る」の合計。以下同じ）。短期大

学（84.4％）、４年制大学（81.0％）

がそれに続く。就職等はやや低く、

67.3％となっている。浪人・未定

の場合、満足しているのは 16.3％
にとどまる（図 3-7）。 
 

無回答を除く。予定進路の区分は、69 ページの図 3-2 に同じ。 

図 3-7 進路についての満足度（予定進路別） 
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3-2 就職予定者の進路と意識 

 

この 3-2 節では、2006 年 4 月から正社員・正職員や就職進学、家業の手伝い（以下、

この節では「正社員・家業」）、アルバイト・パート（この節では「アルバイト」）での

生活を予定している生徒のみを対象とした質問項目の集計結果を整理する（N =529）。 

 

就職先の業種――正社員は製造業、アルバイトは卸売・小売・飲食店 
 就職予定者につとめ先の業種を尋ねたところ、正社員・家業の場合は「製造業」が最

も多く、37.0％をしめている。「おろし売業・小売業、飲食店」も多い（19.4％）。アル

バイトの場合、「おろし売業・小売業、飲食店」が 66.7％で最多となっている（図 3-8）。 
 
 

 

無回答を除く。「サービス」には「ホテル・旅館業」、「娯楽・スポーツ・芸能関係」、 
「情報・教育サービス」を含む。 

図 3-8 就職先の業種（就業形態別） 
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就職先での職種――正社員は技能や事務、販売、アルバイトはサービス、販売 
 就職予定者のつく職種は、正社員・家業は「技能職・工員」（39.3％）が最も多く、「事

務職」（16.3％）、「店員、外交員、セールスマンなどの販売職」（14.7％）がそれに続く。

アルバイトの場合、「ウェイター、ウェイトレス、警備員などのサービス職」（41.2％）、

「販売職」（35.3％）が多い（図 3-9）。 
 

 
無回答を除く。 

図 3-9 職種（就業形態別） 
 

就職先への応募方法――正社員は学校推薦、アルバイトは就職情報誌など 
 就職先への応募方法は、正社員・家業の場合は「学校推せん」が最多で（72.0％）、

アルバイトの場合は、「就職情報誌や新聞広告でみつけた」（32.2％）、「高校生時代のア

ルバイト先だった」（32.2％）、「家族や知人の紹介」（26.7％）が多い（図 3-10）。 
 

 

図 3-10 就職先への応募方法（複数回答、就業形態別） 
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就職予定者の将来は――「内定先で長く働きたい」が正社員の 8 割 
 就職予定者に将来についての意見を尋ねたところ、正社員・家業の 77.7％が「現在決

まっているつとめ先で長い間働きたい」と考えていた（肯定回答。「とてもあてはまる」

と「あてはまる」の合計。以下同じ）。アルバイトの場合、肯定回答は 28.9％にとどま

る。「将来、専門学校・大学などに通いたい」という意見については、正社員・家業は

14.1％、アルバイトは 23.3％が賛成している（図 3-11）。 
 「将来、専門学校・大学などに通いたい」という質問に肯定回答をした生徒が通いた

いと考える学校は、正社員・家業（77.4％）、アルバイト（66.7％）のいずれも専門学校・

各種学校が最多となっている（図 3-12）。 
 

 

図 3-11 将来についての意見（就職予定者） 
 

 

図 3-12 将来通いたい学校（複数回答、就業形態別） 
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3-3 進学予定者の進路と意識 

 

この節では、4月から進学予定の生徒のみを対象とした質問の集計を行う（N=2,672）。 

 

進学先の学校と通学方法――私立大学、短大、専門学校では自宅通学が多数 
進学先の学校が決まっているかどうかを尋ねたところ、４年制大学や短期大学、専門

学校への進学の場合、ほとんどが「確定している」と答えている（図 3-13）。進学先の

学校が決まっている生徒の内訳を見ると、男子（58.5％）、女子（41.5％）とも私立大学

が最も多い（図 3-14）。通学方法は、国公立大学では「自宅から通学」（46.6％）と「下

宿・アパートから通学」（46.3％）がほぼ同数だが、私立大学（72.8％）や短大（85.9％）、

専門学校（84.3％）では「自宅から通学」が多い（図 3-15）。 
 

無回答を除く。進学先確定者のみ。「全体」には 
「就職進学」と「海外の学校」を含む。 

図 3-13 進学先の確定状況（予定進路別） 図 3-15 通学方法（進学先別） 
 

 

無回答を除く。進学先確定者のみ。 

図 3-14 進学先（男女別） 
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進学先での専門分野 
 進学先が確定した生徒に、進学先の学校での専門分野を尋ねた。４年制大学・短期大

学進学者の場合、男子は社会科学（36.4％）や工学（25.5％）、女子は人文学（25.2％）、

社会科学（19.4％）、教育・保育（17.2％）を専攻するという生徒が多い（図 3-16）。 
 専門学校進学者の場合、男子は理工・情報通信・建築・機械（29.2％）や看護・医療

技術・福祉（24.2％）、女子は看護・医療技術・福祉（34.6％）、理容・美容（19.3％）、

芸術・文化・教養・外国語等（15.6％）を専攻するという生徒が多い（図 3-17）。 
 

 

 

無回答を除く。進学先確定者のみ。 

図 3-16 専門分野（４年制大学・短期大学、男女別） 
 

 
無回答を除く。進学先確定者のみ。 

図 3-17 専門分野（専門学校・各種学校、男女別） 
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進学先の学校の入試――国公立大学以外は、学力試験を経ない入学者が多い 
 進学先が確定した生徒に、どのような選抜方法で入学したかを尋ねた結果について、

進学先の学校別に集計したものが図 3-18 である。 
 国公立大学に進学する生徒だけを見ると、ほとんどが「センター試験＋大学個別の学

力試験」（78.0％）による入学であることがわかる。私立大学の場合は、「大学個別の学

力試験のみ」（30.4％）や「指定校推薦」（28.3％）が多い。短期大学は、「指定校推薦」

（36.9％）と「一般・公募制推薦」（31.2％）が多数をしめる。専門学校の場合、「一般・

公募制推薦」（35.0％）が最も多く、「試験はなかった（書類選考のみ）」（25.0％）、「指

定校推薦」（19.5％）と続いている。なお、「センター試験のみ」や「大学個別の小論文

のみ」、「大学個別の面接・実技試験のみ」、「ＡＯ（アドミッション・オフィス）選抜」

で入学するという生徒は少ない（図 3-18）。 
 

 

 
無回答を除く。進学先確定者のみ。「全体」には「就職進学」と「海外の学校」を含む。 

図 3-18 進学先の学校の入試（進学先別） 
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大学入試センター試験――私立大学進学者の 4 割が受験 
 進学予定者のうち、38.2％が大学入試センター試験を「受験した」と回答している。

「受験していない」のは 55.8％で、6.0％が無回答であった。進学先の学校別に見ると、

国公立大学への進学が確定した生徒のうち受験したのは 91.9％、私立大学では 43.1％、

短期大学は 14.4％、専門学校は 6.0％となっている（図 3-19）。 
 受験科目を見ると（複数回答）、センター試験を受けた生徒のほぼ全員が国語（95.4％）

や英語（98.0％）を受験している。次に多いのが数学Ⅰ・Ａ（65.2％）、数学Ⅱ・Ｂ（57.8％）

となっている（図 3-20）。なお、受験科目数の平均は 5.7 科目であった。 

 

 

「全体」には「就職進学」と「海外の学校」を含む。 

図 3-19 大学入試センター試験の受験の有無（進学先別） 
 

 
図 3-20 大学入試センター試験の受験科目（複数回答） 
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大学入試センター試験の得点率――「6～7 割」が最多 
 大学入試センター試験を受験した生徒のおおよその得点率は、全体では「60～70％未

満」という回答が最も多く、24.4％をしめる。次に多いのが「70～80％未満」（22.1％）、

「50～60％未満」（19.7％）となっている。全体として、上下に対称的な得点分布とな

っていることがうかがえる。得点率は進学先の学校によって異なり、概ね、専門学校、

短期大学、私立大学、国公立大学の順に高得点者の割合が多くなる傾向にある（図 3-21）。 
 

 

 
無回答を除く。「全体」には「就職進学」と「海外の学校」を含む。 

図 3-21 大学入試センター試験の得点率（進学先別） 
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進学した後は――職業資格の取得に力を入れたい 
 進学後について様々な意見を尋ねたところ、肯定回答が最も多いのは「職業資格の取

得に力を入れたい」で（「とてもあてはまる」と「あてはまる」の合計。以下同じ）、全

体の 82.8％をしめる。「勉強よりもサークル活動や友人とのつきあいを大切にしたい」

は 54.9％、「自分にむいた専門かどうか不安だ」は 38.6％、「卒業後、いずれは大学院に

進学したい」は 13.0％であった。「可能であれば、別の学校に転学したい」は 9.6％と低

い（図 3-22）。４年制大学入学者のうち「卒業後、すぐに大学院に進学したい」のは国

公立で 36.5％、私立で 12.0％、短大・専門学校入学者のうち「卒業後、４年制大学に編

入したい」のは短大で 26.3％、専門学校で 6.5％であった（図 3-23）。 
 

 

図 3-22 進学後についての意見 
 

 
「とてもあてはまる」と「あてはまる」の合計。 

図 3-23 進学後についての意見（進学先別） 
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4-1 高校卒業後 1 年目の進路 

 
高校卒業後の進路――約 75％が進学、中でも４年制大学進学が全体の半分 
 第 3 回調査（2006 年 11 月実施。N =2,906）への回答者全員の高校卒業後の進路を集

計したところ、４年制大学進学者が全体の 48.7％を占めていた。これに短期大学への進

学や、専門・各種学校への進学、さらにはそれらの教育機関への進学を希望する進学準

備とを総合すると全体の約 80％に達する。一方、就職者は全体の 10％程度に過ぎない

ことから、現在の高等学校卒業後の一般的進路は、就職ではなく教育機関への進学とい

えよう。アルバイトに関しては家事・家業手伝いを含めて集計しても全体の 3％ほどに

とどまっている（図 4-1）。 
 

 
 

無回答を除く。「４年制大学」には医学・歯学・獣医学などの６年制課程を含む。 

「その他」は問 2・問 10・問 17 の「その他」の合計。 

図 4-1 高校卒業後の進路 
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居住形態――両親との同居がほとんど、一人暮らしは 4 年制大学に多い 
 就職、学生（４年制大学、短期大学・高等専門学校、専門学校・各種学校）、予備校・

アルバイトの区分で男女別に居住形態を集計した結果、「両親と一緒に生活している」

がすべての区分で多数を占める結果となった。男女合計でも、就職で約 79％、４年制

大学で約 67％、短期大学で約 87％、専門・各種学校で約 83％、そして予備校・アルバ

イトで約 93％となっている。「１人で生活」を選択した人は進学者に多く、４年制大学

男子に多く見られるが、４年制大学とその他の教育機関とで大きな差異があることも明

らかになった。男女別で差が最も顕著だったのは、就職者の「学校や会社などの寮で生

活」で、男子 19.6％、女子 4.3％となっている（図 4-2）。 
 
 
 

 
無回答・その他を除く。 

図 4-2 居住形態（男女別） 
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進路選択への満足度――進学者の 7 割が満足 
 「高校のときの進路選択に満足している」という質問への回答を進路別に集計したと

ころ、専門・各種学校に肯定回答（「とてもあてはまる」と「あてはまる」の合計。以

下同様）が最も多く見られた。次いで短期大学、４年制大学の順になっており、進学者

はおおむね進路選択に肯定的評価をなしている。他方、就職者の肯定回答は約 6 割、予

備校・アルバイトでは 5 割強ということから、両者は進学者よりも進路選択について満

足度が低いことが読み取れる（図 4-3）。 
 
 

                     

無回答を除く。 

図 4-3 高校のときの進路選択に満足している 
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「高校のとき、もっと勉強しておけばよかった」 
 「高校のとき、もっと勉強しておけばよかった」という質問については全体の約 7
割が肯定回答をしている。その傾向はいわゆる進学浪人を含む予備校・アルバイトに最

も顕著にみられるが、進学をした４年制大学をわずか 5％上回っているに過ぎない。実

際の合否とは別に、高校時にもっと勉強しておくべきだったと考えているようである

（図 4-4）。 
 

 
 

無回答を除く。 

図 4-4 高校のとき、もっと勉強しておけばよかった 
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4-2 就職者の生活と意識 

 

この 4-2 節では、2006 年 11 月現在、おもに働いている人（正社員、公務員、契約社

員、自営など）のみを対象とした質問項目の集計結果を整理する（N =356）。 

 

職種――男女ともに正社員が多数、契約・派遣・臨時採用には女性が目立つ 
 高校卒業後に就職した人の職種を集計した結果、男子の 82.9％、女子の 69.8％が正社

員であった。しかし正社員の内訳をみると男女間で約 13％の差があり、他方、契約・

派遣・臨時採用職員には女性が多い（男子 8.3％、女子 25.2％）という結果となった（図

4-5）。 
 
 
 

無回答を除く。 

 図 4-5 現在の職種（男女別） 
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4 月採用が 7 割 
就職者のうち、高校卒業後

の 4 月から働き始めたと答え

た人が全体の 7 割であった。3
月と回答した人が 1 割弱であ

り、これらで約 80％を占める。

そのほかの月は、0.1～3.0％程

度にすぎない（図 4-6）。 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-6 働き始めた月 
 
 

1 日の労働時間は、9 時間以上 10 時間未満が全体の半数 
 1 日の労働時間の平均は 8.95 時間であり、最多だったのは 9 時間以上 10 時間未満で

全体の 42.6％であった。労働時間が 10 時間以上の人も、全体の約半数を占めている（図

4-7）。 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

無回答を除く。 

図 4-7 1 日の労働時間 
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休暇は月に 8 日が全体の半数 

1 ヶ月の休暇日数は月 8 日と答え

た人が最も多く、その前後 2 日（月

6 日から月 10 日）を合計すると全体

の 8 割を占める（図 4-8）。 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-8 1 か月の休暇日数 
 

 

研修日数は 10 日以内が半数 
 入社後の研修日数は 10 日以内が全体

の半数を占めている。しかし 21 日以上

30 日未満が 14.2％、60 日以上が 18.6％
と、全体的にばらつきがみられるのも事

実である。入社後、即実務という研修な

しの「0 日」が 13.9％であることにも注

目したい（図 4-9）。 
 

無回答を除く。 

図 4-9 入社後の研修日数 

 
手取り収入は月 15 万円 
 1 ヶ月の手取り収入は 10 万円以上 15
万円未満が 49.1％、15 万円以上 20 万円

未満が 37.4％となっており、両者で全体

の 86.5％を占めている。月平均は約 15
万円であった（図 4-10）。 
 

 

無回答を除く。 

図 4-10 1 か月の手取り収入 
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仕事に必要な能力――創造性はそれほど必要とされない 
現在の仕事に必要な能力をたずねたところ、「ものごとをやり遂げる力」、「他の人と

協力して作業ができる力」、「自ら積極的に学ぶ力」といった能力に関しては 90％以上

の人が必要（「とても必要」と「まあ必要」の合計。以下同様）と答えた。次いで「製

品や取扱商品に関する知識」、「トラブルや問題を解決する力」を必要と答えた人も 80％
以上に達している。一方、「新しいアイデアを生み出す力」と「文章を書く力」といっ

た能力については上記項目と比べてさほど必要とされていないと実感しているようで、

前者が 50.8％、後者は 38.3％の人が必要と答えるに止まっている（図 4-11）。 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-11 現在の仕事に必要な能力 
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現在の仕事についての意見――職場環境には満足 
 就職者の職場環境に対する評価は概ね良好である。現在の仕事について思うことを集

計した結果、「高卒でも能力があれば評価される」は 90％以上、「職場の人間関係がよ

い」、「やりがいのある仕事だ」には 80％以上の人が肯定回答をする結果となった。以

下、「この業界は将来性がある」、「将来役立つ技能を身につけられる」の項目でも 70％
以上の人が肯定的見解をもっている（図 4-12）。 
 他方、女性の社会進出が顕著になる中、「女性が結婚・出産しても勤められる」と答

えた人は 60％にとどまったが、男女別に検討した結果、男性よりも女性が結婚・出産

後の職業生活の継続に肯定的な見解を示していた（男性 55.2％、女性 66.5％）。「給料が

良い」に肯定回答した人は 60％以下であった（図 4-12）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

 図 4-12 現在の仕事について思うこと 
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将来の生活について――仕事より家庭優先、将来の職業生活に対しては不安 
 将来の職業生活に対する考えを尋ねたところ、約 60％の人が「現在の勤め先で長い

間働きたい」と答えているものの、「自分に何が向いているか、まだわからない」と感

じでいる人も 60％近くおり、将来の職業生活に対する不安が理解できる。また「家庭

を持ったら仕事よりも家庭を優先したい」の項目については 63.3％の肯定回答を得てお

り、仕事よりも家庭を優先したいという考えが比較的強いことも理解できる。「将来は

独立して自分の店・会社を持ちたい」、「フリーター生活も悪くない」については肯定回

答が 20％弱に過ぎず、これらに否定的な見解を持っていることが把握できる（図 4-13）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

 図 4-13 将来の職業生活に対する考え 
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将来の高等教育機関への進学希望――就職者は消極的 
 就職者に対し、将来、４年制大学や短期大学・専門学校、通信制大学・放送大学とい

った高等教育機関へ進学する可能性を尋ねた結果、どの高等教育機関に対しても「考え

ていない」との否定回答が圧倒的多数を占め、進学には消極的な姿勢であることがわか

った。短期大学・専門学校の進学については「可能性としてはありうる」と答えた人が

約 25％となっており、４年制大学や通信制大学・放送大学とは異なる結果となってい

る。短期大学・専門学校の教育力に期待していると理解できる一方、短期大学・専門学

校は修業年限が短く、しかも職業資格の取得と密接に関係していることを反映した結果

とも考えられる（図 4-14）。 
 
 

 

無回答を除く。 

 図 4-14 将来の高等教育機関への進学希望 
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高校生活と進路選択を振り返って（就職者）――高校では親友を得ることが大

切、進学には消極的 
 就職者に高校生活と進路選択を振り返ってみてもらったところ、「長く付き合える友

人が見つかった」と回答した人は全体の約 8 割に上ることがわかり、親友を得ることが

高校生活における重要な点の 1 つであることが理解できた。他方、「進学したほうがよ

かった」と答えた人は全体の 3 割にも満たず、進学には消極的であった（図 4-15）。し

かし「高校の時、もっと勉強しておけばよかった」の項目には約 6 割（図 4-4）、「経済

的に進学が難しかった」の項目には約 5 割の人が肯定回答をしていることから（図 4-15）、
学力や家計の条件次第では進学した可能性のある人も少なからず存在すると考えられ

る。 
 
 
 

無回答を除く。 

 図 4-15 高校生活と進路選択を振り返って（就職者） 
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4-3 進学者の生活と意識 

 

この 4-3 節では、2006 年 11 月現在、おもに学校（大学、短期大学、専門学校）に通

っている人のみを対象とした質問項目の集計結果を整理する（N =2,197）。 

 

進学者の内訳――約 6 割は４年制大学へ 
高校卒業後に進学した人のうち、４年制大学進学者（医学・歯学・獣医学などの６年

制課程も含む）は 64.2％、短期大学への進学者（高等専門学校も含む）は 13.2％、そし

て専門・各種学校への進学者は 22.2％であった。男女別にみると、男子の 77％が４年

制大学に進学しており、短期大学へは 3.3％、専門・各種学校には 19.7％が進学してい

る。女子では４年制大学への進学が 53.8％であり、短期大学が 21.6％、専門・各種学校

が 24.4％であった（図 4-16）。 
 
 

 

無回答・その他を除く。 

図 4-16 進学者の内訳（男女別） 
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進学先について 
 

 
通学時間の平均は 53 分 

通学時間を集計した結果、

全体平均は 53 分であり、1 時

間以上 1.5 時間未満が全体の

23％と最多となった。しかし

全体的には分散傾向にあって、

1 時間未満に約 50％もの回答

が集中した（図 4-17）。 

 

 

無回答を除く。 

図 4-17 通学時間（片道） 
 
 

登校日数は週 5 日 
 次に1週間の登校日数につ

いて集計すると、週 5 日登校

が約 75％と回答が 1 か所に

集中した。これに週 4 日と週

6日を合算すると全体の95％
を超えており、1 週間の登校

日数は週 4 日から 6 日という

ことができる（図 4-18）。 
 

無回答を除く。 

図 4-18 1 週間の登校日数 
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授業への出席率は 9 割以上 
 登校日数に加え、実際の授業

への出席率を集計したのが図

4-19 である。これを見ると出席

率 10 割が 51.9％、9 割が 29.7％、

8 割が 12.1％となり、これらを

総合すると約 95％となる。進

学者の授業への出席率は相当

高いと言える。 
 

 

無回答を除く。 

図 4-19 授業への出席率 
 
 

 
女子は第一志望の学校へ 
 図 4-20 より、男子よりも女

子のほうが第一志望の学校に

通学している割合が高いこと

がわかった。男子は 69.0％が

第一志望に通学しているのに

対し、女子の場合は 74.8％も

の人が第一志望に通学してい

る結果となった。 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-20 第一志望の学校に通学している 
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成績――「優」の割合は約 5 割 
 図 4-21 は個人の成績に占める優・良・可の割合を集計したものである。調査対象者

の平均は優が 4.8 割、良が 3.8 割、可が 2.1 割であり、可の占める割合がもっとも少な

いことが明らかとなった。図 4-21 を見ると、可が成績に占める割合で最多なのが「1
割」で 35％であり、同様に良は「3 割」で約 20％、そして優は「2 割」で 15％ほどで

あった。優の割合はまんべんなく分布している。 
 
 

     無回答を除く。GPA についてはケース数が少ないため割愛した（平均は 2.79）。 

図 4-21 成績 
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いま通っている学校についての意見 
 

学習意欲が高いのは専門・各種学校 
 「学習意欲のある学生が多い」との質問項目を学校別（４年制大学、短期大学、専門・

各種学校）に集計したのが図 4-22 である。これによると専門・各種学校での肯定回答

は75％となっており、４年制大学のそれの1.5倍となっている。本調査結果においては、

４年制大学進学者がもっとも学習意欲に欠けるということができよう。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-22 学習意欲のある学生が多い 
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専門・各種学校では授業に 8 割が満足 
 「自分の興味・関心に合った授業が多い」という質問に対しても肯定回答が最も多か

ったのは専門・各種学校であった。実に 8 割以上が授業に対して満足している計算とな

る（図 4-23）。これを反映するかのように「授業に熱心な教員が多い」という質問項目

においても専門・各種学校では 8 割以上の肯定回答を得ている（図 4-24）。図 4-22 より、

学生にも学習意欲が高いことがわかっており、これに教育熱心な教員が協同することで

満足度の高い授業が成立していると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-23 自分の興味・関心に合った授業が多い 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

無回答を除く。 

図 4-24 授業に熱心な教員が多い 
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将来の就職に役立つ専門・各種学校には授業料を払う価値がある 
 以下の 4 つの図は、将来の就職に対する学校側の体制を学校別満足度の形で表したも

のである。資格取得のための授業や講座の充実度（図 4-25）や学校のサポート態勢（図

4-26）、仕事上役立つ知識・技術の習得（図 4-27）については、ここでもすべての項目

で専門・各種学校の肯定回答が高いのが一目で理解できる。とくに、「とてもあてはま

る」の回答が４年制大学や短期大学と比べてかなり高い結果となった。これらを反映し

ていると考えられるのが図 4-28「授業料を払って通うだけの価値がある」という項目で

あり、専門・各種学校の 8 割以上が肯定回答をしている。 
 
 

 
無回答を除く。                   無回答を除く。 

図 4-25 資格取得のための授業や講座    図 4-26 就職までのサポートがしっ 
   が充実している              かりしている 

 

無回答を除く。                   無回答を除く。 

図 4-27 将来の仕事に役立つ知識や技術を  図 4-28 授業料を払って通うだけの 
  身につけられる              価値がある 
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１週間の過ごし方（学期中） 
 
 
出席時間が長いのは専門・各種学校 
学期中の 1 週間の過ごし方のうち、学習面について集計したのが図 4-29 から図 4-31

である。図 4-29 では「授業（実験含む）への出席」について尋ねており、その結果、

専門・各種学校では授業や実験に 21 時間以上出席する人の割合が大きいことが明らか

となった。一方で、「1-10 時間」と答えた人も４年制大学より多い 31.7％に上ることと

なった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-29 授業（実験含む）への出席 
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予習時間は 10 時間未満 
 図 4-30 によると、授業や課題に向けた準備や復習については学校間に大差なく、1
時間以上 10 時間未満に集中する結果となった。さらに授業とは無関係な学習にどれほ

どの時間を費やしているかを示したのが図 4-31 で、「なし」と答えた人が４年制大学で

5 割以上、短期大学、専門・各種学校については 6 割以上を示す結果となった。1 時間

以上 10 時間未満に４年制大学で 4 割、短期大学、専門・各種学校で 3 割との数字がみ

られるものの、授業と無関係な学習については総じて関心が低いことが明らかとなった。 

無回答を除く。                     無回答を除く。 

 図 4-30 授業や課題に向けた準備や復習    図 4-31 授業とは関係のない学習 
 

４年制大学では週に 1 時間以上はサークル・クラブ活動に取り組む 
 図 4-32 によると、短期大学や専門・各種学校ではサークル・クラブ活動に時間を使

うことが「ない」と答えた人がほとんどであり、４年制大学と大きく異なっている。し

かし、４年制大学においても週に 1 時間以上 10 時間未満という人が一般的で、11 時間

以上行う人は 1 割ほど、それ以上については 5％にも満たない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-32 学期中のサークル・クラブ活動 
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7 割以上がアルバイトを行う 
 図 4-33 は学期中のアルバイト・仕事の労働時間数を集計したものである。これによ

ると、アルバイト時間は学校間に差異がなく、1 時間以上、20 時間未満の間で取り組ん

でいるのが実情である。４年制大学は 11 時間以上 20 時間未満が 27.9％、21 時間以上

が 10.9％と、比較的労働時間が長い傾向にあるようだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-33 学期中のアルバイト・仕事 
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１週間の過ごし方（休暇中） 
 
学習――1 時間以上 10 時間未満が半数 
 休暇中の 1 週間の過ごし方のうち、授業関連または授業以外での学習時間を集計した

ものが図 4-34 である。すべての学校で 1 時間以上 10 時間未満と答えた人が 5 割から 6
割と最多であり、休暇中の学習時間はこの程度が一般的だといえる。「なし」と答えた

人はすべての学校で 3 割から 4 割を占めており、休暇中には学習しないという人も多く

いることが理解できる。 
 

 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-34 学習（授業関連や授業以外） 
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サークル・クラブ活動――４年制大学でも「なし」が最多 
 図 4-35 によると、休暇中は４年制大学においてもサークル・クラブ活動に取り組む

時間が減ることが明らかとなった。学期中（図 4-32）と比べ、「なし」と答えた人が 8.8％
ほど上昇している。また短期大学、専門・各種学校については依然として「なし」がほ

とんどである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-35 サークル・クラブ活動 
 

アルバイト――休暇中は長時間になる傾向 
 図 4-36 は、休暇中のアルバイト・仕事の労働時間数を学校別にあらわしているが、

学期中のそれ（図 4-33）と比べ、21 時間以上の占める割合が高まることが見て取れる。

休暇中には、アルバイト・仕事に比較的長時間取り組むのが一般的であることが理解で

きる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-36 アルバイト・仕事 
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１ヶ月の平均収入 
 

アルバイト収入は学生生活に不可欠。奨学金は４年制大学で約 4 割が受給 
 学生の１ヶ月の平均収入は親からの仕送り・こづかいが約 3.5 万円、アルバイト収入

が約 4.8 万円、奨学金が約 8 万円である。項目別にみると、仕送り・こづかいを最も多

く受けているのが４年制大学在籍者であり、後は専門・各種学校、短期大学という順で

あった（図 4-37）。アルバイト収入のある人は総じて 7 割を超えており、学生生活にア

ルバイト収入が欠かせないことが理解できる。中でも短大生は最もアルバイトをしてい

る結果となり、仕送りやこづかいが少ないこととの関係性が見て取れる（図 4-38）。奨

学金の受給率は４年制大学が最も多く、63％が「受けている」と答えている（図 4-39）。 
 図 4-40 では項目別に実際の金額を示した。奨学金についてはその分布から日本学生

支援機構のそれを多くの学生が利用していることが理解でき、アルバイトについては分

布が比較的広範なのが読み取れる。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

無回答を除く。 

図 4-37 親からの仕送り・こづかい 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

無回答を除く。 

図 4-38 アルバイト収入 
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無回答を除く。 

図 4-39 奨学金 
 
 

無回答を除く。 

図 4-40 1 ヶ月の収入 
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学生生活で思うこと 
 
学校生活に対する不満は４年制大学に多い。短大生は将来への不安が大 
 学生生活において感じること・思うことを質問したところ、「やりたいことが見つか

らない」（図 4-41）、「学校になじめない」（図 4-42）、「授業についていけない」（図 4-43）
「可能であれば、別の学部・学科や大学・学校に行きたい」（図 4-47）の 4 項目にわた

り、４年制大学が他の学校と比べて肯定回答が多く、学校に対する不満を抱いているこ

とが明らかとなった。図 4-44 より経済的に勉強の継続が困難であると考えている人は

少数のようであり、むしろ学生全般に見られる傾向としては、卒業後の進路に不安を抱

いていることである（図 4-45）。とりわけ短期大学では肯定回答をした人が 7 割近くに

達しており、就職等への不安が顕著である。 
 「いまの大学・学校を辞めたい」と考える人は図 4-46 より少数である。また４年制

大学への編入については短期大学にその希望が多く、約 4 分の 1 の学生が進学を望んで

いる（図 4-48）。 
 
 

無回答を除く。                   無回答を除く。 

図 4-41 やりたいことが見つからない       図 4-42 学校になじめない 
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無回答を除く。                   無回答を除く。 

図 4-43 授業についていけない        図 4-44 経済的に勉強を続けること 
が難しい 

                

無回答を除く。                   無回答を除く。 

図 4-45 卒業後の進路のことが今から   図 4-46 いまの大学・学校を辞め 
不安だ              たい 

 

 
無回答を除く。                   無回答を除く。 

図 4-47 可能であれば、別の学部・学科   図 4-48 卒業後４年制大学に編入し 
 や大学・学校に行きたい         たい（短大・高専・専門学校のみ） 
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高校生活と進路選択を振り返って（進学者） 
 

高校生活で学んだことが役立つかどうかは進学先により異なる 
高校生活と進路選択を振り返った結果を学校別に集計した結果、高校生活の醍醐味は 

親友を得ることだと理解できる。事実、図 4-49、図 4-50、図 4-51 の全てにおいて、「長

く付き合える友人が見つかった」という項目は 8 割以上の肯定回答を得ている。 
学習面では、「高校の授業で学んだことは今、役立っている」という項目の回答に着

目すると、４年制大学では約 7 割が肯定回答をしているが、短期大学では約 6 割、専門・

各種学校では 5 割未満との結果となり、学校によって実感に差があることが理解できる。 
 一方、進路選択については「進学先についてもっと調べればよかった」に「あてはま

る」とした人が４年制大学で約 4 割であるのに対し、短期大学では 5 割に近い結果とな

った。このことを反映してか「就職した方がよかった」の項目では、短期大学は 12.1％
と、４年制大学の 2 倍以上の人が肯定回答をしている。 
 
 

    無回答を除く。 

図 4-49 高校生活と進路選択を振り返って（４年制大学） 
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無回答を除く。 

図 4-50 高校生活と進路選択を振り返って（短期大学） 
 

無回答を除く。 

図 4-51 高校生活と進路選択を振り返って（専門・各種学校） 
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46.5 

39.6 

12.3 

50.4 

19.4 

12.5 

11.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

● 就職したほうがよかった

● 進学先についてもっと調べればよ

かった

● もっとボランティアやアルバイト

などの経験をつんでおけばよかった

● 高校の授業で学んだことは今、役

立っている

● 長く付き合える友人が見つかった

とてもあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない
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4-4 就職・進学以外の進路 

 

この 4-4 節では、2006 年 11 月現在、予備校（いわゆる進学浪人）やアルバイトなど、

仕事や学校（大学、短期大学、専門学校）への通学以外のことをしている人のみを対象

とした質問項目の集計結果を整理する（N =353）。 

 

就職・進学以外の進路――約 70％が受験・資格勉強、アルバイトは 25％程度 
 高校卒業後に就職・進学以外の進路を選択した人の内訳を見ると、約 65％が大学・

短大・専門学校の受験勉強に励んでおり、資格の勉強や就職活動・公務員試験の勉強に

励んでいる人が合計して 3％程度いることがわかった。また、アルバイトを行っている

人は約 24％となっており、他には芸術・芸能・スポーツ関係の仕事につく準備と答え

た人が 1.4％となっている（図 4-52）。図には示さなかったが、「現在していることすべ

てに○」という形式で複数回答を求めたところ、アルバイトと答えた人は 35.1％、家事

手伝いと答えた人は 21.2％もの回答が得られた。このことから、各種試験・資格の勉強

をこなしながら、同時にアルバイトや家事手伝いに従事している人が多いことが理解で

きる。 
 

無回答を除く。 

図 4-52 就職・進学以外の進路（単数回答） 
 

大学・短大・専

門学校の受験勉

強 65.1

資格試験

の勉強1.1

就職活

動、公務

員試験の

勉強 2.3

芸術・芸能・ス

ポーツ関係の仕

事につく準備

1.4

アルバイト

23.9

家事手伝い

3.7

家業手伝い

0.3
病気の療養

1.7
その他 0.6
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平日の時間の使い方――受験勉強に励む人が多数 
 就職・進学以外の進路に進んだ人に平日の時間の使い方について尋ねたところ、受験

勉強に 1 時間以上費やす人が約 75％、アルバイトに 1 時間以上費やす人が約 40％であ

ることがわかった。しかしアルバイトに関しては「なし」と回答した人も約 6 割存在し

た。家事・家業の手伝いについては「なし」、「1 時間未満」と答えた人の合計が 8 割を

超えており、それ以外の勉強や習い事に関しては 7 割以上の人が「なし」と答えている

（図 4-53）。 
 
 
 

   無回答を除く。 

図 4-53 平日の時間の使い方 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

74.0 

62.1 

42.3 

22.7 

14.1 

0.7 

41.9 

2.9 

9.4 

11.1 

14.0 

16.0 

1.1 

17.6 

0.4 

15.3 

1.4 

8.5 

1.4 

43.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

それ以外の勉強や習い事

アルバイト

家事・家業の手伝い

受験勉強

なし 1時間未満 1-5時間 5-8時間 8時間以上
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来年 4 月の予定――大学・短大等への進学が約 7 割、就職が約 1 割 
 「来年 4 月に何をしていると思いますか」と尋ねたところ、「大学に通う」と回答し

た人が 64.4％、「短大・専門学校に通う」と回答した人が 8.0％であり、合計して 72.4％
の人が進学を望んでいた。一方、「正規の社員・職員として働く（自営も含む）」と答え

た人が 11.4％であり、「アルバイトで働く」と答えた人は 9.1％であった（図 4-54）。 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-54 来年 4 月に何をしているか 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大学に通う

64.4

正規の社員・職

員として働く

（自営なども含

む） 11.4 

アルバイトで働

く 9.1

短大・専門学校

に通う 8.0

その他 2.6
希望しているフ

リーの仕事につ

く 2.3 

家事・家業

の手伝いを

する 2.0

通信制大

学・放送大

学に入学す

る 0.3
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8.5 

18.8 

42.6 

38.1 

31.9 

35.6 

17.0 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルバイト

受験準備

とてもあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない

22.9 

13.4 

43.8 

39.7 

27.1 

33.1 

6.3 

13.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルバイト

受験準備

とてもあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない

現在や将来についての考え方 
 

将来の不安は約 5 割 
 「目標があるので、将来に別に不安

はない」との質問に対する肯定回答は

「受験準備」の人が「アルバイト」の

人を若干上回った（図 4-55）。「アルバ

イト」は「受験準備」の人に増して将

来への不安を持ち合わせており、それ

は「全くあてはまらない」が 17％にも

上ることからも理解できる。 
無回答を除く。「受験準備」は、「大学・短大・専門学校 
の受験勉強」「資格試験の勉強」「就職活動、公務員試験 
の勉強」を含む。「アルバイト」は、「芸術・芸能・スポ 
ーツ関係の仕事につく準備」「アルバイト」「家事手伝い」 
「家業手伝い」を含む。 

図 4-55 目標があるので、将来に別に不安はない 
 
 

「アルバイト」の 6 割が、自分の適

性を模索中 
 「自分に何が向いているか、まだわ

からない」との質問に対し、「アルバイ

ト」の 6 割以上が肯定回答をしている。

「受験準備」の人は約 5 割となってい

る（図 4-56）。 
 
 

無回答を除く。「受験準備」「アルバイト」は図 4-55 に同じ。 

図 4-56 自分に何が向いているか、まだわからない 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

116 

17.4 

22.3 

33.7 

39.9 

25.0 

27.3 

23.9 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルバイト

受験準備

とてもあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない

20.7 

26.4 

44.6 

43.5 

25.0 

23.4 

9.8 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルバイト

受験準備

とてもあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない

12.0 

20.1 

42.4 

58.2 

32.6 

18.8 

13.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルバイト

受験準備

とてもあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない

 
「受験準備」の 6 割が、家庭の事情

が許せばやりたいことがある 
「受験準備」の人の約 6 割が「家庭

の事情が許せばやりたいことがある」

との質問に「あてはまる」と答え、「ア

ルバイト」と 1 割の差が生じている（図

4-57）。 
 

無回答を除く。「受験準備」「アルバイト」は図 4-55 に同じ。 

図 4-57 家庭の事情が許せばやりたいことがある 
 

「30 歳までは試したい」が多数 
「30歳ころまではいろいろ試したい」

との質問には「受験準備」、「アルバイ

ト」とも肯定回答が多く、前者は約 7
割、後者は 6 割強であった（図 4-58）。
自分の適性を見出す（図 4-56）ために

も、不安を取り除く（図 4-55）ために

も、30 歳まではいろいろと挑戦する必

要があると考えるのかも知れない。 
無回答を除く。「受験準備」「アルバイト」は図 4-55 に同じ。 

図 4-58 30 歳ころまではいろいろ試したい 
 
 

努力の自覚には 20%以上の差 
 「自分は努力している」との質問に

は「受験準備」の約 8 割が肯定回答を

しているのに対し、「アルバイト」は 6
割に満たない結果となった（図 4-59）。
受験や資格という具体的で明確な目標

の有無によりこのような差異が生じた

とも考えられる。 
無回答を除く。「受験準備」「アルバイト」は図 4-55 に同じ。 

図 4-59 自分は努力している 
 



 

117 

5.2 

5.5 

15.8 

35.6 

12.5 

15.7 

32.8 

28.3 

39.4 

39.8 

31.3 

19.0 

42.9 

39.0 

20.1 

17.2 

● 経済的に進学が難しかった

● とりあえずどこかに進学か就職したほ

うがよかった

● 就職先や進学先についてもっと調べれ

ばよかった

● 高校卒業時、希望の進学先や就職先に

行けなかった

とても当てはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない

高校生活と進路選択を振り返って（就職・進学以外）――「希望の進学先や就

職先に行けなかった」が 6 割 
就職・進学以外の進路を選んだ人に高校生活と進路選択を振り返ってもらったところ、

「希望の進学先や就職先に行けなかった」と答えた人が約 6 割であった。しかし、「と

りあえずどこかに進学か就職したほうがよかった」という質問には約 2 割の人しか肯定

回答をしておらず、自らの意思で進学や就職を控えたと考えられる。ところで「就職先

や進学先についてもっと調べればよかった」との質問に約 5 割の人が肯定回答をしてい

ることから、進学・就職どちらの場合においても準備段階に後悔を感じている人が多く

存在していると理解できる。なお、「経済的に進学が難しかった」と答えた人は 2 割を

切っている（図 4-60）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

 図 4-60 高校生活と進路選択を振り返って（就職・進学以外の進路） 
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スーパー、コン

ビニ、ショップ

などの店員

37.0
飲食店や娯楽施

設の接客や調理

37.8

事務の仕事

4.2

運搬、清掃、警

備員等の仕事

5.0

製造・建設現場

の仕事 5.0 

保育・介護・福

祉などの仕事

0.8

その他 10.1

現在のアルバイトについて 
 
アルバイトをしている人は約 35％ 
 アルバイトをしている人は 35.1％（124 人）であった。図 4-61 より、アルバイトの職

種としてはスーパー、コンビニ等の店員、飲食店の接客等で 7 割を超えており、これら

の職種が一般的であるといえよう。 
 次に 1 週間あたりのアルバイト勤務時間を集計したところ、週合計の平均は 25.6 時

間で、分布に関しては図 4-62 のようになっている。20 時間以上から 45 時間未満に回答

の約 70％が集中しており、週に 45 時間以上就業する人は全体の約 8％であった。 
 最後に 1 ヶ月のアルバイト収入を見てみると、「5～10 万円未満」が 46.2％であり、「5
万円未満」が 20.2％となっている（図 4-63）。これらで全体の約 70％を占めており、ア

ルバイト収入の平均額はこの範囲であると読み取れる。しかし 1 ヶ月 10 万円以上の収

入がある人も 23.6％と全体の約 4 分の 1 を占めていることも理解しておきたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-61 アルバイトの職種 
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3.4 

8.5 9.3 8.5 

16.9 

11.0 
12.7 

8.5 

13.6 

7.6 

0 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

5万円未満
20.2 

5-10万円未満
46.2 

10-12万円未満
10.9 

12-14万円未満
11.8 

14-16万円未満
4.2 

16-18万円未満
0.8 

28-20万円未満
3.4 

22万円以上
2.5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-62 1 週間当たりのアルバイト勤務時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無回答を除く。 

図 4-63 1 ヶ月のアルバイト収入 
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● この調査は高校３年生の皆さんが、将来にどのような進路を考えているのかを明ら

かにしようとするもので、これをもとに、日本の教育政策の参考にすることを目的とし

ています。 

● 全国で約４千人の高校３年生と、その保護者のかたがたにご回答をいただいていま

す。回答はすべて統計的に処理され、あなた個人についての情報が他の目的で使われる

ことや、回答がご両親や学校などに知られることは決してありませんので、現状や考え

をありのままに
．．．．．．

記入してください。 

● この調査は東京大学大学院教育学研究科の大学経営・政策研究センターが、『文部

科学省科学研究費補助金』を得て行うものです。実際の調査票の配布・回収の業務につ

いては三井情報開発(株)に委託しています。 

お問い合わせ ： この調査に関するお問い合わせは以下にお願いします。 

三井情報開発株式会社 総合研究所 

「高校生の進路についての調査」係 

TEL：0120-775-763 担当：橋谷田
は し や だ

、鈴木、新野 まで 

受付日時：午前 10:00～午後 5:00（土曜・日曜・祝祭日は除く） 

※当社はプライバシーマークの取得団体です。 

 

調査結果の概要は、２００６（平成１８）年６月ころに、上記大学経営・政策研究センター

のホームページ（http://www.p.u-tokyo.ac.jp/crump/）に掲載される予定です。 
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１．就職、進学、それとも？ 
 

問１ 高校１～２年生のころ、あなたは卒業後の進路として、就職（民間企業や官公庁などへの就職）を考え

ていましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 
（％） 

ｎ＝4,000 必ず就職したいと 

思っていた 

できれば就職したい

と思っていた 
就職は 

考えていなかった 
なにも 

決めていなかった 

○は 1 つ 9.6 9.5 66.0 14.9 
 

問２ 高校１～２年生のころ、あなたは卒業後の進路として、進学（大学、短大や専門学校への進学）を考え

ていましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 
（％） 

ｎ＝4,000 必ず進学したいと 

思っていた 

できれば進学したい

と思っていた 
進学は 

考えていなかった 
なにも 

決めていなかった 

○は 1 つ 53.3 25.3 12.5 9.0 
 

問３ いまのところ、卒業したらどのような進路を考えていますか。 

ａ．はじめに、「ａ．可能性のあるもの」にいくつでも○をつけてください。 

ｂ．次に、その中から、「ｂ．第一志望」（最も希望しているもの）を１つえらんで○をつけてください。

ｃ．さらに、すでに進路が決定している方は「ｃ．決まっている場合」の欄の１～７のうち１つに○を  

  つけてください。 

 「まだ考えていない（決まっていない）」場合は８に○をつけてください。 

 （ａ～ｃのそれぞれについてお答えください。） 
（％） 

n=4,000 
 

（ａ～ｃ それぞれたてに回答してください） 

ａ．可能性の

  あるもの
 ｂ．第一志望  

ｃ．決まって

  いる場合

たてに○はいくつでも  たてに○は１つ  たてに○は１つ 

就職 24.1  14.4  11.7 
家の手伝い・家業を継ぐ   2.9  0.2  0.3 
アルバイトだけの生活 7.0  0.7  0.5 
短大・専門学校への進学 42.2  25.1  22.0 
大学への進学 64.4  57.3  29.9 
就職しながら進学 4.0  0.6  0.3 
その他 
（具体的に           ） 1.6  0.5  0.3 

まだ考えていない（決まっていない） 0.4  1.4  35.2 
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問４ すでに就職が決まった方、および現在就職を考えている方のみお答えください。（その他の方は問５へ） 

あなたが就職を考えた理由として、次の項目はどれくらいあてはまりますか。ａ～ｊのそれぞれについ

て、あてはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）           

n=840 
（ａ～ｊ それぞれ横に○は１つずつ） 

とても 

あてはまる
あてはまる

あてはまら 

ない 

全くあては

まらない 

ａ．仕事をするのが自分に向いていると思う

から 15.0 53.0 21.1 2.0 
ｂ．早くお金をかせぎたい、あるいは、経済

的に自立したいから 34.5 45.2 10.0 1.3 

ｃ．やりたい仕事があるから 14.6 33.7 35.7 6.9 
ｄ．高卒後すぐに就職したほうが、よい会社

（官公庁）に入れると思うから 6.0 16.7 52.0 16.3 

ｅ．進学しても得るものが少ないと思うから 11.7 28.1 40.5 10.7 
ｆ．高卒後すぐに進学しなくても、進学のチ

ャンスはあると思うから 4.9 29.4 38.2 18.5 

ｇ．家族や学校の先生にすすめられたから 5.8 20.1 41.2 23.7 
ｈ．進学のための費用が高いから 17.5 33.7 26.9 12.6 
ｉ．進学したい学校が近くにないから 4.6 16.4 44.2 25.6 
ｊ．自分の成績ではいきたい学校に進学でき

そうもないから 6.8 20.7 39.4 23.8 

 

問５ 卒業後の進路を決める上で、次の項目をどの程度考慮しましたか。ａ～ｅのそれぞれについて、あては

まる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）             

n=4,000 
（ａ～ｅ それぞれ横に○は１つずつ） 

とても 

考慮した 

やや 

考慮した 

あまり考慮 

しなかった 

全く考慮 

しなかった 

ａ．学校の成績・入学試験 38.1 40.2 15.6 6.0 
ｂ．家庭の経済的な状況 16.4 43.3 29.8 10.4 
ｃ．そのほかの家庭の事情 4.7 22.7 43.4 28.8 
ｄ．近くに適当な進学先があるかどうか 14.0 34.8 31.2 19.8 
ｅ．自分の志望がはっきりしているかどうか 49.1 36.5 11.1 3.1 

 

問６ 卒業後の進路を考える上で、次の項目は、どの程度の影響があったと思いますか。ａ～ｉのそれぞれに

ついて、あてはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）             

n=4,000 
（ａ～ｉ それぞれ横に○は１つずつ） 

大きな影響

があった 

影響が 

あった 

影響は 

なかった 

全く影響は 

なかった 

ａ．家族 24.2 43.6 23.5 8.7 
ｂ．友だち 12.1 36.0 36.5 15.3 
ｃ．学校の進路指導 10.5 35.8 34.9 18.8 
ｄ．中学や高校の先生 9.5 29.7 37.4 23.4 
ｅ．塾や予備校の先生 5.2 12.4 27.1 55.2 
ｆ．就職ガイドブックなど 4.1 21.1 30.8 44.0 
ｇ．企業訪問・職場見学 7.4 16.0 28.8 47.5 
ｈ．学校のガイドブックなど 13.5 42.9 23.3 20.2 
ｉ．学校主催のオープンキャンパス 26.3 30.9 20.5 22.3 
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問７ 就職する方も、進学する方も、もし、次のような学校に進学する場合、学費や生活費を負担することが

可能だと思いますか。ａ～ｈのそれぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

なお、自宅から通学できる範囲以内に学校がない場合はあるものとして、また、これらの学校への進学

を考えていない場合でも想定でお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％） 

n=4,000 
（ａ～ｈ それぞれ横に○は１つずつ） 負担できる 難しい 非常に困難 

４年制大学 

私立 
ａ．自宅外通学 18.8 45.0 35.7 
ｂ．自宅から通学 46.1 37.8 15.8 

国公立
ｃ．自宅外通学 38.7 44.5 16.2 
ｄ．自宅から通学 65.6 25.4 8.5 

短大・ 

専門学校 

私立 
ｅ．自宅外通学 25.0 48.1 26.3 
ｆ．自宅から通学 51.6 34.9 13.1 

国公立
ｇ．自宅外通学 39.9 44.4 15.1 
ｈ．自宅から通学 65.4 26.1 7.9 

 

 

２．あなたの個性と将来への考え方 
 

問８ あなたは、次のようなことが得意ですか、苦手ですか。ａ～ｅのそれぞれについて、あてはまる番号 

１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％） 

n=4,000 
（ａ～ｅ それぞれ横に○は１つずつ） 

得意 ふつう 苦手 

ａ．人との付き合い方 33.5 55.1 11.4 
ｂ．スポーツ 43.7 39.8 16.4 
ｃ．まじめに取り組むこと 40.4 49.1 10.4 
ｄ．音楽や美術など 31.5 47.9 20.5 
ｅ．手や体を使った仕事 41.0 51.4 7.6 

 

問９ あなたは自分の将来についての次のような意見をどう思いますか。ａ～ｆのそれぞれについて、あては

まる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）      

n=4,000 
（ａ～ｆ それぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う 
そう思う そうは 

思わない 
全くそうは

思わない

ａ．自分に何が向いているか、まだわからない 11.8 41.1 37.2 9.9 
ｂ．とにかく進学し、合わなければやめてもよい 1.1 11.5 53.2 34.1 
ｃ．早く社会に出て働きたい 11.5 30.1 46.4 12.0 
ｄ．社会に出て仕事をするのは不安だ 15.8 47.1 30.2 6.9 
ｅ．自分がフリーターのような生き方をするのも悪く

ない 
2.1 12.9 34.7 50.3 

ｆ．誰でも大学に入れる時代だから、大学を出ても大

した得にはならない 4.3 19.7 55.5 20.5 
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問１０ あなたが自分の仕事を選ぶ時、次のそれぞれの条件はどのくらい重要だと思いますか。ａ～ｇのそれ

ぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）     

n=4,000 
（ａ～ｇ それぞれ横に○は１つずつ） 

とても重要 やや重要 
あまり重要で

ない 

全く 

重要でない 

ａ．自分の生活が楽しめる 60.0 37.1 2.7 0.3 
ｂ．失業の恐れがない 42.0 47.6 9.4 1.0 
ｃ．高い収入が得られる 36.3 52.0 10.9 0.8 
ｄ．責任者として指揮がとれる 9.8 34.2 48.4 7.6 
ｅ．独立して自分で自由にできる 16.3 34.2 43.7 5.8 
ｆ．専門知識や技能がいかせる 42.4 43.1 13.0 1.5 
ｇ．人の役に立つ 50.0 38.7 9.5 1.8 

 

問１１ 大卒の場合と高卒の場合とでは、将来の収入にどのような違いがあると思いますか。（○は１つ） 

（％） 

n=4,000 
同じくらい 

大卒の方が 

１～２割高い 

（1.1～1.2 倍） 

 

３～４割高い 

（1.3～1.4 倍） 

 

５～９割高い 

（1.5～1.9 倍） 

２倍以上高い 

○は１つ 6.5 27.4 44.1 14.4 7.5 
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問１２ ３０代の頃、どのような職業につきたいと思いますか。あてはまるものにいくつでも○をつけてくだ

さい。（○はいくつでも） 

n=4,000  ○はいくつでも

農業・林業・漁業 農・林・水産に関わる仕事 6.2 

生産や建築に関わる仕事（技能職） 

工場などの生産現場での技能職 6.4 
自動車整備士、電気工事作業員など 7.4 
塗装工・配管工など土木・建設関係の技能職 4.9 

職人的な仕事 
大工・左官・とび職など 4.0 
理容師、美容師など 10.4 
コック、料理人など 12.3 

販売や接客に関わる仕事 

デパート店員やセールスマンなどの販売員 11.3 
小売店・スーパー・コンビニなどの店員 7.9 
客室乗務員、ウェイトレス、ホテルマンなど 15.2 
商店、飲食店、ブティックなどの小売店の店主・経営者 13.3 

事務職 
一般事務、営業マン、銀行員、商社員、OL など 21.7 
公務員 25.4 

技術職・エンジニア 
SE、コンピュータのプログラマー 10.8 
機械・電気や建築関係の技術者 11.6 

管理的職業 

会社の部長、課長、など 7.3 
会社の経営者 9.4 
議会議員、政治家など 3.3 

運輸や通信に関わる仕事 

自動車・トラック・電車の運転手など 4.9 
パイロット、航海士など 3.9 
通信士、郵便配達など 1.7 

警察官、自衛官など 
警察官、消防官、自衛官 10.1 
ガードマン（警備員） 2.3 

医療や福祉に関わる専門職 

医師・歯科医師・獣医・薬剤師 9.5 
栄養士、看護師、臨床検査技師 15.3 
ケースワーカーやカウンセラーなど福祉に関わる職業 14.1 

法律などに関わる専門職 
弁護士、検事、裁判官など 6.7 
税理士、会計士など 5.8 

教員、研究職 

科学者、研究者、大学の教授 9.0 
小学校、中学校、高校、養護学校の教員など 21.3 
幼稚園の先生や保育士 16.5 

マスコミ関係の仕事 
記者、ジャーナリスト、編集者 11.1 
テレビ・ラジオなど放送に関わる職業 13.6 

芸術家、芸能、スポーツに関わる 

仕事 

デザイナー、スタイリスト、カメラマン 13.4 
小説家、作家、マンガ家 7.7 
芸術家 6.6 
歌手やタレント 9.4 
スポーツ選手 8.2 

そのほか 
専業主婦・主夫 20.9 
その他 
具体的に（                  ） 

4.6 

（％）
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３．進学について 
 

＜進学を考えていない人は、136 ページの「４．高校での生活」にお進みください。＞ 

 

問１３ 進学する（したい）と考えた理由として、次の項目はどれくらいあてはまりますか。ａ～ｊのそれぞ

れについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
                                                                                             （％） 

n=3,366 
 

（ａ～ｊ それぞれ横に○は１つずつ） 

とても 

あてはまる
あてはまる

あてはまら 

ない 

全く 

あてはまら

ない 

ａ．進学するのは当然だと思っていたから 28.8 41.7 23.0 6.0 
ｂ．高卒ではよい就職先がみつからないから 23.3 40.4 25.2 10.5 
ｃ．勉強してみたい分野がみつかったから 41.5 40.4 14.6 3.0 
ｄ．職業に必要な資格を取りたいから 45.3 35.0 16.0 3.2 
ｅ．学生生活を楽しみたいから 37.5 46.5 13.7 1.9 
ｆ．まわりのみんなが進学するから 7.4 28.0 42.0 22.1 
ｇ．進学すれば、自分のやりたいことがみつかる

と思うから 25.6 47.7 19.7 6.5 
ｈ．幅広く多くの人々と知り合うことができるか

ら 35.2 46.2 15.3 2.8 

ｉ．家族や学校の先生がすすめるから 6.0 27.5 43.8 22.2 
ｊ．まだ就職したくないから 13.4 31.2 34.1 20.9 

 

問１４ 現在のあなたの進学希望先は、次のうちの何ですか。 

ａ．はじめに、「ａ．高校１～２年の頃の希望」について、いくつでも○をつけてください。 

ｂ．次に、現在の「ｂ．受験予定」について、いくつでも○をつけてください。 

ｃ．さらに、「ｃ．第一志望」について、１つ選んで○をつけてください。 

 なお、「まだ考えていない」場合は、「８」に○をつけてください。また、すでに推せん入学等で 

 進学先が決まっている方は、受験する予定の学校に含めてお答えください（問１６まで同じ）。 

 （ａ～ｃのそれぞれについてお答えください。） 
（％） 

n=3,366 
 

（ａ～ｃ それぞれたてに回答してください） 

ａ．高校１～２

年の頃の希望
 ｂ．受験予定  ｃ．第一志望

たてに○はいくつでも  たてに○はいくつでも  たてに○は１つ 

４年制大学 私立 50.5  58.8  43.0 
４年制大学 国公立 44.4  28.0  24.3 
短大 16.5  14.0  9.1 
専門学校 32.4  26.9  20.8 
各種学校 2.9  1.1  0.3 
外国の大学 4.3  0.9  0.5 
その他 
（具体的に          ） 0.6  0.1  0.1 

まだ考えていない（考えていなかった） 9.6  1.2  1.9 
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問１５ あなたが現在、進学を希望している学校は、どこにある学校ですか。はじめに、「ａ．受験予定」の

ものにいくつでも○をつけてください。次に、その中から「ｂ．第一志望」を１つえらんで○をつけ

てください。（ａ、ｂ のそれぞれについてお答えください。） 
（％） 

n=3,366 
（ａ、ｂ それぞれたてに 

回答してください） 

ａ．受験予定  ｂ．第一志望 

たてに○はいくつでも  たてに○は１つ 

いま住んでいる

都道府県内 

自宅から 
通学する学校 60.9  48.7 
自宅外から 
通学する学校 10.1  4.6 

いま住んでいる

都道府県外 

自宅から 
通学する学校 25.1  17.0 
自宅外から 
通学する学校 35.2  27.2 

 
問１６ 進学先ではどのような分野を学ぶつもりですか。①４年制大学・短大の場合と、②専門・各種学校の

場合のそれぞれにつき、「ａ．受験予定」のものにはいくつでも○、「ｂ．第一志望」には１つ○をつ

けてください。受験しない場合は、「１２」に○をつけてください。（ａ、ｂ のそれぞれについてお

答えください。） 

 

＜①４年制大学・短大の場合＞ ＜②専門・各種学校の場合＞ 

n=3,366 
（ａ、ｂ それぞれたてに回答

してください） 

ａ．受験 

予定 

ｂ．第一 

  志望 n=3,366 
（ａ、ｂ それぞれたてに回答 

してください） 

ａ．受験 

予定 

ｂ．第一 

  志望 
たてに○は 
いくつでも 

たてに○は

１つ 
たてに○は 
いくつでも 

たてに○は

１つ 

人文科学系（文学・外国語・

哲学・歴史学・心理学） 
20.0 13.3 理工・情報通信・建築・機械 3.9 3.6 

社会科学系（経済学・経営

学・商学・法学・政治学・社

会学） 

25.3 20.5 農業・動物 1.4 1.1 

理学 6.4 2.6 看護・医療技術・福祉 8.2 7.5 
工学 12.5 10.1 食物・調理・栄養 1.8 1.5 
農学 3.8 2.3 理容・美容 4.0 3.4 
教育・保育 13.7 9.3 教育・保育 2.2 1.5 
家政・生活科学・栄養 5.7 4.3 商業実務・経営・経理 1.2 1.0 
医学・歯学・薬学 3.9 2.9 服飾・服飾デザイン 1.3 0.9 
看護・医療技術・福祉 10.0 7.3 芸術・文化・教養・外国語など 3.8 3.4 
芸術 4.3 3.4 公務員試験の受験対策 1.0 0.8 
その他 

（具体的に：    ） 
2.3 2.1 その他 

（具体的に：       ） 
1.1 1.1 

受験しない 21.6 21.6 受験しない 73.9 73.9 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） （％）
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問１７ 第一志望を決めるときに次の項目はどの程度重要でしたか。ａ～ｇのそれぞれについて、あてはまる

番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）         

n=3,366 
（ａ～ｇ それぞれ横に○は１つずつ） 

とても重要 やや重要
あまり重要

でない 

全く重要で 

ない 

ａ．自宅から通える 32.6 30.5 22.5 13.8 
ｂ．授業料や生活費を負担できる 27.7 44.8 22.7 4.2 
ｃ．自分の成績にあっている 30.2 48.9 16.7 3.7 
ｄ．自分のつきたい職業に直結している 56.7 30.7 10.3 1.8 
ｅ．校風や社会からの評価 21.2 48.7 25.0 4.5 
ｆ．自分の勉強したい専門分野 62.6 30.2 5.7 0.9 
ｇ．実用的な知識・技能が身につく 55.5 35.7 7.0 1.2 

 

問１８ 第一志望の学校に進学する場合には、どれくらいお金がかかると思いますか。「ａ．授業料」と「ｂ．

生活費」のそれぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
          n=3,366                           n=3,366 

ａ．授業料（年額）  （たてに○は１つ）  ｂ．生活費など(月に)（たてに○は１つ） 

60 万円未満 （月 5 万円未満） 8.9  5 万円未満 30.3 
60～100 万円未満 （月 5～8 万円程度） 29.1  5～10 万円未満 40.0 

100～150 万円未満 （月 8～13 万円程度） 38.9  10～15 万円未満 21.2 
150～200 万円未満 （月 13～17 万円程度） 13.9  15～20 万円未満 5.0 
200～300 万円未満 （月 17～25 万円程度） 6.2  20～25 万円未満 1.4 
300 万円 以上 （月 25 万円以上） 2.3  25 万円以上 1.1 

 

問１９ 第一志望の学校に進学する場合に、授業料と生活費の資金をどのように確保する必要がありますか。

ａ～ｄのそれぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）           

n=3,366 
（ａ～ｄ それぞれ横に○は１つずつ） 

不可欠 必要 
必要で 

ない 

全く必要

でない 

ａ．家からの補助 63.2 34.1 1.7 0.4 
ｂ．自分のアルバイトによる収入 32.0 55.9 9.3 2.1 
ｃ．学生支援機構の奨学金(返済が必要) 20.3 32.0 33.8 13.0 
ｄ．その他の奨学金、ローン 9.2 28.9 43.3 17.4 

 

問２０ 奨学金に関する次の意見についてどう思いますか。ａ～ｅのそれぞれについて、あてはまる番号１つ

に○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）          

n=3,366 
（ａ～ｅ それぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う 
そう思う そうは 

思わない 
全くそうは

思わない 
ａ．卒業後に自分で返済してもよいから、必要

な額の奨学金を与えてほしい 
22.1 44.4 27.5 5.4 

ｂ．卒業後の返済が不安だから、なるべく奨学

金を借りたくない 10.4 38.6 43.4 6.9 
ｃ．日本学生支援機構の予約奨学生（高校在学

中に決める奨学金）の数を増やすべきだ 
18.5 45.8 31.6 3.4 

ｄ．今から奨学金について考えるのは難しい 11.4 43.8 36.5 7.7 
ｅ．奨学金についての情報が少ない 20.5 54.5 20.3 4.1 

（％）
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４．高校での生活 
 

問２１ あなたが通っている高校の名前を記入してください。（○は１つ／高校名記入） 

          n=4,000 

１．国立              0.4 
２．都道府県立       62.2 
３．市立              6.0 
４．私立             31.2 

（          ） 高等学校（中等教育学校）

 

問２２ 所属している学科、課程、およびコースはどれですか。ａ～ｃのそれぞれについて、あてはまる番号

１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

          n=4,000              n=4,000            n=4,000 

ａ．学科  ｂ．課程 ｃ．コース（進路別のコースやクラス）

（たてに○は１つ） （たてに○は１つ） （たてに○は１つ） 

普通科 74.5  全日制 100.0 コースはない 38.9

商業科・商業系学科 7.9  定時制 0.0 文科系進学者のためのコース 32.3

工業科・工業系学科 7.5  通信制 0.0 理科系進学者のためのコース 17.8

農業科・水産科 1.3    就職希望者のためのコース 3.9 

家庭科 1.2    その他のコース 

（具体的に：       ）
7.1 

看護科 0.5      

総合科 3.0      

その他 

（具体的に    ） 
4.2      

 

問２３ 高校に進学するとき、今の学校・学科に入りたいと思っていましたか。（○は１つ） 
                  （％） 

n=4,000 たてに○は１つ

思っていた 62.9 
今の学校に入りたかったが、学科は別の

ところがよかった 
3.5 

違う学校に入りたかった 16.4 
どの学校でもよかった 11.8 
他に選ぶ学校がなかった 5.5 

（％）

（％）
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問２４ 次の科目は、得意ですか（でしたか）。それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてくださ

い。履修していない場合は、「５．履修していない」に○をつけてください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 
n=4,000 
（それぞれ横に○は１つずつ） 

得意 やや得意
やや 

不得意 
不得意 

履修して 

いない 

国
語 

現代文 19.4 39.0 25.0 15.6 1.0 
古文・漢文 7.0 22.7 32.8 31.6 5.8 

英 語 14.1 26.2 27.8 29.7 1.1 
社 

会 

地歴 13.5 26.3 28.1 24.2 7.9 
公民 9.1 25.1 28.2 20.8 16.5 

数
学 

数学 I・A、II・B 16.0 28.5 19.3 29.5 6.8 
数学 III・C 5.6 10.9 13.0 15.9 54.4 

理
科 

物理 5.6 12.2 16.8 17.2 48.2 
化学 6.7 17.5 24.4 25.6 25.8 
生物 11.1 25.4 23.5 15.6 24.4 
地学 2.8 7.9 14.9 10.2 64.0 

専門 
農業・工業・商業・水産・

家庭・看護など 8.8 14.7 10.3 4.7 61.1 

 

問２５ あなたのクラスでは、大学、短大などへの進学希望者はどれくらいいますか。（○は１つ） 
 

n=4,000 3 割未満 
3 割～ 

5 割未満 
5 割～ 

8 割未満 
8 割～ 

9 割未満 
ほとんど 
全員 

○は 1つ 12.7 14.7 19.6 14.2 38.8 
 
問２６ あなたの成績は学年全体でどれくらいでしたか。「ａ．中学３年生のとき」、および「ｂ．高校３年生

の一学期」のそれぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。 
（○はそれぞれ１つずつ） 

          n=4,000 

（ａ、ｂ ともにそれぞれ横

に○は１つずつ） 
上のほう 中の上 中くらい 中の下 下のほう 

ａ．中学３年生のとき 22.7 23.6 29.9 14.7 9.1 
ｂ．高３の一学期 21.0 24.0 29.0 15.0 10.9 

 

問２７ 自宅や図書館で１日に平均どのくらい勉強していますか。「ａ．高校１年生のとき」、および「ｂ．現

在」につき、平日についてお答えください（テスト期間中は含めません）。（○はそれぞれ１つずつ） 

          n=4,000 

（ａ、ｂ ともにそれぞれ

横に○は１つずつ） 
ほとんど 

しない 

30 分程

度 
1 時間 
程度 

2 時間 
程度 

3 時間 
程度 

4 時間 
以上 

平均値 
（時間） 

ａ．高校１年生のとき 59.0 13.2 16.9 7.2 2.9 0.9 0.51 
ｂ．現在 40.5 7.6 9.2 10.4 13.3 19.0 1.69 

      ※平均値における「4時間以上」は「5時間」と見なして求めた 

 
問２８ 高校３年になってから何日間くらい欠席しましたか。（○は１つ） 
 

n=4,000 
欠席なし 1～2 日 3～6 日 7 日～9 日 10 日以上 

○は１つ 41.2 26.2 19.0 5.0 8.6 
 

（％）

（％）

（％） 

（％）

（％） 
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問２９ アルバイトを「ａ．高校１年のとき」どれくらいしましたか。また、「ｂ．現在」どれくらいしてい

ますか。していない人は０と記入してください。（夏休み、冬休み、春休みの期間のアルバイトは除きます） 

n=4,000 

（回/週） 1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 6 回 7 回以上 していない 回数不明

ａ．高１のとき 1.4 3.9 5.6 4.7 2.9 0.7 0.1 80.4 0.0 
ｂ．現在 1.4 4.2 7.5 6.8 4.2 1.2 0.1 74.5 0.0 
（時間/回） 3 時間未満 3 時間～ 4 時間～ 5 時間～ 6 時間～ 7 時間～ 8 時間～ していない 時間不明

ａ．高１のとき 0.9 4.3 7.5 4.7 0.8 0.3 1.0 80.4 0.0 
ｂ．現在 0.9 4.4 8.8 7.1 2.2 0.5 1.5 74.5 0.0 

 

問３０ あなたは、親しい友だちがどれくらいいますか。ａ～ｃのそれぞれについて、あてはまる番号 1 つに

○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

     n=4,000 

（ａ～ｃ それぞれ横に○は１つずつ） 
いない 

少しいる 

（1～2 人）

たくさんいる 

（3 人以上） 

ａ．高校入学前からの友だち 2.5 22.7 74.8 
ｂ．高校の友だち 1.1 9.9 88.9 
ｃ．それ以外の友だち 17.1 28.6 54.2 

 
問３１ あなたは、次のような活動にどれくらい多くの時間を使いましたか。「（１）高校 1 年生のころ」およ

び「（２）現在」における、ａ～ｅのそれぞれについて、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 
 

〔（１）高校１年生のころ〕 

n=4,000 

（ａ～ｅ それぞれ横に○は 

１つずつ） 

とても多くの時間を

使った 

やや多くの時間を

使った 

あまり時間を 

使わなかった 

ほとんど時間を 

使わなかった 

ａ．学校の授業の勉強 11.3 25.7 40.8 22.2 
ｂ．塾や受験のための勉強 3.1 12.0 25.5 59.4 
ｃ．友だちとのつきあい 33.0 45.1 18.9 3.1 
ｄ．部活動 50.3 16.2 8.8 24.7 
ｅ．アルバイト 6.1 10.0 7.7 76.0 

 

〔（２）現在〕 
n=4,000 

（ａ～ｅ それぞれ横に○は 

１つずつ） 

とても多くの時間を

使っている 

やや多くの時間を

使っている 

あまり時間を 

使っていない 

ほとんど時間を 

使っていない 

ａ．学校の授業の勉強 19.5 32.7 29.4 18.3 
ｂ．塾や受験のための勉強 28.0 19.0 14.4 38.6 
ｃ．友だちとのつきあい 31.5 37.1 25.6 5.8 
ｄ．部活動 9.4 7.0 11.9 71.6 
ｅ．アルバイト 9.6 12.7 5.8 71.7 

（％）

（％） 

（％）

（％）
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５．あなたと家族 
 

問３２ あなたの性別はどちらですか。（○は１つ） 

n=4,000 男性 女性 

○は１つ 50.0 50.0 

問３３ あなたは現在、保護者の方と同居していますか。（○は１つ） 

n=4,000 たてに○は 1 つ

ご両親と一緒に生活している 91.0 
父親と一緒に生活 0.6 
母親と一緒に生活 8.1 
ご両親以外の保護者の方と一緒に生活 0.4 

問３４ あなたはふだん、保護者の方と次のことについてどれくらい話していますか。ａ～ｅのそれぞれにつ

いて、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
n=4,000 
（ａ～ｅ それぞれ横に○は１つずつ） 

よく話す 少し話す 
ほとんど 

話さない 

全く 

話さない 

ａ．あなたの成績 23.6 44.1 25.4 6.9 
ｂ．卒業後の進路 41.7 44.9 10.8 2.5 
ｃ．あなたの友だち 30.9 39.5 21.5 8.0 
ｄ．あなたの悩み 11.4 24.1 36.4 28.1 
ｅ．世の中のできごと 24.6 44.3 21.9 9.3 

 

問３５ あなたは、家にいつ頃までとどまる予定ですか。（○は１つ） 

n=4,000 高卒後すぐに 

家を出る 
就職するまで 結婚するまで 

ずっと家に 

いる 
わからない 

○は１つ 27.0 24.2 16.6 2.5 29.8 
 
問３６ あなたは将来、何歳くらいで結婚したいですか。（○は１つ） 

n=4,000 
20 歳まで 20 代前半 20 代後半 30 代前半 

30 代後半 

以降 
わからない 

○は１つ 1.1 28.7 44.5 6.2 0.7 18.7 
 
問３７ あなたは、家族のあり方や将来の生活についてどう考えていますか。ａ～ｅのそれぞれについて、あ

てはまる番号 1 つに○をつけてください。ａ、ｂ については、男性は「男性の方」の部分、女性は「女

性の方」の部分の考え方についてお答えください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

n=4,000 
（ａ～ｅ それぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う
そう思う

そうは 
思わな

い 

全くそう

は思わ

ない 

ａ． 
（男性の方）妻には結婚しても仕事を続けてほしい 20.8 26.1 2.5 50.5 
（女性の方）結婚しても仕事を続けたい 

ｂ． 
（男性の方）家事・育児を手伝う 38.5 5.9 1.0 54.6 
（女性の方）夫も家事を手伝ってほしい 

ｃ． 女の子には高い学歴は必要ない 4.9 55.7 15.5 23.8 
ｄ． 親の老後は同居して面倒をみたい 6.5 42.7 7.2 43.5 
ｅ． 将来もいまの地域に住みたい 12.2 43.2 11.4 33.1 

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）
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６．大学や社会のあり方についてのあなたの意見 
 

問３８ 今の社会で、個人の将来の職業や収入を決めるのに何が重要だと思いますか。ａ～ｆのそれぞれにつ

いて、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
n=4,000 
（ａ～ｆ それぞれ横に○は１つずつ） 

とても重要 やや重要 
あまり重要 

ではない 

全く 

重要でない 

ａ．出身の高校 4.7 26.2 50.2 18.8 
ｂ．大学への進学 23.1 50.7 19.5 6.7 
ｃ．どの大学を出たか 26.2 43.5 22.5 7.7 
ｄ．大学院への進学 10.8 34.0 42.5 12.7 
ｅ．生まれた家庭の経済力 7.1 20.7 43.3 28.8 
ｆ．親の学歴 1.3 5.1 38.2 55.4 

 

問３９ これからの社会についての次の意見をどう思いますか。ａ～ｅのそれぞれについて、あてはまる番号

1 つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
n=4,000 
（ａ～ｅ それぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う 
そう思う そうは 

思わない 
全くそうは 
思わない 

ａ．学歴よりも資格が重視されるようになる 31.3 53.5 14.3 0.9 

ｂ．年功序列ではなくなり、本人の能力を重

視して昇進や昇給が行われるようになる
35.7 53.2 10.0 1.0 

ｃ．仕事よりも家庭や個人の生活を大切にす

る人が増える 
9.8 46.6 40.7 2.9 

ｄ．学歴をもっていても安定した生活は保障

されない 
34.8 55.1 9.0 1.0 

ｅ．会社に勤めるよりも、自分で会社を起こ

す人が増える 
7.2 37.9 51.1 3.7 

 

あなたの将来について、考えていることを自由に書いてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書ききれなければ裏面をつかってください 

調査項目はこれでおわりです。ご協力ありがとうございました。 

 

（％）

（％）
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2005 年 11 月 

高校生の進路についての調査 

東京大学大学院教育学研究科 大学経営・政策研究センター 
 

保護者の方へのご質問 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● この調査は高校３年生が、将来にどのような進路を考えているのかを明らかにしよ

うとするもので、これをもとに、日本の教育政策の参考とすることを目的としています。

● 全国で約４千人の高校３年生と、その保護者の方々にご回答をいただいています。

回答はすべて統計的に処理され、あなた個人についての情報が他の目的で使われること

や、回答がお子様や学校などに知られることは決してありませんので、現状や考えをあ
．

りのままに
．．．．．

記入してください。 

● この調査は東京大学大学院教育学研究科の大学経営・政策研究センターが、『文部

科学省科学研究費補助金』を得て行うものです。実際の調査票の配布・回収の業務につ

いては三井情報開発(株)に委託しています。 

お問い合わせ ： この調査に関するお問い合わせは以下にお願いします。 

三井情報開発株式会社 総合研究所 

「高校生の進路についての調査」係 

TEL：0120-775-763 担当：橋谷田
は し や だ

、鈴木、新野 まで 

受付日時：午前 10:00～午後 5:00（土曜・日曜・祝祭日は除く） 

※当社はプライバシーマークの取得団体です。 

 

調査結果の概要は、２００６（平成１８）年６月ころに、上記大学経営・政策研究センター

のホームページ（http://www.p.u-tokyo.ac.jp/crump/）に掲載される予定です。 
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１．高校３年生のお子さんについて 
 
問１ あなたと、高校３年生のお子さんの続き柄をお答えください。（○は１つ） 

 

n=4,000 縦に○は１つ   

父親 9.0   

母親 90.8   

そのほか 0.2 ⇒関係を具体的に （                              ）

 

問２ あなたから見たお子さんは、どのようなお子さんですか。ａ～ｅのそれぞれについて、当てはまる番号

１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
n=4,000 

（ａ～ｅ それぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う 
そう思う

そうは 
思わない 

全くそうは

思わない

ａ．自分に何が向いているか、まだ分かっていない 6.4 37.8 45.5 10.2 

ｂ．友達の影響を受けすぎる 2.6 16.4 60.5 20.5 

ｃ．なるべく早く社会に出たほうが活躍できる 3.0 24.1 63.8 9.0 

ｄ．本人にまかせておけば大体、大丈夫だ 5.2 51.1 39.6 4.1 

ｅ．何を考えているのかわからない 1.7 14.0 62.1 22.1 
 

問３ お子さんは、次のような塾や習い事などについて、半年以上学ばれたことがありますか。ａ、ｂ それ

ぞれについて、当てはまる番号にいくつでも○をつけてください。（○はそれぞれいくつでも） 

 

n=4,000 

（ａ、ｂ それぞれ縦に回答

してください） 

ａ．中学３年生

のとき 

 ｂ．高校に 

入ってから 

縦に○はいくつでも 縦に○はいくつでも

学習塾・進学塾 69.3  29.9 
家庭教師 12.7  3.6 
通信教育・通信添削 9.2  8.3 
お稽古ごと・習い事 17.5  9.1 
スポーツ教室等 10.2  3.8 
していない 17.6  59.4 

問４ 進学塾や家庭教師などで、月にどれくらいの費用をかけられましたか。 ａ、ｂ それぞれについて、

当てはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

n=4,000 

（ａ、ｂ それぞれ縦に回答

してください）    

ａ．中学３年生

のとき 

 ｂ．高校に 

入ってから 

縦に○は 1 つ 縦に○は 1 つ 

かけていない 17.6  59.2
1 万円未満 10.0  6.0 
1 万円～2 万円未満 30.4  10.1 
2 万円～3 万円未満 26.4  9.6 
3 万円～4 万円未満 10.0  6.8 
4 万円～5 万円未満 3.9  4.1 
5 万円～7 万円未満 1.1  2.5 
7 万円以上 0.7  1.4 

（％）

（％）

（％）

（％）
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問５ お子さんの将来について、本人と話し合っておられますか。「ａ．お父様」、「ｂ．お母様」のそれぞれ

について、当てはまる番号１つに○をつけてください。ただし、保護者の方がお父様、お母様でない場

合は、「ｃ．ご両親以外の保護者の方」の欄に記入してください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％） 

n=4,000 
（ａ、ｂ ともに横に○は１つずつ） 

よく話しあって 

いる 
ある程度 

話し合っている 
あまり話し合って 

いない 

ａ．お父様 12.9 50.5 30.2 

ｂ．お母様 35.2 57.3 7.0 

ｃ．ご両親以外の保護者の方 0.6 3.3 12.3 

 

問６ お子さんの高校卒業後の進路および将来についてどう思われますか。ａ～ｋのそれぞれについて、当て

はまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）      

n=4,000 
（ａ～ｋ それぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う 
そう思う そうは 

思わない 

全くそう

は思わ 
ない 

ａ．誰でも大学に入れる時代だから、大学を出ても大し

た得にはならない 
2.1 17.2 67.5 13.1 

ｂ．やりたいことを見つけるのに多少の時間がかかって

もしかたない 
7.4 81.8 10.3 0.4 

ｃ．自宅から通勤、通学してほしい 23.3 43.0 29.3 4.4 

ｄ．家庭の経済力に見合った進路を選んでほしい 11.5 65.4 20.9 2.1 

ｅ．高校を卒業したら経済的に自立してほしい 6.2 28.7 54.1 11.0 

ｆ．資格や免許をとれる学校にいってほしい 20.8 54.3 23.1 1.6 

ｇ．浪人してでも志望の大学に入ってほしい 3.1 20.1 58.7 17.9 

ｈ．進学しても学校が合わなければ途中でやめてもよい 0.7 18.2 60.8 20.1 

ｉ．大学院の進学も考えてほしい 1.1 12.5 55.4 30.8 

ｊ．結婚するまで家にいてほしい 4.6 19.2 54.3 21.8 

ｋ．将来も地元にいてほしい 5.6 30.5 48.9 14.9 

 

問７ お子さんの卒業後の進路を決める上で、次の項目をどの程度考慮しましたか。ａ～ｅのそれぞれについ

て、当てはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）        

n=4,000 
（ａ～ｅ それぞれ横に○は１つずつ） 

とても 

考慮した 

やや 

考慮した 

あまり考慮 

しなかった 

全く考慮 

しなかった 

ａ．学校の成績・入学試験 31.8 47.7 16.7 3.7 
ｂ．家庭の経済的な状況 14.3 53.0 27.4 5.2 
ｃ．そのほかの家庭の事情 4.2 28.7 45.7 21.1 
ｄ．地域に適当な進学先があるかどうか 11.7 43.5 30.8 13.8 
ｅ．本人の志望がはっきりしているかどうか 65.4 31.0 2.9 0.7 
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２．高校卒業後の進路について 
 
問８ 卒業したらどのような進路に進んで欲しいと考えておられますか。 

（○は、「ａ．可能性のあるもの」欄はいくつでも、「ｂ．最も望ましい」欄は１つ） 

                           （％） 

n=4,000 ａ．可能性の 

あるもの 
 

ｂ．最も望まし

い 

縦に○はいくつでも  縦に○は１つ 

就職 27.1  15.3 
家の手伝い・家業を継ぐ 2.2  0.4 
アルバイトだけの生活 1.6  0.1 
短大・専門学校への進学 42.3  22.5 
大学への進学 67.0  57.7 
就職しながら進学 8.0  1.4 
その他：具体的に  

 
1.7  1.2 

まだ考えていない 0.2  1.4 
 

問９ 進路を決める場合に、次の事柄について、「親として子どもに」どの程度重視して欲しいと思われます

か。ａ～ｄのそれぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％） 

n=4,000 
（ａ～d それぞれ横に○は１つずつ） 

非常に重視

して欲しい 

重視して 
欲しい 

重視しなくて

よい 

ａ．高校を卒業して、経済的に自立すること 8.8 37.0 53.9 
ｂ．自宅から通学、通勤ができること 18.3 45.8 35.9 
ｃ．進学の学費や生活費などを家計が負担できる

かどうか、ということ 
14.7 61.8 23.3 

ｄ．本人が興味のある仕事や学校を選ぶこと 69.4 30.0 0.5 
 

問１０ 仮にお子さんが次のような学校に進学する場合、学費や生活費を負担することが可能だと思われます

か。ａ～ｈのそれぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。自宅から通学できる範

囲以内に学校がない場合も、あると仮定してお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

（％） 

n=4,000 

（ａ～ｈ それぞれ横に○は１つずつ） 
負担できる 難しい 非常に困難 

４年制大学 

私立 
ａ．自宅外通学 22.3 41.2 36.3 
ｂ．自宅から通学 62.8 24.8 12.2 

国公立 
ｃ．自宅外通学 44.6 39.1 16.1 
ｄ．自宅から通学 81.2 13.2 5.4 

短大・ 

専門学校 

私立 
ｅ．自宅外通学 30.5 42.9 26.1 
ｆ．自宅から通学 71.8 19.7 8.0 

国公立 
ｇ．自宅外通学 48.4 36.8 14.3 
ｈ．自宅から通学 84.2 11.2 4.2 
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問１１ 現在よりも経済的にゆとりがあるとすれば、お子さんのために何をさせてあげたいと思いますか。 

（○はいくつでも） 
n=4,000 縦に○はいくつでも

とくに現在の希望を変更することはない 61.7 
就職よりも進学 15.7 
短大・専門学校よりも４年制大学への進学 17.4 
自宅よりも自宅外通学 14.7 
授業料の高い学科への進学 9.8 

 

問１２ 前問（問１１）の希望（２～５を選択したもの）のうち、最もお金のかかる選択を可能にするために

は、あと毎月いくらぐらいのお金が必要だと思われますか。（○は１つ） 
（％） 

n=1,533 必要ない 
3 万円 
未満 

3～5 万円 
未満 

5～10 万円

未満 
10～15 万円

未満 
15～20 万円 

未満 20 万円以上

○は１つ 2.5 1.4 5.0 28.6 34.2 13.6 14.2 
 

問１３ 日本学生支援機構（旧日本育英会）の奨学金（後で返済が必要）についてお聞きします。 

予約採用に応募されましたか。（○は１つ） 
n=4,000 

応募した 応募しなかった 
この制度のことを 
十分知らなかった 

14.9 60.4 24.6 
 

応募しなかった方は、その主な理由に１つ○をつけてください。（○は１つ） 
 

n=2,414 ○は１つ

進学は考えていない 18.8 
将来、返済できるか不安 11.6 
成績の基準に達しなかった 8.9 
収入が高すぎた 8.3 
必要ない 50.7 

 

応募した方は、どの奨学金に応募されましたか。また額はいくらでしたか。それぞれについて、当ては

まる番号１つに○をつけてください。 
n=595                             n=595                                      n=421 
第１種奨学金（無利子）  第２種奨学金（利子 1.2％）  第２種奨学金の 

応募・採用額(月) 
応募しなかった 28.1  応募しなかった 18.2  

応募した 不採用 44.4  応募した 不採用 2.9  ３万円 11.9
採用 22.0  採用 67.9  ５万円 49.4

        ８万円 21.4
        １０万円 15.7

問１４に 
お進みください 

（％）

（％） 

（％）

（％）



146 

３．進学の費用について 
 
＜進学を考えておられない場合には、７ページ（ご家族について）にお進みください。＞ 

 

問１４ ご両親として最も希望される進学先はどのようなものですか。ａ～ｃのそれぞれについて、当てはま

る番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

n=3,481                                   n=3,481                        n=3,481 

ａ．学校・学部の種類（○は 1 つ）  ｂ．設立区分（○は 1 つ）  ｃ．通学形態（○は 1 つ）

大 

学 

文系学部 38.5  国立 39.5  自宅 77.4 
理系学部 20.5  公立 15.0  自宅外 20.7 
医・歯学部 2.1  私立 43.5    

薬学・保健関係 9.5       

短大 8.7       

専門学校 18.7       

 

問１５ ご両親として最も希望される進学先に進学する場合には、ａ．授業料はどれくらいかかりますか。ま

た、ｂ．ご家庭としてはどの程度負担するおつもりですか。ａ、ｂ それぞれについて、当てはまる

番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

n=3,481                                                       n=3,481 

ａ．授業料（年額）（○は 1 つ）  ｂ．家庭としての負担（○は 1 つ） 

60 万円未満 （月 5 万円未満） 16.9  全くできない 2.4 
60～100 万円未満 （月 5～8 万円程度） 37.9  1～4 割 7.9 

100～150 万円未満 （月 8～13 万円程度） 32.0  5 割 9.0 
150～200 万円未満 （月 13～17 万円程度） 8.3  6～9 割 10.7 
200～300 万円未満 （月 17～25 万円程度） 1.7  全額負担するつもり 68.2 
300 万円 以上 （月 25 万円以上） 1.0    

 

問１６ ご両親として最も希望される希望先に進学する場合には、ａ．お子さんの生活費（学費は除きます）

にどれくらいかかると思われますか。また、ｂ．ご家庭としてはどの程度負担するおつもりですか。

ａ、ｂ それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

          n=3,481                                           n=3,481 

ａ．生活費（月額）（○は 1 つ）  ｂ．家庭としての負担（○は 1 つ） 

5 万円未満 44.9  全くできない 4.2 
5～10 万円未満 36.6  1～4 割 13.6 

 10～15 万円未満 13.9  5 割 14.4 
 15～20 万円未満 2.0  6～9 割 22.6 
 20～25 万円未満 0.3  全額負担するつもり 43.5 

25 万円以上 0.3    

 

（％）

（％）

（％） 
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問１７ ご両親として最も希望される希望先に進学する際に、授業料と生活費が家計で負担できない場合、そ

の不足する分をどのように補う必要がありますか。ａ～ｄのそれぞれについて、当てはまる番号１つ

に○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ）  
（％）     

n=3,481 
（ａ～ｄ それぞれ横に○は１つずつ） 不可欠 必要 

必要で 

ない 

全く必要

でない 
平均値 

ａ．お子さんのアルバイト 17.2 64.9 11.1 4.7 0.80 
ｂ．学生支援機構の奨学金(返済が必要) 15.5 47.8 21.8 12.7 0.32 
ｃ．その他の奨学金、ローン 7.7 38.6 32.3 18.7 -0.16 
ｄ．親族からの援助 4.5 19.1 37.5 35.9 -0.84 

 

問１８ 学費にあてるために、学生支援機構などの貸与奨学金（無利子、低利子）を借りるとすれば、年にど

の程度の額を借りたいと思いますか。すでに予約奨学生となっている方はその額を含めてお答えくだ

さい。（○は１つ） 
（％） 

n=3,481 縦に○は１つ

借りる必要はない 31.9 
年額 50 万円未満 （月額 4 万円未満） 19.0 

50～ 80 万円未満 （月額 4～7 万円程度） 25.4 
80～100 万円未満 （月額 7～8 万円程度） 11.1 

100～120 万円未満  （月額 8～10 万円程度） 7.4 
120～150 万円未満 （月額 10～12 万円程度） 2.2 
150～180 万円未満 （月額 12～15 万円程度） 0.5 
180 万円以上 （月額 15 万円以上） 0.7 

 

問１９ 日本学生支援奨学金などの貸与奨学金について、次の意見についてどう思いますか。ａ、ｂ それぞ

れについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）         

n=3,481 
（ａ、ｂ それぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う 
そう思う そうは 

思わない 
全くそうは

思わない

ａ．予約奨学生（高校在学中に決まる奨学生）の

数を拡大してもらいたい 
27.3 58.8 10.0 1.8 

ｂ．奨学金を受給できる人数を拡大してほしい 30.9 57.6 7.9 1.6 
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４．ご家族について 
 
問２０ ご一緒にお住まいの方（別居の方を除く）について、当てはまる方をいくつでも○をつけてください。

（○はいくつでも） 

（％） 

n=4,000 
父親 母親 祖父母 兄弟・姉妹 そのほか 

○はいくつでも 90.4 97.9 26.2 85.8 2.0 
 

問２１ 高３のお子さんの兄弟・姉妹はどのような構成ですか（別居の方を含む）。お子様が６人以上おられ

る場合は、長子から５番目までをお書きください。 

 
     （例えば、今回の調査対象のお子さんにお姉さんと弟さんがいる場合は、1 番目にお姉さんのことを、2

番目に高３のお子さんのことを書き本人欄に○を付けてください。弟さんのことは３番目にご記入くだ

さい。） 

n=4,000 

 本人欄 
（対象となっ

たお子さん

に○） 

男女別 就業・就学（○は１つ） 同居・別居

1 番目 
（長子） 

48.7 
 
 

n=4,000 

１ 男 
51.9 
２ 女

47.7 

１ 働いている  ２ アルバイト  ３ 無職 
４ 大学院生・大学生・浪人   ５ 短大・高専・専門学校生 

６ 高校生    ７小中学校生・幼児 
1) 20.2  2) 3.1  3) 1.5  4) 20.4  5) 5.4  6) 49.1  7) 0.0 

１同居 
81.7  
２別居 
17.9 

2 番目 

36.4 
 

 

n=3,745 

１ 男 
50.9 
２ 女 
49.0 

１ 働いている  ２ アルバイト  ３ 無職 
４ 大学院生・大学生・浪人   ５ 短大・高専・専門学校生 

６ 高校生    ７小中学校生・幼児 
1) 7.1  2) 1.0  3) 0.7  4) 5.1  5) 2.1  6) 58.2  7) 25.7 

１同居 
93.1 
２別居 
6.5 

3 番目 

13.5 
 
 

n=1,773 

１ 男 
51.2 
２ 女 
48.6 

１ 働いている  ２ アルバイト  ３ 無職 
４ 大学院生・大学生・浪人   ５ 短大・高専・専門学校生 

６ 高校生    ７小中学校生・幼児 
1) 1.6  2) 0.2  3) 0.2  4) 0.6  5) 0.6  6) 40.3  7) 56.3 

１同居 
97.1 
２別居 
1.9 

4 番目 

1.4 
 
 

n=251 

１ 男 
59.0 
２ 女 
40.6 

１ 働いている  ２ アルバイト  ３ 無職 
４ 大学院生・大学生・浪人   ５ 短大・高専・専門学校生 

６ 高校生    ７小中学校生・幼児 
1) 0.8  2) 0.0  3) 0.0  4) 0.4  5) 0.4  6) 30.3  7) 68.1 

１同居 
98.0 
２別居 
0.8 

5 番目 

0.1 
 
 

n=36 

１ 男 
52.8 
２ 女 
47.2 

１ 働いている  ２ アルバイト  ３ 無職 
４ 大学院生・大学生・浪人   ５ 短大・高専・専門学校生 

６ 高校生    ７小中学校生・幼児 
1) 0.0  2) 0.0  3) 0.0  4) 0.0  5) 0.0  6) 13.9  7) 86.1 

１同居 
97.2 
２別居 
0.0 

 

問２２ お父様、お母様の年齢はおいくつですか。（○は１つ） 

 

n=4,000 お父様 お母様 

39 歳以下 0.6 2.5 
40～44 歳 13.7 30.6 
45～49 歳 39.6 48.9 
50～54 歳 31.0 15.4 
55 歳以上 9.6 2.1 

（％）

（％）
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問２３ お父様、お母様はどのようなお仕事に就かれていますか。（○は１つ） 
（％） 

n=4,000 お父様 お母様 

自営業者 

 
（家族従業

者を含む） 

農・林・漁業（農業、牧畜業、園芸、林業、水産業など） 2.2 1.4 
小売店主、卸売店主、飲食店主など 4.2 3.4 
製造業、建設業関係の自営業者 8.1 1.9 
その他（具体的に：                    ） 3.5 2.3 

自由業者（弁護士、開業医、芸術家など） 1.5 0.5 
経営者・役員（民間企業、法人･団体等の経営者・役員） 5.2 1.4 

民間企業・ 

官公庁・ 

団 体 な ど

の正社員・ 

正職員 

管理職（民間企業、官公庁、団体などの課長相当職以上） 20.3 0.5 
専門・技術系職員（技術者、技師、研究員、教員、記者など） 12.3 5.6 
事務系職員（一般事務など） 7.4 5.9 
販売・サービス職（店員、セールスマンなど） 9.7 4.1 
技能・生産・作業職（工員、機械製造・修理工など） 10.0 1.6 
運輸・通信・保安職（運転手、電話交換手、警察官、自衛官など） 7.1 0.5 

パート・アルバイト・臨時職員など 0.8 46.9 
学生（勤労学生を除く） 0.0 0.1 
その他・分類がわからない（具体的に：                 ） 1.2 1.9 
無職（専業主婦、年金受給者、利子・株式配当生活者などを含む） 0.7 21.3 

 

問２４ お父様、お母様の最後に卒業された学校は何ですか。（○は１つ） 
（％） 

n=4,000 お父様 お母様 

中学校 4.5 1.9 
高校 38.6 48.3 
短大・高専・専門学校 9.6 36.7 
大学 39.5 12.2 
大学院 2.2 0.2 

 

問２５ お父様、お母様の年間の税込み収入（年額）はどれくらいですか。（○は１つ） 
（％） 

n=4,000 お父様 お母様 

収入はない 0.4 23.4 
100 万円未満 0.3 33.6 
100～ 300 万円未満 7.4 28.2 
300～ 500 万円未満 20.0 6.5 
500～ 700 万円未満 24.0 2.8 
700～ 900 万円未満 20.0 1.1 
900～1,100 万円未満 10.8 0.4 

1,100～1,500 万円未満 5.4 0.1 
1,500 万円以上 2.3 0.2 
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５．教育のありかたについてのご意見 
 
問２６ 大学や専門学校への進学にかかる学費について次のような意見にあなたはどう思われますか。ａ～ｅ

のそれぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）     

n=4,000 
（ａ～ｅそれぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う 
そう思う

そうは 
思わない 

全くそう

は 
思わない

ａ．卒業までの学費・生活費は親が負担するのが当然だ 5.2 42.8 49.3 2.7 

ｂ．学費は親が出すが、生活費は子どもがある程度負担

すべきだ 5.4 54.2 37.4 3.0 

ｃ．学費や生活費は奨学金やローンでまかない、本人が

就職してから返すべきだ 4.5 34.0 55.2 6.3 

ｄ．返済が必要な奨学金は、将来に子供の負担となるの

で、借りたくない 5.9 34.6 52.7 6.8 

ｅ．返済が必要な奨学金は、将来に何かおこるかわから

ないので借りたくない 6.2 34.8 52.3 6.7 

 

問２７ 奨学金制度についてどう思われますか。ａ～ｅのそれぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけ

てください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）     

n=4,000 
（ａ～ｅそれぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う 
そう思う

そうは 
思わない 

全くそう

は 
思わない

ａ．貸与額を高くすべきだ 4.9 42.7 49.2 2.5 

ｂ．成績の制限をなくすべきだ 8.3 51.9 36.3 3.0 

ｃ．親の収入の制限をなくすべきだ 8.7 50.5 37.1 3.1 

ｄ．国は返済不要の奨学金をつくるべきだ 19.6 42.8 33.6 3.5 

ｅ．所得税の額から、授業料の金額を控除する制度（税

額控除）をつくるべきだ 27.4 55.1 15.2 1.6 

 

問２８ 国の大学教育に関する政策についてどう思われますか。ａ～ｅのそれぞれについて、当てはまる番号

１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）     

n=4,000 
（ａ～ｅそれぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う 
そう思う

そうは 
思わない 

全くそう

は思わ 
ない 

ａ．大学の授業料はこれ以上、上げるべきではない 48.1 47.6 3.8 0.5 

ｂ．国公立大学の入学者数を増やしてほしい 33.6 48.8 16.8 0.7 

ｃ．自宅から通えるところに国公立大学をつくってほし

い 24.1 48.2 26.4 1.1 

ｄ．私立大学に対する行政府の補助金を増やすべきだ 33.7 52.9 12.5 0.7 

ｅ．財政難の状況では、家計や本人の負担が多くなるの

はしかたがない 1.8 23.7 61.1 13.3 
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問２９ 今の社会で、個人の将来の職業や収入を決めるのに何が重要だと思いますか。ａ～ｆのそれぞれにつ

いて、当てはまる番号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）   

n=4,000 
 
（ａ～f それぞれ横に○は１つずつ） 

とても 

重要 
やや重要

あまり 

重要 

でない 

全く 

重要 

でない 

ａ．出身の高校 2.6 26.9 56.0 14.4 

ｂ．大学への進学 9.5 51.4 32.0 7.1 

ｃ．どの大学を出たか 8.9 45.4 36.2 9.4 

ｄ．大学院への進学 2.8 25.9 57.4 13.8 

ｅ．生まれた家庭の経済力 7.3 25.8 41.6 25.2 

ｆ．親の学歴 0.5 6.4 48.0 45.0 

 

問３０ これからの社会について、次の意見をどう思われますか。ａ～ｅのそれぞれについて、当てはまる番

号１つに○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
（％）     

n=4,000 
（ａ～ｅそれぞれ横に○は１つずつ） 

強く 

そう思う
そう思う

そうは 
思わない 

全くそう

は思わ 
ない 

ａ．学歴よりも資格が重視されるようになる 19.6 66.7 13.2 0.4 

ｂ．年功序列ではなくなり、本人の能力を重視して昇進や

昇給が行われるようになる 24.4 69.0 6.3 0.3 

ｃ．仕事よりも家庭や個人の生活を大切にする人が増える 6.8 64.7 27.8 0.6 

ｄ．学歴をもっていても安定した生活は保障されない 28.2 68.2 3.4 0.2 

ｅ．会社に勤めるよりも、自分で会社を起こす人が増える 3.7 38.0 57.1 1.1 

 

問３１ 高校教育や、国の教育政策について、ご意見を自由にお書きください 

 

 

 

 

 

 

 

 

書ききれなければ裏面をつかってください 

調査項目はこれでおわりです。ご協力ありがとうございました。
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2006 年 3 月 

高校生の進路選択に関する調査 第２回 

東京大学大学院教育学研究科 大学経営・政策研究センター 
 
この調査は、前回の進路希望をフォローアップするために行うものです。回答はすべて統計的に処理され、あ

なた個人についての情報が他の目的で使われることはありませんので、現状をありのままに記入してください。 

＜お名前をご記入ください＞ 

氏名：

 
 
ｎ＝3,493 （男＝1,729 女＝1,764） 

問１ この４月からの進路は次のうちのどれですか。あてはまる番号１つに○をつけてください（○は１つ）。 

n＝3,493                                                                                      （％） 
11.8 正社員・正職員として就職 

0.4 定職を持ちながら学校（大学の夜間部など）に行く 

2.6 とりあえずアルバイトやパートで生活（いわゆるフリーター） 

17.1 専門学校・各種学校へ進学（大学受験のための予備校は除きます） 
9.4 短期大学へ進学（高等専門学校への編入学を含みます） 

49.2 四年制大学へ進学（医学、歯学、獣医学などの六年制課程を含みます） 

0.5 海外の大学や語学学校に留学 

6.8 大学等の進学準備（いわゆる受験浪人。大学受験のための予備校への進学を含みます） 
0.3 家業の手伝い 

0.1 家事の手伝い・主婦 

1.5 まだ決まっていない 
0.3 その他（卒業しない・病気の療養など、具体的に                        ） 

問２ 進路を決定した理由として、次の項目はどの程度あてはまりましたか。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。（○はそれぞれ１つずつ） 

n＝3,493                                                                           （％） 

（a～c それぞれ横に○は１つずつ） 
とても

あてはまる あてはまる あてはまら
ない 

全くあてはまら
ない 

a. 地理的条件が、進路を決める理由になった 13.2 43.1 23.8 17.2 
b. 経済的な条件が、進路を決める理由になった  9.6 33.2 37.2 17.5 
c. 成績が、進路を決める理由になった 24.8 41.1 20.3 11.6 

問３ 進路について、どの程度満足していますか。（○は１つ） 

n＝3,493                                                                        （％） 

 
非常に満足して

いる やや満足している どちらともいえない あまり満足して
いない 全く満足していない 

○は１つ 34.0 40.1 16.4 5.0 3.4 
 
問４ 決定した進路によって、４月からの住所に変更はありますか。 

  n＝3,493                                                （％） 
79.2 変更はない（現住所と同じ） 
19.6 変更がある（下記に新しい住所を御記入ください） 

 
新住所：〒      電話番号： 

 
  ※本年秋にお願いする第３回目調査の連絡先以外で用いることは決してありません。 

（Ⅰ） 全員にうかがいます 

都 道 
府 県 
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問５ あなたの勤務地はどこですか。具体的に記入してください。 

（             ）都・道・府・県  （              ）市・区・町・村 

問６ つとめ先の業種について、あてはまる番号 1 つに○をつけてください（○は１つ）。  

ｎ＝529                                                                                          （％） 
0.8 農林漁業 7.2 運輸・通信業 
0.9 鉱業 3.0 電力・ガス・水道供給業 
7.6 建設業 1.3 ホテル・旅館業 
30.2 製造業 3.0 娯楽・スポーツ・芸能関係 
26.3 おろし売業・小売業、飲食店 2.1 情報・教育サービス 
1.5 金融・保険業 6.8 病院、医療・福祉サービス 
0.4 不動産業 3.6 官公庁 

  1.9 その他（具体的に           ）

問７ あなたがつく職種について、あてはまる番号 1 つに○をつけてください（○は１つ）。 

ｎ＝529                                                                                         （％） 
13.6 事務職 12.1 ウェイター、ウェイトレス、警備員などのサービス職

33.1 技能職・工員 7.2 大工、左官師、美容師などの職人的仕事 
4.3 設計や工程管理などを行う技術職 1.1 家業手伝い 

17.6 店員、外交員、セールスマンなどの販売職 5.3 看護師・介護などの医療・福祉の仕事 
  3.0 その他（具体的に            ）

問８ つとめ先への応募方法について、あてはまる番号すべてに○をつけてください（○はいくつでも）。 

ｎ＝529                                                                                         （％） 
60.3 学校推せん  9.1 就職情報誌や新聞広告でみつけた 
3.0 公務員の一般公募 6.6 高校生時代のアルバイト先だった 

16.8 家族や知人の紹介 4.2 職業安定所で求人をみた 
  2.5 その他（具体的に            ）

問９ あなたの将来について、あてはまる番号 1 つに○をつけてください（○はそれぞれ１つずつ）。 

ｎ＝529                                                                                          （％） 

（a～b それぞれ横に○は１つずつ） 
とても

あてはまる あてはまる あてはまら 
ない 

全くあてはま
らない 

a. 現在決まっているつとめ先で長い間働きたい 28.4 41.0 19.7 8.1 

b. 将来、専門学校・大学などに通いたい  4.0 11.7 24.8 37.4 

問１０ 将来学校に通う可能性がある方（問９の bで１～２と回答した方）にお聞きします。どのような学校に通

いたいと考えていますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください（○はいくつでも）。 

ｎ＝83 
（％）       

74.7 専門学校・各種学校へ進学（大学受験のための予備校は除きます） 
12.0 短期大学へ進学（高等専門学校に編入学を含む） 
20.5 四年制大学（医学、歯学、獣医学などの六年制課程を含む）へ進学 
 4.8 海外の大学や語学学校に留学 
 1.2 その他（具体的に                        ） 
 6.0 まだ考えていない 

（Ⅱ） 就職・アルバイトや家業での生活をする方 （問１で、１，２，３，９を選択した方） にうかがいます(ｎ＝529) 
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問１１ 進学先の学校は決まっていますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください（○は１つ）。 

ｎ＝2,672                                                     （％） 
96.9 確定している 
2.2 まだ確定していない 
0.0 その他（具体的に               ）

 
ｎ＝2,589 

問１２ 進学先が決まっている方（問１１で１と回答した方）にお聞きします。あなたの進学先の学校について

お答えください。  

a. 設置者（○は１つ） 

ｎ＝2,589                                               （％） 

10.8 国立  5.0 公立  83.0 私立 

b. 所在地（具体的に記入） 

（             ）都・道・府・県  （              ）市・区・町・村 

c. 専門分野（○は１つ） 

ｎ＝2,589                                                                 （％） 

＜大学・短期大学の方＞ ｎ＝1,999 ＜専修学校・各種学校の方＞ ｎ＝590 

17.9 人文科学系（文学・外国語・哲学・歴史学・心理学） 12.9 理工・情報通信・建築・機械 

27.4 社会科学系（経済学・経営学・商学・法学・政治学・社会学） 4.9 農業・動物 

3.6 理学 30.0 看護・医療技術・福祉 

13.9 工学 5.6 食物・調理・栄養 

2.2 農学 14.9 理容・美容 

11.2 教育・保育 3.4 教育・保育 

6.7 家政・生活科学・栄養 4.9 商業実務・経営・経理 

2.1 医学・歯学・薬学 2.4 服飾・服飾デザイン 

8.4 看護・医療技術・福祉 14.2 芸術・文化・教養・外国語など 

3.5 芸術 2.7 公務員試験の受験対策 

2.2 その他（具体的に                 ） 2.9 その他（具体的に            ） 

d. どのように通学しますか（○は１つ）。 

 ｎ＝2,589                                                                 （％） 

72.9 自宅から通学 

21.8 下宿・アパートから通学 

4.8 大学・学校の寮から通学 

0.2 その他（具体的に                                    ）

e. どのような選抜方法で入学しましたか（○は１つ）。 

 ｎ＝2,589                                                                 （％） 

12.4 センター試験＋大学個別の学力試験 23.3 「指定校推薦」の推薦入試 

2.4 センター試験のみ 21.2 「一般・公募制推薦」の推薦入試 

18.3 大学個別の学力試験のみ 6.1 ＡＯ（アドミッション・オフィス）選抜 

1.0 大学個別の小論文のみ 6.5 試験はなかった（書類選考のみ） 

2.7 大学個別の面接・実技試験のみ 4.8 その他（具体的に           ）

f. 進学先の学校名をお答えください（具体的に記入）。 

学校名 

 
 

（Ⅲ） 専門学校や大学に進学する方（問１で、２，４，５，６，７を選択した方）にうかがいます 

（就職しながら進学する方もお答えください）(ｎ＝2,672) 

問１３へおすすみください。 
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問１３ 大学入試センター試験を受験しましたか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください（○は１つ）。 
     ｎ＝2,672                                  （％）                          

38.2 受験した 
55.8 受験していない 

問１４ 大学入試センター試験を受験した方（問１３で１と回答した方）にお聞きします。大学入試センター試験

の受験科目および結果（得点率）についてお答えください。 

a. 受験科目（すべてに○）ｎ＝1,021  平均受験科目＝5.7 科目 

＜国語＞   （％） 

95.4 国語 

＜地理歴史＞                      （％） 

1.7 世界史 A  1.4 日本史 A  1.3 地理 A 
18.8 世界史 B  28.3 日本史 B  20.5 地理 B 

＜公民＞                        （％） 

42.6 現代社会  6.2 倫理  11.7 政治・経済

＜数学＞                                            （％） 

4.1 数学Ⅰ 3.4 数学Ⅱ － 工業数理基礎  － 情報関係基礎 
65.2 数学Ⅰ・数学 A 57.8 数学Ⅱ・数学 B － 簿記・会計  

＜理科＞                         （％） 

6.2 理科総合Ａ  25.6 物理Ⅰ 4.3 地学Ⅰ      
4.3 理科総合Ｂ  35.1 化学Ⅰ 35.3 生物Ⅰ      

＜外国語＞                                           （％） 

98.0 英語  － ドイツ語 － フランス語 0.1 中国語  － 韓国語 

b. 結果（おおよその得点率）（○は１つ） 

ｎ＝1,021                                                                                      （％） 

0.9 ３０％未満           24.0 ６０～７０％未満 

4.7 ３０～４０％未満 21.7 ７０～８０％未満 

9.3 ４０～５０％未満 14.7 ８０～９０％未満 

19.4 ５０～６０％未満 3.6 ９０％以上 

問１５ 進学後について、あてはまる番号 1 つに○をつけてください（○はそれぞれ１つずつ）。 

（％） 

（a～g それぞれ横に○は１つずつ） 
とても

あてはまる 
あて

はまる 
あてはま 
らない 

全くあては
まらない 

a. 自分にむいた専門かどうか不安だ       ｎ＝2,672 6.8 31.8 42.3 13.8 
b. 職業資格の取得に力を入れたい ｎ＝2,672 42.6 40.2 11.0 1.5 
c. 勉強よりもサークル活動や友人とのつきあい 

を大切にしたい 
ｎ＝2,672 8.7 46.2 37.1 2.6 

d. 可能であれば、別の学校に転学したい ｎ＝2,672 2.6 7.0 36.7 48.1 
e. (短大・専修学校に入学する方のみ) 

卒業後、四年制大学に編入したい           
ｎ＝ 923 6.0 7.6 27.1 41.3 

f. (四年制大学に入学する方のみ) 

卒業後、すぐに大学院に進学したい ｎ＝1,719 5.7 12.0 45.4 31.8 

g. 卒業後、いずれは大学院に進学したい ｎ＝2,672 3.2 9.8 36.1 41.9 

質問は以上で終わりです。ご協力ありがとうございました。 

問１５へおすすみください。 
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「高校生の進路についての調査」電話調査シート 

2006 年 11 月 

 

No. 
 

 
対象者氏名  

 
 
 
 
問１ 2006.3 月時点での進路 （○は１つ）。 

Ｎ＝277  
22.0 正社員・正職員として就職 

0.4 定職を持ちながら学校（大学の夜間部など）に行く 

2.9 とりあえずアルバイトやパートで生活（いわゆるフリーター） 

19.1 専門学校・各種学校へ進学（大学受験のための予備校は除きます） 

9.7 短期大学へ進学（高等専門学校への編入学を含みます） 

36.8 四年制大学へ進学（医学、歯学、獣医学などの六年制課程を含みます） 

0.4 海外の大学や語学学校に留学 

5.4 大学等の進学準備（いわゆる受験浪人。大学受験のための予備校への進学を含みます） 

0.4 家業の手伝い 

0.0 家事の手伝い・主婦 

2.2 まだ決まっていない 

0.7 その他（卒業しない・病気の療養など、具体的に                     ）

 

 

問２ 現在（2006.11）の進路 （○は 1 つ） 

Ｎ＝277 

23.1 おもに働いている（正社員、公務員契約社員、自営など）      → 問 3 へ 

67.5 おもに学校に通っている（大学、短期大学、専門学校）        → 問 4 へ 

9.4 予備校（進学浪人）、アルバイトなど上記以外のことをしている → 問 5 へ 
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問３ 現在（2006.11）の具体的な内容 

＜おもに働いている＞ 
※問２で「1」を回答した人が対象（○は１つ） 

Ｎ＝64 

89.1 正社員 

1.6 公務員（臨時採用をのぞく） 

7.8 契約社員、派遣社員、臨時採用職員など 

1.6 自営・家業 

0.0 その他（具体的に：                    ） 

 

＜おもに学校に通っている＞ 

※問２で「2」を回答した人が対象（○は１つ） 
Ｎ＝187 
54.0 四年制大学（医学、歯学、獣医学などの六年制課程を含みます） 

16.0 短期大学（高等専門学校を含みます） 

29.4 専門・各種学校 

0.5 その他（具体的に：                                  ）

 
＜予備校（進学浪人）、アルバイトなど上記以外＞ 

※問２で「3」を回答した人が対象（○は１つ） 
Ｎ＝26 

57.7 大学・短大・専門学校の受験勉強 

3.8 資格試験の勉強、就職活動、公務員試験の勉強 

0.0 芸術・芸能・スポーツ関係の仕事につく準備 

38.5 アルバイト 

0.0 家事手伝い 

0.0 家業手伝い 

0.0 病気の療養 

0.0 その他（具体的に：                             ） 
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2006年 11月 

高校生の進路についての調査 第 3回 
 

東京大学大学院教育学研究科 大学経営・政策研究センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ご家族の方へのお願い＞ お子様が下宿などで別な場所にお住まいの場合は、この調査 
 の事務局フリーダイヤル（0120-334-365）にご連絡いただくか、又はお手数ではござい 
ますが、このアンケート一式を直接お子様にご転送いただければ幸いでございます。 

 

まずこの質問におこたえください 
 
問１ あなたは現在何をしていますか。あてはまる番号１つに○をつけてください（○は１つ）。 
 

12.3  おもに働いている 
（正社員、公務員、契約社員、自営など）

 

２・３ページの質問 

のみにお答えください 

 

75.6  おもに学校（大学、短期大学、専門学校）

に通っている 
４・５ページの質問 

のみにお答えください 

 

12.1  予備校（いわゆる進学浪人）、アルバイト

など上記以外のことをしている 
６・７ページの質問 

のみにお答えください 

  

 
（注）定職を持ちながら学校（大学の夜間部など）に通っている方は、「１」に○をつけていただき、２・３ページの質

問のみにお答えください。 

 
この調査は、３月の調査にひきつづき高校卒業後の状況をお聞きするもので

す。回答はすべて統計的に処理され、あなた個人についての情報が他の目的

で使われることはありません。 

本調査票は、１１月３０日（木）までに返信用封筒（切手不要）にてご返送くだ

さい（１１月３０日以降も受け付けております）。 

アンケートにご協力いただいた方には、もれなく薄謝をお送りいたします。 
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問２ 現在の仕事は次のどれにあたりますか。あてはまる番号１つに○をつけてください（○は１つ）。 
 

76.1  正社員 
4.2  公務員（臨時採用をのぞく）

15.7  契約社員、派遣社員、臨時採用職員など

2.2  自営・家業 
0.6  その他（具体的に：                    ） 

 
問３ 現在の仕事について、次のａ～ｅの質問にお答えください。 
 

a.  働き始めたのはいつですか 今年（4月 73.6 ）から

b. 
ふだん１日に、平均して何時間ほど働いていますか 

（残業を含みます） 
約（ 8.95 ）時間 

c. 
休みの日は 1 ヶ月に何日くらいありますか 

（祝日は除きます） 
約（ 7.29 ）日 

d.  仕事からの手取り収入は 1 ヶ月どれくらいですか 約（ 15.00 ）万円 

e.  入社してからこれまでの間に、研修を何日間受けましたか 約（ 29.67 ）日間 

 
問４ あなたが現在の仕事をする上で、次のような能力が必要ですか。ａ～ｇのそれぞれについてあては

まる番号１つに○をつけてください。 
 

（a～gそれぞれに○は 1つずつ） 

とても 

必要 

まあ 

必要 

あまり必要

でない 

まったく必

要でない 

a.  製品や取扱商品に関する知識 52.2 27.5 12.1  6.2
b.  トラブルや問題を解決する力 45.5 37.6 12.1  2.2
c.  新しいアイデアを生み出す力 17.7 32.0 35.7  12.6
d.  自ら積極的に学ぶ力 59.3 32.6 5.9  1.1
e.  ものごとをやり遂げる力 67.3 27.6 3.4  0.3
f.  文書を書く力 13.8 23.7 39.4  20.8
g.  他の人と協力して作業ができる力 64.9 28.9 3.9  1.4

 
問５ 現在の仕事について、ａ～ｉのそれぞれについてあてはまる番号１つに○をつけてください。 
 
（a～iそれぞれに○は 1つずつ） 
  Ａ ←Ａに近い← →Ｂに近い→ Ｂ 
a.  希望していた仕事だ  24.7 41.3 23.3 9.8 別の仕事を希望していた

b.  やりがいのある仕事だ  32.0 47.8 13.8 5.3 あまりやりがいがない

c.  高卒でも能力があれば評価される 58.7 32.9 5.1 2.0 大卒でないと評価されない

d.  この業界は将来性がある  32.9 44.1 16.9 5.3 業界は伸び悩んでいる

e.  将来役立つ技能を身につけられる 30.6 40.2 18.5 8.7 あまり技能は身につかない

f.  職場の人間関係がよい  40.2 42.7 13.5 2.5 人間関係はあまりよくない

g.  給料がよい  13.8 41.9 28.4 15.2 給料には不満がある

h. 
女性が結婚・出産しても 

勤められる
26.7  30.1  21.6  15.2  女性が結婚・出産すると

勤めにくい

i.  辞める人が多い  13.0 35.2 30.4 20.6 長く働く人が多い

おもに働いている方にうかがいます ｎ＝356 
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問６ 将来の職業生活についてどのように考えていますか。ａ～ｅのそれぞれについてあてはまる番号１

つに○をつけてください。 
 

（a～eそれぞれに○は 1つずつ） 
とてもあ

てはまる

あてはま

る 
あてはま

らない 
全くあては

まらない 

a.  現在の勤め先で長い間働きたい 22.2 38.5 27.8  11.5
b.  自分に何が向いているか、まだわからない 16.9 44.7 29.8  7.9

c. 
自分がフリーターのような生き方をするのも

悪くない  6.7  13.8  28.4  50.8 

d.  家庭を持ったら仕事よりも家庭を優先したい 19.1 43.8 33.1  2.8
e.  将来は独立して自分の店・会社を持ちたい 10.4 12.4 40.4  36.0

 
問７ あなたは将来、大学や専門学校などに通いたいと思っていますか。ａ～ｄのそれぞれについてあて

はまる番号１つに○をつけてください。 
 

（a～dそれぞれに○は 1つずつ） 
現在通学

している 
具体的に

考えている 
可能性として

はあり得る 
考えて

いない 

a.  四年制大学  0.3 1.4 5.9  87.1
b.  短期大学・専門学校  1.1 4.8 23.6  66.3
c.  通信制大学・放送大学  0.6 0.8 7.3  86.0

d. 
その他（各種学校など、具体的に：

              ）
0.3  1.1  6.7  80.6 

 
問８ あなたは現在、どこで生活していますか。あてはまる番号１つに○をつけてください（○は１つ）。 
 

78.1  両親と一緒に生活している 
2.2  両親以外の家族（兄弟、親戚など）と一緒に生活している 
12.6  会社や学校などの寮で生活している 
5.9  アパート・マンションを借りて１人で生活している 
0.8  その他（具体的に：                                        ）

 
問９ 高校のときの生活や進路選択を振り返って、現在どのように感じていますか。ａ～ｈのそれぞれに

ついてあてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

（a～hそれぞれに○は 1つずつ） 
とてもあ

てはまる

あてはま

る 
あてはま

らない 
全くあては

まらない 

a.  高校のときの進路選択に満足している 19.4 43.3 27.2  9.6
b.  高校の授業で学んだことは今役立っている 14.9 34.0 34.0  16.0
c.  長くつきあえる友人が見つかった 36.8 42.1 16.9  3.4
d.  高校のとき、もっと勉強しておけばよかった 22.2 37.4 28.7  11.0
e.  高校のとき、もっとボランティアやアルバイト

などの経験をつんでおけばよかった  9.3  23.0  47.5  19.4 

f.  就職先についてもっと調べればよかった 17.7 28.7 38.8  13.8
g.  進学したほうがよかった  5.3 22.8 40.7  30.3
h.  経済的に進学が難しかった  18.3 26.1 30.6  24.4

 
調査項目はこれでおわりです。最終ページ（８ページ）にお進みください。 

おもに働いている方にうかがいます 
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問１０ あなたが今通っている学校についてうかがいます。 
 
a. どのような学校に通っていますか。あてはま

る番号１つに○をつけてください（○は１つ）。 
 

64.2  四年制大学 
（医学、歯学、獣医学などの六年制課程を含みます）

13.2  短期大学（高等専門学校を含みます） 
22.2  専門・各種学校 

0.1 
その他 
（具体的に： 

              ）

 

b. 今学期は、学校にはどの程度きていますか。

また授業にはどれくらい出席していますか。 
 

学期中、学校に来ている日 週に（ 5.04  ）日

授業への出席率 （  9.23  ）割

 
c. 通学時間は片道どれくらいですか。 
 

（  0  ）時間 （  53  ）分 

 
d. あなたが先学期にとった成績について教えてください（５段階評価の場合（例えば秀、優、良、可、

不可）は、上位２つを合わせて優（Ａ）と考えてください。不可の割合は除いてください）。 
 

優（Ａ） 良（Ｂ） 可（Ｃ）  ＧＰＡの場合 

4.84 割 3.75 割 2.10 割  2.79 
 
e. いま通っている学校は第一志望の学校ですか（○は１つ）。 
 

71.8  はい    27.7  いいえ

 
問１１ あなたは現在、自分の通っている学校についてどのように感じていますか。ａ～ｇのそれぞれにつ

いてあてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

（a～gそれぞれに○は 1つずつ） 
とてもあ
てはまる

あてはま
る 

あてはま
らない

全くあては
まらない

a.  将来の仕事に役立つ知識や技術を身につけられる 43.0 44.6  10.2  1.7
b.  自分の興味・関心に合った授業が多い 23.1 54.1  20.1  2.1
c.  資格取得のための授業や講座が充実している 26.5 46.6  22.4  4.0
d.  就職までのサポートがしっかりしている 24.0 55.2  17.7  2.3
e.  授業に熱心な教員が多い  17.8 55.8  22.8  3.1
f.  学習意欲のある学生が多い  10.7 47.2  35.2  6.2
g.  授業料を払って通うだけの価値がある 17.3 61.4  18.0  2.7

 
問１２ あなたはふだん、１週間をどのように過ごしていますか。平均的な生活時間を、学期中と休暇中の

別に教えてください。 
 

（a～hそれぞれに○は 1つずつ）  なし  1‐5
時間

6‐10
時間

11‐15
時間

16‐20 
時間 

21‐25 
時間 

26‐30
時間

31時間
以上

学
期
中 

a.  授業（実験含む）への出席  0.2 9.0 14.7 8.5 17.8  20.0  15.4 13.2
b.  授業や課題に向けた準備や復習  14.0 59.1 16.2 5.0 2.1  0.8  0.8 0.5
c.  授業とは関係のない学習  58.0 31.7 5.1 1.3 0.5  0.2  0.1 0.6
d.  サークル・クラブ活動  52.8 24.4 10.5 4.7 2.9  1.2  0.5 1.1
e.  アルバイト・仕事 31.3 15.8 15.7 14.0 11.7  5.5  1.9 2.4

休
暇
中 

f.  学習（授業関連や授業以外）  34.0 44.7 10.7 3.8 1.6  0.7  0.3 0.5
g.  サークル・クラブ活動  58.9 17.5 8.2 5.1 2.6  1.5  0.8 2.2
h.  アルバイト・仕事 29.0 13.9 16.9 10.8 11.3  7.5  3.6 5.7

おもに学校に通っている方にうかがいます ｎ＝2197 
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問１３ あなたは現在、どこで生活していますか。あてはまる番号１つに○をつけてください（○は１つ）。 
 

72.9  両親と一緒に生活している 
1.9  両親以外の家族（兄弟、親戚など）と一緒に生活している 
5.5  学校や会社などの寮で生活している 
19.3  アパート・マンションを借りて１人で生活している 
0.3  その他（具体的に：                  ）

 
問１４ あなたの１ヶ月の平均収入の内訳を教えてください。ａ～ｃのそれぞれについて、「ある（受けてい

る）」・「ない」のどちらかに○をつけ、ある場合は具体的な金額をお答えください。 
 

a.  親からの仕送り・こづかい  53.7 ある          →（約 3.45  万円）   41.0 ない 

b.  アルバイト収入  69.7 ある          →（約 4.80  万円）   25.9 ない 

c.  奨学金  29.5 受けている →（約 7.99  万円）   58.9 ない 

 
問１５ あなたは、学校生活で次のようなことを感じたり思ったりしたことがありますか。ａ～ｈのそれぞれに

ついてあてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

（a～hそれぞれに○は 1つずつ） 
とてもあて

はまる 
あてはまる  あてはまら

ない 
全くあては

まらない 

a.  やりたいことが見つからない  9.9 26.5 40.5  22.6
b.  学校になじめない  2.1 12.1 49.9  35.5
c.  授業についていけない  3.6 20.8 55.5  19.8
d.  経済的に勉強を続けることが難しい 1.0 6.5 53.0  39.0
e.  卒業後の進路のことが今から不安だ 18.3 40.3 29.9  10.8
f.  いまの大学・学校を辞めたい  2.2 7.4 40.0  49.7

g. 
可能であれば、別の学部・学科や

大学・学校に行きたい  9.0  18.1  33.5  38.8 

h. 
短大・高専・専門学校の方のみ 

卒業後、四年制大学に編入したい  5.0  10.1  28.8  55.1 

 
問１６ 高校のときの生活や進路選択を振り返って、現在どのように感じていますか。ａ～ｇのそれぞれに

ついてあてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

（a～gそれぞれに○は 1つずつ） 
とてもあて

はまる 
あてはまる  あてはまら

ない 
全くあては

まらない 

a.  高校のときの進路選択に満足している 25.3 51.2 20.0  3.3
b.  高校の授業で学んだことは今役立っている 13.6 51.2 28.9  5.9
c.  長くつきあえる友人が見つかった 41.7 47.1 9.5  1.4
d.  高校のとき、もっと勉強しておけばよかった 28.6 40.6 25.5  4.6
e.  高校のとき、もっとボランティアやアルバイ

トなどの経験をつんでおけばよかった  10.3  26.9  48.2  14.2 

f.  進学先についてもっと調べればよかった 13.0 27.2 46.5  12.9
g.  就職したほうがよかった  1.9 5.3 32.2  60.3

調査項目はこれでおわりです。最終ページ（８ページ）にお進みください。 

おもに学校に通っている方にうかがいます 
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問１７ あなたが現在していることすべてに○をつけてください（○はいくつでも）。 

また、そのうちもっとも時間を使っていることに二重丸（◎）をつけてください（◎は１つ）。 
MA                                                                     SA 
66.9  64.9  大学・短大・専門学校の受験勉強

4.8  1.1  資格試験の勉強 
5.1  2.3  就職活動、公務員試験の勉強

3.1  1.4  芸術・芸能・スポーツ関係の仕事につく準備

35.1  23.8  アルバイト 
21.2  3.7  家事手伝い 
0.8  0.3  家業手伝い 
3.1  1.7  病気の療養 

1.7  0.6  その他（具体的に：

                             ） 
 
問１８ 平日は、次のａ～ｄそれぞれにどのくらいの時間を使っていますか。 
 

（a～dそれぞれに○は 1つずつ） 
なし  1時間

未満 
3時間

未満 
5時間

未満 
8時間

未満 
8時間

以上 
a.  受験勉強  20.1 2.5 5.4 8.8 13.6  38.2 
b.  それ以外の勉強や習い事  58.1 11.0 6.5 0.8 0.8  1.1 
c.  家事・家業の手伝い  33.4 33.1 10.2 0.8 0.3  1.1 
d.  アルバイト  53.8 0.6 2.5 7.1 15.3  7.4 

 
問１９ あなたは来年の４月には何をしていると思いますか。可能性のあるものすべてに○をつけてくださ

い（○はいくつでも）。 
また、そのうちもっとも望ましいものに二重丸（◎）をつけてください（◎は１つ）。 

MA                                                                     SA 
15.9  11.3  正規の社員･職員として働く（自営なども含みます） 
5.4  2.3  希望しているフリーの仕事につく 
39.9  9.1  アルバイトで働く 
7.9  2.0  家事・家業の手伝いをする 
64.9  64.0  大学に通う 
15.6  7.9  短大・専門学校に通う 
1.1  0.3  通信制大学・放送大学に入学する 

6.2  2.5  その他（具体的に：

                             ） 
 
問２０ 現在や将来について、次のようなことはあてはまりますか。ａ～ｅのそれぞれについてあてはまる番

号１つに○をつけてください。 
 

（a～eそれぞれに○は 1つずつ） 
とてもあ

てはまる

あてはま

る 
あてはま

らない 
全くあては

まらない 

a.  目標があるので、将来に別に不安はない 15.9 37.7 32.6  10.8
b.  自分に何が向いているか、まだわからない 15.6 39.4 30.3  12.2
c.  家庭の事情が許せばやりたいことがある 19.8 36.5 25.5  14.2
d.  30歳ころまではいろいろ試してみたい  23.5 42.2 22.9  7.6
e.  自分は努力している  17.6 51.6 21.2  5.9

予備校、アルバイト、そのほかの方にうかがいます ｎ＝353 
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問２１ あなたは現在、どこで生活していますか。あてはまる番号１つに○をつけてください（○は１つ）。 
 

92.6  両親と一緒に生活している 
0.6  両親以外の家族（兄弟、親戚など）と一緒に生活している 
4.2  会社や学校などの寮で生活している 
2.0  アパート・マンションを借りて１人で生活している 
0.6  その他（具体的に：                  ） 

 
問２２ 高校卒業時から今までの経験を振り返って、現在どのように感じていますか。ａ～ｆのそれぞれにつ

いてあてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

（a～fそれぞれに○は 1つずつ） 
とてもあ

てはまる

あてはま

る 
あてはま

らない 
全くあては

まらない 

a.  高校のときの進路選択に満足している 15.3 40.2  28.9  13.0
b.  とりあえずどこかに進学か就職した方がよかった 5.4 15.3  38.8  38.0
c.  高校卒業時、希望の進学先や就職先に行けなかった 34.6 27.5  18.4  16.7
d.  就職先や進学先についてもっと調べればよかった 15.6 32.3  30.9  19.8
e.  高校のとき、もっと勉強しておけばよかった 37.1 37.7  15.0  7.6
f.  経済的に進学が難しかった  5.1 12.2  38.5  41.9

 
問２３ あなたは現在、アルバイトをしていますか。（○は１つ）。 
 

63.7  していない    35.1 している

 
問２４ 現在のアルバイトについて、次の質問にお答えください。  ｎ＝124 

a. どんなアルバイトをしていますか。主なもの１つに○をつけてください（○は１つ）。 
 

35.5  スーパー、コンビニ、ショップなどの店員 4.8 製造・建設現場の仕事

36.3  飲食店や娯楽施設の接客や調理 0.8 保育・介護・福祉などの仕事

4.0  事務の仕事  － 新聞配達 

4.8  運搬、清掃、警備員等の仕事  9.7  その他（具体的に： 
                                                     ）

 
b. １週間あたりの勤務時間はどのくらいですか。 

     

週に合計で（  25.60  ）時間 

 
c. １ヶ月のアルバイト収入はどれくらいですか。あてはまる番号１つに○をつけてください

（○は１つ）。  
     

19.4  5万円未満  11.3 12～14万円未満  3.2 18～20万円未満 
44.4  5～10万円未満  4.0 14～16万円未満  － 20～22万円未満 
10.5  10～12万円未満  0.8 16～18万円未満  2.4 22万円以上 

  

 

調査項目はこれでおわりです。次ページ（８ページ）にお進みください。 

予備校、アルバイト、そのほかの方にうかがいます 
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このアンケートにご協力いただいた方全員に、薄謝をお送りさせていただきます。 

お手数ですが、確認のため、下記にご送付先の住所（あなたが現在お住まいのご住所）をご記入

ください。なお、簡易書留によるご送付のため、マンション名や室番号も正確にご記入をお願いいたし

ます。 

 

 

氏名： 

 

住所：〒 

都道 

府県 

 

 

 

電話番号： メールアドレス： 

              ＠ 

 
 
 
＜東京大学大学院教育学研究科 大学経営・政策研究センターからのお願い＞ 

大学経営・政策研究センターでは、今回実施しているこのアンケートとは別に、研究プロジェクトの

一環として、今後も簡単なアンケートを１～２年に１回ほど予定しています。今回と同様の郵送調査

などがあった場合、ご協力していただけますか（次回以降も、調査のたびごとに謝礼を進呈します）。 

 

83.5 はい  14.9 いいえ 

 
 
 
 
 
 

ご協力ありがとうございました。 
 

 

 

 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高校生の進路追跡調査 第１次報告書 
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